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序 文

新たな世紀を迎え、ゆとりや豊かさを目指すことが重要になってきたなかで、地域住民の間

では身近な地域の個性豊かな風土や歴史的な文化財の保存 ・活用の取り組みへの気運が高まっ

ています。

しかし、 一方では道路建設や宅地造成など都市化の波が地方にも押し寄せ、大規模なほ場整

備などの各種開発事業も年を追うごとに激化しており、文化財は年々破壊され、消滅の危機に

さらされることが多くなってきております。なかでも土地との結びつきの強い埋蔵文化財は、

各種の開発により常に破壊される恐れがあることから、当教育委員会では開発部局等に遺跡の

所在を周知徹底するとともに、開発との関わりが生じた場合には貴重な文化財を積極的に保護

することに努めてきております。

本書は、国土交通省東北地方整備局仙台河川国道事務所との保存協議に基づき、 三陸縦貫自

動車道の建設に先立って実施した桃生郡河北町沢田山西遺跡ほかの発掘調査報告書です。一昨

年度以来の三陸縦貫自動車道の建設に伴う発掘調査によって、この地域の古代の様子がより明

らかになってきました。こうした成果が広く県民の皆様や各地の研究者に活用され、地域の歴

史解明の一助になれば幸いです。

最後になりましたが、遺跡の保存に理解を示され、発掘調査に際しては多大なるご協力をい

ただいた関係機関の方々、さらに実際の調査にあたられた皆様に対し、厚く御礼申し上げる次

第です。

平成16年3月

宮城県教育委員会

教育長白石 晃
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1.本書は国士交通省東北地方聾備局仙台河川国道事務所との保存協議に基づき実施した、三陸縦貫

自動車道矢本石巻道路建設に伴う沢田山西遺跡 ・崎山B遺跡 ・万歳山C遺跡及び三陸縦貫自動車

道桃生登米道路建設に伴う八幡遺跡の発掘調査報告書である。

2.調査は宮城県教育委員会が主体となり、 宮城県教育庁文化財保護課が行ったものである。

3.本書で使用した測量原点の座標値は、日本測地系に基づいている。

4.本書の遺構番号は、発掘調査時に、遺構の種類に関係なく検出順に付した通し番号をそのまま使

用している。遺構の種別については次の略号を使用した。

掘立柱建物跡… SB、柱夢IJ"'SA、竪穴住居跡…S1、井戸跡…SE、土壌… SK、溝跡…SD、

水田跡…SF、石垣 ・焼土遺構 ・墓壊など…SX

5.本書に掲載した遺構は、地形図 ・全体図の縮尺は各図面に明示し、各遺構の個別の平面図、断面

図は、掘立柱建物跡の平面図を1/100とした以外、すべて1/50の縮尺で統ーした。遺物実測図は、

土器 ・石製品が1/3もしれま1/6、礎石器 ・土製品・鉄製品が1/3、剥片石器が2/3の縮尺で図示し

h 

，~。

平断面図では、床面あるいは底面の遺物を赤線、礁を背線、炭化材を背囲、焼面を赤囲で表し

た。それ以外の場合は、その都度図面で明示した。

6.本文中における遺構の記述は、掘立柱建物跡、柱列、竪穴住居跡、井戸跡、石垣、焼土遺構、土

壌、溝跡の順番で行い、同種類の遺構は遺構番号順に行ったが、遺構が重複する場合などではそ

の限りではなb、。

7.本書に使用した土色の記述は、 「新版標準土色帳J(小山 ・竹原:1973)を参照した。

8.本書に使用した遺跡の位置図は、国土交通省国土地理院発行の1/25.000の地形図を複製して使用

した。

9.本書は調査員全員の協議を経て、八幡遺跡の執筆を相原淳一 ・須田良平が担当し、残りの執筆 ・

編集を須田が担当した。

10.発掘調査で出土した遺物、調査記録類は宮城県教育委員会が保管している。

11.発掘調査及び整理 ・報告書の作成に際しては以下の方々と関係機関から指導 ・助言を賜った。

(五十音順 ・敬称略)

稲野裕介 ・井上雅孝 ・君島武史 ・日下和寿 ・佐藤敏幸 ・柴田陽一郎 ・渋谷純子 ・渋谷孝雄 ・菅原

祥夫 ・杉本良 ・高橋千品 ・高橋 学 ・西野修 ・野民侃・横山郁子 ・吉田江美子 ・河北地区教

育委員会 ・桃生町教育委員会



目 次

.、，、.，

A
H
υ

円，.唱
E
a

t
-、

{
‘

n
v
n
U

円

L

跡

…

跡

遺

跡

遣

に

西

遺

C

跡

め

山

B

山

遺

じ

田

山

歳

幡

は

沢

崎

万

八



はじめに

1.はじめに

三陸縦貫自動車道は仙台市から岩手県宮古市にいたる自動車専用道路で、仙台 ・河北聞が開通して

いる。さらに北に延びる予定路線範囲にはいくつかの遺跡が合まれているため、宮城県教育委員会と

国土交通省東北地方整備局仙台河川国道事務所は遺跡保存のための協議を行ってきた。その結果、調

査により記録保存することとなった遺跡について、平成12年度から調査を開始した。本書は平成15年

度までに調査を行った遺跡の中で、桃生郡河北町沢田山西遺跡 ・崎山B遺跡と桃生町万歳山C遺跡 ・

八幡遺跡について調査内容を報告したものである。

2.周辺の遺跡(第 I図 ・第E図)

本替で報告する 4遺跡のある河北町、桃生町は北上川下流域に位位している。この地域の山地帯は

北上山系に属し、比較的急峻な丘陵部と沖積層が厚く堆積した平野部が直に接しており、平坦な地形

を作り出す河岸段丘面がほとんど発達していなL、。傾斜地の多い当該地域には黒色土層や火山灰堆積

層が発達せず、 三畳紀やジュラ紀の基盤層の上に薄い腐植土層や基盤崩落土が堆積している。このた

め旧石器時代の遺物を包含する地層が発達せず、当該期の遺跡は周辺には認められなL、。

縄文時代の遺跡も小規模な散布地や貝塚が多く、沢田山西遺跡の東に位置する沢田山貝塚 (47)は、

丘陵を横断する道路の拡張工事を昭和24. 5年頃行った際に縄文時代後 ・晩期の遺物が多数出土した

という。しかし、河北町 ・石巻市境の古稲井湾北岸に形成された南境貝塚のように、学史的にも名高

い早 ・前期から後期の貝塚もある。

弥生 ・古墳時代の遺跡も少なく、古

墳時代としては、河南町と石巻市にま

たがる須江丘陵に立地する須江糠塚遺

跡 (51)や閲ノ入遺跡、丘陵下の自然

堤防上に立地し、方形周溝墓も検出さ

れた新山崎遺跡などの前期の集落が認

められる。

古代の遺跡は比較的多く、桃生町の f 
東部には奈良時代の城柵官街遺跡とし J 
て知られる桃生城跡 (9)がある。『続 1ャーJ

B本紀』によると、桃生城は天平宝字 J

2 (758)年から造営が始まり、翌3

(759)年秋頃には完成し、宝亀5(774) 

年7月に梅道の蝦夷の攻撃により一部

が破壊されたことなどが知られてい

'""-..{、'

A 
J 

第I図 遺跡の位置

八幡遺跡

万歳山C遺跡

沢田山西 ・崎山B遺跡

o 20km 

5 
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る。宮城県多賀城跡研究所により 10次にわたる調査が行われている。須江丘陵には須江糠塚遺跡や関

ノ入遺跡、須江瓦山窯跡など奈良時代から平安時代前半までの集落や瓦や須恵器を生産した窯跡など

が集中し、古代の大規模な生産遺跡群である。須恵器や瓦の一部は 『続日本紀』に記されている牡鹿

柵跡あるいは牡鹿郡家と推定されている矢本町赤井遺跡に供給されている。河北町東部には県指定史

跡の和泉沢古墳群 (39)がある。直径3-9m、高さ 1mlまどの割石を積み上げた約50基の小円墳か

らなり、蕨手万や鉄斧、須恵器、土師器が石室に副葬されていた。 9-10世紀の築造年代とみられて

し、る。

河北町、桃生町周辺の丘陵には中世の館跡が多く分布するが、発掘調査されたものはなく詳細は不

明なものが多L、。

以上のように、これまで発掘調査された遺跡が少ない地域にあって、 三陸縦貫自動車道建設に伴い

宮城県教育委員会が平成12年度から実施してきた発掘調査により、この地域の様相が徐々に明らかに

なりつつある。桃生城跡においては北辺から延びる大溝が検出され、桃生城の範囲について新たな知

見をもたらした。新田東遺跡 (8)は桃生城跡の東に位置し、桃生城の存続期 (8世紀第 3四半期頃)

の大規模な集落跡で、 5軒の焼失住居跡を含む42軒の竪穴住居跡や15棟の掘立柱建物跡、井戸跡、土

壌などが検出され、桃生城の造営、維持に携わった人々(柵戸や鎮兵)の集落跡として位置づけられ

ている。この他、古墳時代前期や平安時代の竪穴住居跡も検出された。また、細谷B遺跡 (7)では縄

文時代中期末の遺物包含層や古代の竪穴住居跡7軒などが検出された。太田窯跡 (6)では奈良時代の

須恵器や瓦を生産し、桃生城に製品を供給したとみられており、今回の調査では窯跡は検出されな

かったが、 8-9世紀の竪穴住居跡4軒などが検出された。角山遺跡(5)は丘陵に立地する集落跡で、

古代の竪穴住居跡60軒以上や鍛冶遺構なども検出され、縄文時代や古墳時代の遺物も発見されてい

る。そして竪穴住居跡の検出された丘陵の南に接する低地では、古代の灰白色火山灰層に覆われた水

田跡が検出され、北上川下流域では初めての発見となった。







さわだゃまにし

沢岡山西遺跡
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調 査 要 項

遺跡名:沢田山西遺跡(さわだゃまにし)(宮城県遺跡地名表記載番号66075、遺跡記号SA) 

所在地:宮城県桃生郡河北町小船越字沢田山 ・崎山

調査担当:相原淳一 ・須田良平 ・岩見和泰 ・柳津和明 ・吉野武 ・奥山芳明 ・田中政幸

調査期間:平成14年 (2002年) 6月3日-10月22日

平成15年 (2003年) 5月19日-7月18日

調査対象面積平成14年度…1.000nf、平成15年度…2.800nf

調査面積:平成14年度…1.000nf、平成15年度…1.200nf



I 遺跡の位置

沢田山西遺跡は桃生郡河北町小船越字沢田山 ・崎山にあり、河北町役場の南西約2.7kmに位置し、北

上川(追波)11)と旧北上川に挟まれた独立丘陵上に立地する。この丘陵は、北上山系の南端付近に位

置し、北上山地から西南西に延びる丘陵の先端が、北上川により分断され独立丘陵となったものであ

り、中心部に位置する標高119.7mの沢田山からやや急な傾斜を持って標高 1mの沖積地に接してい

る。周辺の丘陵と同様にこの丘陵にも平坦地は少なL、。遺跡は沢田山と西南西にある標高59mの丘陵

に挟まれた鞍部に位置し、北西一南東に細長い標高36.7mの丘陵と町道を挟んだ南の北東斜面に立地

する。

H 調査の経過と方法

工事計画と調査対象区:調査の対象となった道路路線敷は、本遺跡の中心部となる標高36.7mの丘陵

(北側丘陵)の西半を斜めに横切るように切り崩し、さらに南に隣接する崎山B遺跡の所在する標高

59mを頂部とする丘陵(南側丘陵)中心部を切り崩す形で設定されている。対象地域内は傾斜地が多

く、当初遺構の存在が予想されたのは、比較的平坦面の広い北側丘陵頂部付近(1区)のみであった。

試掘調査:北側丘陵の頂部付近にある畑部分を対象に平成12年9月に実施した。

I区の調査:試掘調査の結果を受けて、平成13年4月と11月に、 I区とした北側丘陵頂部を中心とす

る地域を発掘調査し、北東斜面部で竪穴住居跡2軒、掘立柱建物跡3棟、土壊、溝などを検出した。し

かし、北側丘陵の北側及び西側は平坦面のほとんど無い傾斜地域で、トレンチ調査により遺構がまっ

たく検出されなかった。 I区の調査結果については既に報告済みである(宮城県教委2001)。

また、 I区南東部の人家が工事に伴い移転することとなり、移転先の用地である I区南東側の斜面

が同年10月に一部無断で掘削された。その結果、掘削された断面に遺構が残存していることが確認さ

れ、 I区南側にも遺構が延びている可能性が認められた。さらに、国土交通省との現地協議の際に町

道を挟んだ南側丘陵においても須恵器片が採集されたため、町道南側を新たな遺跡として調査の必要

性が確認された。

E区北側 ・皿区の調査:平成14年 6月3日にE区とした町道南側部分から調査を開始し、同月下旬に

は、 E区とした I区南側部分の調査に着手した。 9月26日にはラジコン ・ヘリコプターによる空中撮

影を行い10月22日に調査を終了した。

平成14年度に検出した遺構は、 E区では掘立柱建物跡 5様、竪穴住居跡8軒、土壌2基、溝跡 9条、

石垣1条、 E区では掘立柱建物跡3棟、柱列 2条、竪穴住居跡 1軒、土壌 2基などである。

9月8日には現地説明会を開催し、地元住民を中心に150名以上の見学者が訪れた。

なお、当初、町道南側部分を崎山B遺跡としていたが、調査の結果、町道付近に遺構が集中するこ

とが明らかとなり、地形も沢田山西遺跡と同じ沢頭を囲むものであることが確認された。したがって

この範囲を沢田山西遺跡直区とし、崎山B遺跡は南側丘陵南東斜面から南斜面にかけての範囲に訂正

しTこ。

11 



。 50m 

第 1因調査の位置 (1ハ000)
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E区南側の調査:平成14年度に行ったE区北側の調査の結果、 E区南西側の未買収地区にも遺構が延

びることが確認された。そのため、平成15年度にE区南側の調査を行った。調査は平成15年5月19日

に開始し、 7月18日にすべての調査を終了した。

平成15年度に調査した遺構は、掘立柱建物跡3棟、竪穴住居跡5軒、井戸跡 1基、土壌3基などで

ある。

調査区の概要:今回報告する E区、 E区は、北側丘陵に位置する I区の南側の南西斜面部と平坦部

(n区)、南側丘陵に位置する町道南側の北東斜面部 (m区)にそれぞれ立地する。 E区は今回調査を

行った崎山B遺跡に隣接している。

E区 :n区は北東部の標高が高く、南から西が低い南~西斜面で、標高差は 7mある。E区は I区よ

りも一段低い人家部分と、さらにその下の人家や農業用ハウス、畑、人家への通路などがあった部分

にあたる。 E区上部の平坦面は rl&とは約 3mの高低差があり、調査の結果、この平坦面は近世初頭

には作り出されていたことが明らかとなった。E区とE区の聞には、町道北側に沿うように西から沢

が入っており、.西側の深い部分では 2m以上の土盛りがされていた。そして、 I区の北側丘陵頂部か

ら沢に向かう南西斜面の旧地形を、削り出し、もしくは土盛りなどにより改変していくつかの平坦面

を形成していることが明らかとなった。

E区 :m区は一部畑として利用されていたようであり若干の切り盛りは認められたが、ほぽ旧地形を

留めていた。調査時には荒地もしくは雑木林であった。

n.m区の遺構検出面:遺構は表土もしくは盛土を除去した段階で検出した。遺構検出面は、 E区北

側の平坦面は黄褐色シルト、 E区西側は赤褐色シルト、 E区は礁を多量に含む暗赤褐色シルトの地山

面であり、それ以外の部分では、地山の上に堆積した最大厚約20咽の礁を多量に含む暗褐色シルトの

上面である。

調査の方法 :n区で検出した遺構は、 I区に設けた任意の点 (T1・R23)を結んだ線を、 E区で検

出した遺構は、工事範囲を示す任意の杭 (R12・R13)を結んだ線をそれぞれ基準とした3mX3mの

グリッドをもとに、1/20平面図・断面図や平板測量による1/100平面図を作成した。同時に35四と 6x

7のモノクロ・カラーリバーサルおよびデジタルカメラによる写真記録も行った。 E区のグリッドの

南北軸は座標北から430 西に振れている。またE区のグリッドの南北軸は座標北から 9。東に振れて

いる。基準線の呼称はE区ではR23杭、 E区ではR13杭を基準として、東がE-3、E-6・ 、

西がW-3、W-6・・・、北がN-3、N-6・-・、南がS-3、S-6・・・ とした。

基準点の国家座標は T1……X = -166.405.049 Y =39.819.028 

R23……X = -166.438.189 Y =39，849.470 

R12……X = -166，575.747 Y =39，857.283 

R13...…X = -166.556.295 Y =39.854.156 (日本測地系)である。

13 
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m II区で発見された遺構と遺物

E区で発見された遺構は、掘立柱建物跡8棟、竪穴住居跡12軒、土壌 5基、溝跡9条、井戸跡 l基、

石垣 1条、焼土遺構 1基などである。

遺構は調査区全面に散漫に分布する。遺構は斜面部で検出されているため、各遺構の斜面下部側が

削平されており残存状況は良くない。遺物量は少な く、竪穴住居跡から出土した土師器 ・須恵器など

を中心に整理用平箱で28箱ほどである。

A 古代の遺構

古代の主な遺構は、掘立柱建物跡1棟 (SB21)、竪穴住居跡12軒 (SI20・23・24・25・28・34・44・

50・51・52・55・60)、焼土遺構 l基 (SX32)、土壌 4基 (SK22・36・64・65)、溝跡 5条 (SD33・

41・46-48)などである。主なものについて以下に説明する。土壌、溝については文末の一覧表に示

した(第 1・3表)

1 .掘立柱建物跡

【SB21掘立柱建物跡】(第 3・4図)

南斜面を削りだした平坦面に建てられている。柱痕跡や柱聞の溝の壁材痕跡から多量の焼土塊や炭

化物が検出されたことから、 当建物は火災にあった可能性が高L、。 まず建物について説明し、次に平

坦面について説明する。

〈掘立柱建物跡〉

[重槙]SD41溝跡と重複し、これよりも新しい。

[柱間数 ・棟方向]東西 3閥、南北は西側柱列で 2問、東側柱列で 3聞の東西棟である。

[平面規模]桁行は北側柱列で総長6.3m、柱間寸法は東から1.9m、2.5m、1.9m、南側柱列で総長6.5m、

柱間寸法は東から2.0m、2.5m、2.0mである。梁行は東饗が総長5.3mで柱間寸法は北から1.7m、1.8m、

1.8mである。西妻は総長5.2mで柱間寸法は2.6m等間である。

[方向]東妻でみると、 N-160 
- Eである。

[柱穴]11個検出した。深さが84-94佃と残りのよい北側柱列では長軸60-80叩、短軸50-70冊、斜

面の下に位置するために残りの悪い深さ24-52cmの南側柱列では、長軸46-56畑、短軸36-44佃で、

平面形はL、ずれも不整円形を呈する。東妻中央2本の柱穴は、長軸1.15-1.35m、短軸65-70cmの隅丸

長方形もしくは長楕円形を呈し、外側は深さ20-44畑、建物の中心側は70-84佃で段掘りされている。

埋土は地山プロックや焼土、炭化物を含む明褐色を基調とした粘土質シルトである。

[柱痕跡]東妻北から 2本自の柱穴を除くすべての柱穴で確認された。直径14-25仰の円形である。

堆積土は地山プロックや焼土、炭化物を多量に含む褐色を基調とした粘土質シルトである。

[柱聞の溝]北側柱列および東戸の妻の北側で検出した。幅20-34冊、深さ16-20佃で黄褐色のシル

ト質粘土で埋め戻されている。また北辺と東辺北側で幅13-20cm、深さ10cmの壁材痕跡を確認した。

非常に竪く締まった焼土プロックや炭化物を極めて多量に含むにぷい黄褐色の粘土質シルトで埋め戻

15 
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番号 .iI 情 極 頬 土 色 土 性 特徴・ 浪人物など

にぷい賞褐色(lOYR5/4) 枯土質シルト 鋭化物・ 焼土少量含む ・自然地積

制色 (10YR4/6) 絵土質シルト 鋭化物・焼土台む ・人為雄積

褐色 (10YR4/6) 結土質シル ト 炭化物下部に多量 ・焼土台む ・人為権積

尚色 (10YR4/6) シルト貿給土 炭化物多量 ・池山プロック含む ・自然地積

5B21 調講 褐色(10YR4/6) シルト質給土 鋭化物・ 燐土プロヲク多民合む ・人為雄4・
創磁土 褐色 (IOYR4/6) シルト質給土 炭化物多量 ・地山プロ ック含む ・自然犠横

創滞土 縄色 (IOYR4/6) 納式質シルト 地山プロッデ多量含む ・自然創量償

腿鴻嬰土 にぷい貧尚色 (10YR4/3) 給土質シルト 炭化物多量 ・焼土プロック多量止含む ・人込権償

NIE2綱方坦土 貨機色 (I0YR5/6) シルト貿給土 炭化物音む ・地山が汚れた色鋼 ・人為堆積

10 Pit 貨褐色 (10YR5/6) シルト質給土 炭化物音む ・地山が汚れた色調・ 人為堆積

時 5621 
NIW2住痕跡 にぷい7i梢色 (10YRS/4) 結土質'./Jレト 政化物 ・焼土ブロック多量t含む ・人為堆積

N1W2備方組土 にぷい賞縄色(10YR5/4) 粘土質シルト 炭化物 ・焼土プロッ?多.含む ・人為権償

13 Pit 賞褐色(10YR5/6) シルト質結土 炭化物含む ・地山が汚れた色調 ・人為糟償

14 平沼面白溝担土 褐色(10YR4/6) 枯土質シルト 炭化物 ・焼土 ・地山ブロ ック含む・人為犠積

で三巳ヲ
モユJ. \~C::-=-I~5 
k一一一斗F 一一づ6"- ヒニプ7 10 

三二ヰ--z::名 下三三当ーてよ?
。 5 

番号 量量 種 層 位 口径 底径 総jQj 残存:事 特 徹

I 須恵器 ・停 平坦面自主上 05.0) (8.6) 4.6 1/5 緒 。D7Dげ咽自転へ付制向E・D7ロナTU: lI;Il.~十吋吋デペガキ E叫ー自転へ刊x.

2 須恵器 .1事 l届 11.9 7.5 4.3 2/3 内外I師:ロ 7cナ ヂ 悠 偲 ・ヘラ切り由回転ヘラケズリ

3 須恵量苦 ・荷台郎 平組面底上 12.2 (7.6) 5.3 3/5 内外商 :ロクロナデ 綾偲 .回転糸切り

4 須lI!司書 .1亭 11輔 6.6 (2.7) 体~舷2/3 内外面:"，ロナデ司自転ヘラケズリ底部:切躍し不明司回転ヘラケズリ『中心sナヂ

5 須恵器 .1干 11苗 6.1 0.5) 底郷2/3 内外面:ロ 70ナデ底偲・切睡し不明ーナデ

6 須恵器 .1干 I!O 7.2 1.4 底錦のみ 内外面・ロクロナデ司回転ヘラケズリ 腹部:回転糸切りー回転ヘラケズリ

7 須耳医務 .1事 11冒 (8.0) (1.3) 底部1/2 内外商:ロヲロナデ経線:切鍵し不明『回転ヘラケズリ

s 須恵~ ・ 荷台係 11画 (8.3) (2.0) 際部のみ 内舛耐;ロ?ロナヂ底$:切躍し:不明司自転ヘラケズIJ_高台貼付け『ロタロナデ

9 須恵器 ・荷台緒 IJ曹 9.8 12.0) 綾部のみ 内外面:ロデロナデ経節:自伝糸切り『荷台貼付け『ロクロナヂ

10 須耳E器 ・磁 11画 17.9) (4.4) 錦町み 内外面白:ロヲロナデ {摩滅著しい〉 島大径(11.2)

11 不明土製品 平組面組上 7.8 1.9 1/2 外商 :ロクロナデ 忠告~ :切揮し不明 須恵務 ・高台停を転Jti

12 支脚? 118 部 外商 :ハケメ (全体に摩調査} 土師器 ・荷停胸鰐を支仰に転用?

第 4図 S821掘立柱建物跡出土遺物

されている。壁材痕跡は溝掘方のほぼ中央部に認められる。

12 

lOc.m 

写真図版 R録

14-1 S621-3 

14-2 S621-2 

14-3 5621-1 

14-5 5621-11 

S821-6 

S621-1O 

5621-5 

5621-8 

14・・4 5B21-7 

14-6 5621-9 

20-14 S821-4 

14-7 5621-12 

北側柱列では、西から 2番目の柱穴を除く他の柱穴で、柱穴の掘方上面において溝が検出できた。

しかし溝は柱痕跡に切られていた。また東妻北から 2番目の柱穴では柱痕跡は確認できなかったが、

溝は柱穴掘方よりも新しいことが確認できた。北側柱列西から 2番目と東妻北から 3番目の柱穴は溝

と重複しているものの、溝の堆積土がほとんど残存せず前後関係は不明である。

〈平坦面〉

〔平面形・規模]残存している部分で東西12.7m、南北3.7m以上の台形を呈する。ほぼ平坦であるが、

標高の低い南に向かつてわずかに傾斜している。壁に沿った北側幅約 2mの部分しか残存していな

し、。

[堆積土]にぷい黄褐色の粘土質シルト (1層)や褐色の粘土質シルト (2・3・7層)、褐色のシル

ト質粘土 (4......6層)が堆積している。 1• 4...... 7層は自然堆積、 2・3層は地山プロックや炭化物、

17 



18 

焼土を多く含む人為堆積土である。

[壁〕地山を壁とし、 450 ほどの傾斜を持って立ち上がる。高さは最も残りのよい北壁の西側で82叩

である。

[周溝]西壁と北壁際で確認された。幅は20.......80cm、深さは 2~10cmである。 北壁東側と東壁際には

認められず、 8B21掘立柱建物跡の北東隅の柱穴から1.6m先で周溝は途切れている。壁の崩落土であ

る炭化物、地山プロックを多く含む褐色シルト質粘土で埋まっている。

[溝]北壁から90cmのところで、北壁に平行するように長さ4.2mの溝が検出された。東端が約20cm南

に折れ曲がっている。幅8.......20cm、深さ 2.......8 cmである。褐色の粘土質シルトで埋め戻されている。

平坦面よりも古い竪穴住居跡の周溝の可能性もあるが、主柱穴などその他の施設が認められないため

溝として扱った。

[出土遺物]柱穴掘方埋土から土師器聾と須恵器杯が、溝の埋土から土師器杯、須恵器耳、 .聾が出土

した。土師器は非ロク口調整で、杯には外面にも黒色処理されたものがある。

平坦面直上から土師器坪 ・聾と須恵器杯 ・高台坪 ・聾、須恵器高台杯の高台部を転用した不明土製

品 (11)が出土した。土師器杯 ・聾は非ロク 口調整で、坪には外面にも黒色処理されているものがあ

る。須恵器杯には底部から体部下端が回転へラケズリ調整されているものがある(1)。須恵器高台杯

(3)の底部は回転糸切りで切り離した後に高台がつけられている。

堆積土からは土師器杯 ・盤、須恵器坪 (2・4.......7)・高台坪 (8・9)・壷 (10)、土師器高坪の脚

部を転用した支脚 (12)、鼓石が出土した。土師器は非ロク口調整である。須恵器坪の底部切り離しは

回転へラ切り (2)のものと回転糸切りのもの (6)があり、切り離し後に回転へラケズリ調整を施す

ものもある (2・4・6・7)。須恵器壷は小型で体部が直立し肩が張る形態である。

2.竪穴住居跡

【8I20竪穴住居跡】(第5・6図)

[重複] 1回建て直されている。古いものから8I20A竪穴住居跡→8I20B竪穴住居跡とする。また

8I20A竪穴住居跡は8B37掘立柱建物跡と重複し、それよりも古L、。 8I20B竪穴住居跡は8B27・8B37

掘立柱建物跡、 8D47・8D48溝跡と重複し、 8D47・8D48溝跡よりも新しく、 8B27・8B37掘立柱建物

跡よりも古L、。

(8I20A竪穴住居跡》

[平面形・規模]西辺と南辺の一部しか残存していない。南北6.4m、東西は南辺で3.7m以上の隅丸方

形を基調としていたと推定される。

[方向]西辺でみるとN-180 
- Eである。

[堆積土 ・壁 ・床面]残存していなL、。ただし南辺周溝と8I20B竪穴住居跡の南辺周溝の聞には掘方

埋土が残存しており、この付近は掘方埋土を床面としていた可能性がある。

[主柱穴]検出されなかった。

[カマド]住居西辺中央付近に焼面が認められた。 8B37掘立柱建物跡の柱穴と8I20B竪穴住居跡の周



S-21 W.羽

S120A 。 i

④川
。

。
煩出Pit

7 
A. 

~ 
S， P2 ，N ト:':':13-5回

m 
1 件JiUf
2: IIW.1'111: 

I 柱彼跡

2 :揃方単土

w ム ιω5m 

1:柱穫量事

2 :鋪方埋土
A 
-'--'l Aお5m

健
司 4 SB27周潟 ト互ぉ5m

SB27鴎鴻

7 

o I 2m 
i - - - - t一一一一一一

第 5図 SI20A・8竪穴住居跡

19 



番号 jft 情 崎 矧 土 色 士 官主 特徴 ・浪人物など

に..s:t、貧泌色(lOYR4/3) シJレト 鋭化物 ・焼上プロッ?・地山様合む ・自燃堆積

鱒溝 j¥t尚色 (JOYR5/6) シルト質粘土 11泌色勉11I土に111色土混じる ・人為唯績

"，1" に.1:い貧栂色 (I0YR5/4) シ，レト 鋭化物 ・焼土含む ・人為唯根

期満 制色 (7白5YR4/4) シルト質粘土 焼土プロ ッ 7~盤合む ・ 人為雄樹

SI初B
鋸方埋土 にぷい武潟色(lOYR4/3) シルト~粘土 人為堆積

焼面 鯖ifi;拠色(2.5YR3/3) シルト11粘土

114方組土 にぷいずt泌色(lOYR5/4) シル ト'I1flo土 焼土 ・炭化物事黛含む ・人為機積

焼[師 赤尚色 (2.5YR4/6) シル ト質粘土

N方峻土 にぷい前総色(lOYR5/4) シルト質f占土 人為堆積

114方型Lt j¥t糊色 (IOYR5/6) シル ト貿枯土 地l~が汚れた色調 ・ 人~地積

112 1 S!20A 
問滑 にぷい官町役色 (凶YR6/4) シルト 地111プロヲヲ ・鋭化物 ・焼土台む ・人Z適時t椀
鋸Ji 明演尚色 (lOYR6/6) シJレト 地IlJブロヲク合む ・人為地自由

44Z S 8 b 

燭溝岐土 尚色 (1.5YR4/4) シルト質粘土 続土ブロ ヲク事盤含む ・人為機械

指方組土 にぷいi貨制色 (JOYR5/4) シルト'11鈷土 人ぬ堆積

SI20B州西隅 (CC') 外延溝 にぷいiIi褐色(I0YR5/4) シルト 鳩山プロ ヲク・鋭化物 ・鍵ご1:多量青む ・人為堆積

編方思土 氏側色 (IOYR5/6) シルト11枯土 地山が汚れた色調・人為t量償
繊/，-~置土 彼泌色 (I0YR5/6) シルトt'1給土 地山ブロヲ?事録・炭化物・機土台む・地山が1'1れた色調 ・人為堆積
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第6図 S120A. B 竪穴住居跡出土遺物

溝により壊されているが、残存部分は長軸63cm、短軸40cmである。また、焼面に対応する竪穴住居跡

の1.6m西側に炭化物、焼土を多量に含む直径53cm、深さ12cmの円形のピ ット が確認された。これらの

位置関係と堆積土などの特徴から、カマドと煙出ピッ トと推定される。

[周溝]西辺と南辺の西側で認められた。西辺および南辺の西隅付近では幅は17-40cm、深さは 6-

13cmで底面は平坦であるが、南辺中央付近では幅 7-12cm、深さ 2-llcmで底面がピ ット状に凹凸が

認められる。明黄褐色シルトで埋め戻されている。

[外延溝]南辺周溝西側から、斜面下方にあたる南に延びている。長さ1.2m、幅20cm、深さは10cmで

にぷい黄褐色のシルトが自然堆積している。

[出土遺物]周溝埋土から土師器製と須恵器坪の破片、棒状鉄製品l点が出土した。

<8I20 B竪穴住居跡》

[平商形・規模]北東辺が削平されている。残存している部分で南北6.0m、東西6.1mである。平面形

は正方形を呈する。

[方向]西辺でみるとN-170 
- Eである。

[堆積土]西側半分に残存しており、にぶい黄褐色シルトが自然堆積している。
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[壁]残存している部分では、西辺は地山を壁とし、南辺は8120A竪穴住居跡の掘方埋土を壁として

いる。周溝底面からやや外側に傾斜を持って立ち上がる。高さは最も残りのよい南壁でも7cmと残り

が悪L、。

〔床面]ほほ平坦である。残存している西側半分では、西壁に沿って幅約 2mは掘方埋土を、 それ以

外の部分は地山を床面としている。

[主柱穴〕住居平面形の対角線上で 4個確認した。残りの悪い南西柱穴 (P3)を除く 3個の柱穴は、

平面形が長軸37-60cm、短軸35-50叩の不整楕円形を呈し、深さ31-40cmである。埋土はにぷい黄褐

色シルトである。3ヶ所の柱穴で確認された柱痕跡は直径11-16cmの円形で、堆積土は炭化物を多く

含む黄褐色シルトである。

[カマド]検出されなかった。

[床面の焼面]床面中央部で焼商 5カ所を確認した。それぞれが非常に近接しているため、もとは長

軸1.6m、短軸0.9mの焼面が分断された恩われる。

[周溝]削平のため残存していない北東隅と外延滞に通じる南西隅を除いて全周で確認できた。幅は

17-38cm、深さは 4-19cmである。西辺北側では、銅方埋土を切って周溝が縮られている。褐色~黄

褐色のシルト、シル卜質粘土が自然堆積している。

[外延溝]南西隅から斜面下方にあたる西に延びている。長さ3.0m、幅37cm、深さは20cmで、にぷい

黄褐色のシルトが自然堆積している。そして住居跡に接する部分から1.2mのところまで長さ10-30

cmの扇平な礁が両壁を護るように据えられていた。

[出土遺物]床面直上からロク口調整の土師器杯 ・盟、須恵器坪 ・聾、磨石 (1・2)、棒状鉄製品

( 4・5)、掘方埋土からは土師器坪 ・費、須恵器I不が出上しfこ。堆積土から上師器郎、須恵器杯 -

ill! . !臣、棒状鉄製品 (3)が出土した。土師器郎には切り離しが回転糸切りのものがある。

【8123竪穴住居跡】(第7肉)

[平面形 ・規模]北東辺3.2m、北西辺3.0mでやや査んだ隅丸方形を呈している。

[方向]北東辺でみると N-460 -wである。

[堆積土]6層が認められる。 11百は褐色のシルトで、 2層は最大11咽の厚さの灰白色火山灰層で、

l府の土が混ざっている。3・4・6層は地山ブロックを含むにぷい黄褐色シルトである。 5層は暗

褐色のシルトで、炭化物、焼土を非常に多く含んでいる。 5層 ・6層はカマドのある南東辺にのみ堆

積している。 1-6周とも自然堆積である。

[壁]地山を壁としており、床面から住居の外側にやや開いて立ち上がる。傾斜地のため北東辺の残

りはよく、南西辺の残りは悪L、。壁高は残りのよい北東辺で床面から43cmである。

[床面]ほほ平坦である。住居の南隅と西隅の部分は厚さ10佃前後の掘方埋土を床面とし、その他の

部分は地山を床面としている。

[主柱穴]床面で 4個のピットを検出した。柱の位低関係から、床面中央部のピットが主柱穴と思わ

れる。直径25cmの円形で、深さ16cmである。炭化物 ・焼土を少量含む褐色のシルトが自然堆積してい

る。
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[カマド]南東辺の東寄りに付設されている。燃焼部と煙道、煙出ピットが残存している。両側壁は

崩れているが、長さ20~45cm、幅15~25cmの扇平な礁を芯材としている。 側壁下面には芯材の礁を据

えた溝も認められる。溝は右側が長さ42cm、幅lOcm、深さ 5cm、左側が長さ35cm、幅lOcm、深さ 5cm 

で、ともに内側に湾曲している。この 2条の溝の内法から、燃焼部の大きさは幅31cm、奥行60cmと推

定される。

燃焼部底面はほぼ平坦であり、底面は前面から左側壁を中心に焼けて赤変している。

煙道は幅12~20cm、長さ80cmで、先端に向かつて浅くなっている。 側面には焼けて赤変している部

分が見られる。煙出ピットは直径30cm、深さ22cmで、煙道先端の下面よりも14cm深くなっている。煙

道や煙出ピット上商には多くの離が認められる。礁は、煙出ピッ トには上から落ち込んだ状態である

が、煙道では蓋をするように置かれており、地山を考IJり抜いたものではなかったことが分かる。

[床面の焼面]床面中央部で 1カ所を確認した。長軸95cm、短軸60cmの不整形を呈している。主柱穴

や床面の溝に切られている。

[周溝]削平されている西|塙を除くほぼ全周で認められた。東隅では貯蔵穴状ピッ ト (P2)に接し、

70cmほど住居の内側に入り込んだ後、カマドの前面を通って南隅に向かい、外延溝に続いている。カ

マド前面の溝からは、カマドの右側の壁に向かつて iLJ字形の溝が延びている。カマド前面の溝に

は、蓋をするように長さ18........32cm、幅7-20cmの板状の礁が敷き詰められていた。周溝、カマド前面

の溝、 í L J 字形の溝ともに上幅lO~30叩、深さ 1 ~ 9 cmで、断面はほぼ iUJ字状を呈する。堆積土

はいずれも地山粒を含んだ褐色シルトで、自然堆積である。

[外延溝] 南隅から斜面下方にあたる南へ延びている。 長さ 70cm、上幅12~16cm、深さ 6 ........12cmで¥

断面形は iUJ字状を呈する。埋土はカマド前面の溝と同様の地山粒を含んだ褐色シルトで自然堆積ー

である。

[貯蔵穴状ピット]カマド脇の東隅 (P2)と南隅 (P3)で各 1個検出した。 P2は長軸48cm、短軸34

cmのやや歪んだ楕円形を呈しており、深さは15cmで・ある。堆積土は炭化物、地山礁を多く含む褐色の

シルトである。堆積土上面から礁が 4点出土した。P3は直径30cmのほぼ円形を呈しており、深さは

30cmである。堆積土は地山礁を含む褐色シルトでともに径26cm、深さ17cmのほぼ円形を呈している。

いずれも人為堆積である。

[床面の溝] 北東辺とほぼ平行する構が北東辺から約 1mで‘検出された。 長さ1.2m、幅16~24cm、床

面からの深さは 6""""9 cmで、断面形は iUJ字状を呈する。堆積土は炭化物を少量含む褐色のシルト

である。中央部に広がる焼面よりも新しい。

[出土遺物]カマド左脇の床面から須恵器郎(1)、赤焼土器杯 (2)が出土した。ともに底部は回転糸

切り無調整である。また、床面直上から土師器杯 ・聾と須恵器聾 (3)、床面の溝から土師器聾、堆積

土から土師器郎 ・裂が出土した。土師器はいずれもロク口調整のものである。

【8124竪穴住居跡】(第8図)

[重複]8K22土壌と重複し、これよりも古い。

[平面形 ・規模]一辺2.2mの隅丸正方形である。
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番号 遺偶 信 間 k 色 上 性 拘置l.浪人絢t..と

3 5 • 2 ‘ 2 

にぷい.褐色 (lOYR6/~ シルト 炭化荷 ・綾上告む ・人為'能債

GJlllll掬色 IOYR6/61 紘上質yルト 炭化物 ・健よZ露骨む ・人為地積

綱i揖 1I't1ll色<10YR5;ω シ)~ト l詰化鞠 .t車上~畿含む ・ ^-1為雄嶋

5124 カマF納得土 にぷいIi.憎色(I0YR6/~) シ，レト 脱化物~・t舟む ・ 人為抽箇

健土刷 鳩色 (lOYR4/4) シルト 焼け11~ ・合む ・ 人為9量破

骨~J:暢 叩iJj陸褐色(lOYR6/6) シルト 人為蟻慣

.JIJi.llll.土 {fi糊色 UOYR5/6) シルト 人為准債

外経j"(OO・3 にぷい貨泌色 (lOYR5/.1l シdレト I足化物 ・綾上少・ -地II.iプロ，ク多量k含む ・人為権償

第8図 SI24塁穴住居跡

[方向]西辺でみるとほぼ真北方向である。

[堆積士]にぷい黄褐色シルトが自然堆積している。

[壁]地山を壁とし、周溝底面からやや外側に傾斜を持って立ち上がる。高さは最も残りのよい北壁

で50cmである。

[床面]ほぼ平坦である。北壁から西壁にかけては掘方埋土を、それ以外の部分は地山を床面として

いる。

[主柱穴]検出されなかった。

[カマド]住居南辺中央のやや東寄りに付設されている。カマドの両側の側壁と煙道、煙出ピットが

残存している。残存するカマド本体は幅約80個、奥行き約45cmである。

左側壁は長さ40cm、高さ30cm、右側壁は長さ40cm、高さ26cmである。両側壁には、芯材とした長さ

10-20cm、幅 8-15cmの板状あるいは柱状の礁が露出している。壁際や側壁の底部付近にだけ、カマ

ド側壁の構築土である明黄褐色シルトが残存している。両側壁の外側や煙道にも礁が認められるが、

カマドの芯材に用いた礁がカマドの崩落とともに周囲に散乱したものと思われる。

燃焼部は、まず奥壁下に長さ25-30cm、幅10-15cmの細長く扇平な喋4個を横向きに置き、その上
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第 9図 8150 竪穴住居跡

。

.. 
梓ム32，Om

にカマド構築土と閉じ明黄褐色シル トで構築されている。そのため燃焼部は床面よりも 3cm高い部分

に認められる。中央部がくぼみ、長軸35cm、短軸30cmの範囲が焼けて竪く締まっている。その上面に

は直径3cm以下の焼礁を多量に含む焼土が堆積し、さらにその上には、カマド崩落土が堆積している。

煙道はカマド奥壁より40cm以上外側に延びているが、後世のピットや撹乱により壊されているため

煙出ピットなどについては不明である。

[周溝]北辺と東辺および南辺のカマドより東側で認められた。幅は10........25cm、深さは 2........6 cmで司あ

る。黄褐色シルトが自然堆積している。

[外延溝]南西隅から斜面下方にあたる南西に延びている。長さ3.1m、幅43cm、深さは最も深いとこ

ろで40cmで、にぷい黄褐色のシルトが自然堆積している。外延溝と接する床面南西隅で長さ22........30

cm、幅14""""18cmの不整形の礁が 2個据えられていた。また、住居と接する部分から80cm離れて1.6mの

範囲に長さ15........30cmの濡平な礎が両壁を護るように据えられ、そのよに長さ60cm、幅28cmの大型の礁

2m 
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第10図 SI25H穴住居跡

26 

2m 



骨吟 遺構 積 宮轟・ 土 色 土 性 特徴 ・混入物など

精尚色 (JOYR2/3) シルト 焼土位多騒音む

にぷい賞制色 (1OYR4/3) シJレト 炭化物音む

貨制色 (10YR5/6) シルト 地llJプロック ・健多量 ・炭化物含む

崎純色 (10YR3/4) シルト 炭化物・地Iht立・t庫土位含む

SI25 制色 (lOYR4/4) シルト 炭化物事量青む

精l1l悔色 (5YR3/4) シルト 炭化物 ・地山プロック ・焼土多最含む

鋸方哩!.j: 尚色 (7YR4/4) シル ト 地山プロック ・炭化物 ・幾土投合む

~~材f高齢 陪縄色(lOYR3/4) シJvト

鳴海栂方埋土 に』代、:健嗣色 (I0Y5/3) シJレト 地山縫合む

民褐色 (lOYR5/6) シルト

3 4 2 
P5 

賞ぬ色 (10YR5/8l シJレト

暗赤縄色 (5YR3/4) シ2レト 住底縦方捜土

制色 (lOYR3/4) シJレト

が蓋をするように置かれていた。

[出土遺物]堆積土から土師器製、須恵器坪の破片が少量出土した。

【S150竪穴住居跡】(第 9図)

〔重複]S125・S128竪穴住居跡と重複し、これらよりも古い。

[平面形 ・規模]南北4.2m、東西3.2mの隅丸長方形で・ある。

[方向]北西辺でみるとN-380 
- Eである。

[堆積土・ 壁 ・床面]残存していない。

[主柱穴 ・カマ ド]検出されなかった。

[周溝] 南西辺を除く各辺で確認できた。 北東辺では中央南よりて~80cmにわたり途切れている。 幅12

-33cm、深さ 2.......8 cmで、褐色シルトで埋め戻されている。

[床面のピット]床面の範聞の東側を中心に、長軸27-80cm、短軸21-70cmの大小様々な円形~不整

楕円形のピットが14個確認された (P1-P14)。深さは12.......20cmで、炭化物や焼土を多量に含む極暗赤

褐色~褐色のシルトで埋め戻されている。

[出土遺物]P2から非ロク口調整の土師器杯・裂が出土した。杯は外面に段があるものとないものが

あり、ともに内面が黒色処理されている。この他、周溝の堆積土やピット (Pl・P3・P5・P6)から

土師器聾の破片が出土した。

【S125竪穴住居跡】(第10-15図)

床面には炭化材や多くの土器が残存しており、これらの状況からこの竪穴住居跡は焼失したものと

考えられる。

なお、斜面上方にあるSD46溝跡の堆積土には焼土や炭化物が含まれており、位置からみても本住居

跡の外周溝の可能性がある。

[重複]S128.S150竪穴住居跡と重綾し、 S128竪穴住居跡よりも古 く、 S150竪穴住居跡よりも新しい。

[平面形 ・規模]南北は北東辺で6.8m、東西は南東辺で5.6m、平面形は隅丸方形を基調としている。

南西辺は残存していなし、。

[方向]北西辺でみるとN-400
- Eである。

[堆積土] 1層よりも上部で、基盤の崩壊礁を多量に含む黒褐色土層に挟まれて灰白色火山灰層が堆

積していた。

住居跡全面に三層(1・2・6層)、壁際に二層 (4・5層)堆積している。 l層(にぷい黄褐色シ

27 
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ルト)、2層(黄褐色シルト )は自然堆積である。6府は床面上に堆積し、炭化材、焼土塊を大量に含

む暗赤褐色シルトで、厚さは、床面中央部が 4-6cro、壁際が 9-13佃で、壁際が厚い傾向が認めら

れる。 6層は屋根に泣かれていた茸土が火災とともに崩れ落ちたものと推定される。

[壁]地山を壁とし、周溝底面からやや外側に傾斜を持って立ち上がる。高さは最も残りのよい東壁

で36croである。

[床面]ほぽ平坦である。掘方埋土を床面としている。

[主柱穴]住居平面形の対角線上にある 4個を確認した (P1-4)。大きさは長軸48-63cro、短軸43

-60cro、平面形は不整精円形や隅丸長方形を呈し、深さ32-64叩である。埋土はにぷい黄褐色シルト

である。すべての柱穴で柱痕跡を確認した。直径12-16croの円形で、堆積土は炭化物を多く含む暗褐

色や黒褐色シルトである。

[カマド]検出されなかった。

〔周溝〕残存する各辺の壁際を巡っているが、北京辺の南隅付近では35cro途切れている。幅18-28cro、

深さ 8-18畑、堆積土は地山プロックを多く含むにぶい黄褐色シルトで、埋め戻されている。また、

壁際に認められる壁材痕跡も、北東辺中央やや北よりの部分で45cro途切れている。幅4-8cro、深さ

4 -18cro、堆積土は炭化物を多く含むしまりのないl情褐色シル卜で、自然堆積である。

[その他の施設]床面の束隅からは須恵器の大型を据えた、平面形が円形を呈する直径64cm、深さ28

cmのピットが検出された (P5)。

[床面の炭化材]床面で炭化材を検出した。多くの炭化材は俸状を呈し、竪穴住居の各辺に対して直

交するものが多L、。南東辺には板状の炭化材が認められた。いずれも残存状況が悪く上屋の構造は不

明である。

[出土遺物]床面に伴う士器は22点で、土問i器 9点、須恵恭13点である。土師器は北東辺の中央部に

分布する。土師器集中の南側の、須恵器集中に隣接する土師器饗 (5)内の円縁部付近からは重なった

よ師器杯(1)と須忠器;杯 (11)が出土した。この l点の郎を除いて、土師器はすべて鉢 (2)・聾 (3

-9)である。須恵器は北東辺の南側に集中し、東隅の大型 (22)の北側に、大型に近い方から高台坪

(12-14)が3点、蓋(15・16)が2点、鉢(18・19)2点と費 (21)1点がまとまっている。高台

坪のまとまりの西側には琵(17)が1点あり、それらのまとまりからやや離れたところに杯(10)と

費 (20)が1点ずつ認められる。この他、北東辺中央部の土師器の集中部から踏石 (25)が1点出土

した。床面と閉じレベルの周溝堆積土上面からは長さ15croの先端の尖った繭平な鉄製品 (26・27)が

2点まとまって出土した。

この他にも、床面と竪穴住居の掘方埋土と主柱穴(P1)の柱痕跡から土師器郵の破片が出土した。堆

積土からは土師器と須恵器の耳、饗が出土した。

床面出土の土師器はすべて非ロク口調整である。上師器坪(1)は平底で外面がへラミガキされてい

る。鉢 (2)は体部上半から口縁部まで真っ直ぐに立ち上がるもので、口頭部に段がある。土師器聾に

は、長胴で口縁部に最大絡があるもの(長胴郵 ・3-7)と球胴で胴部中央から上部に最大径がある

ちの(球鯛聾 ・8・9)がある。須恵器をみると、杯は皿形で底部の特徴が、回転へラ切りで無調整



、長屋d

。 5 10cm 

番号 総縄 勝位 口保 舷後 m苦 残存~ 特 磁 写真図版 n録
土師鍛 -1平 床面 13.5 4.0 7/8 時面:ヘラケズリ司ヘラ Ufキ 内面:ヘラiガキ司墨色坦理車車;ヘラケズリーヘラミガキー・車色島理 14-11 S125-21 

2 土締~~・鉢 床而 112.0) 5.2 11.9 1/3 外00:ヨコナデワーナデ。 内補.ヨコナデ1-ヘラナヂ?orハケメ? 1証部:ナデ 14-13 $125-6 

3 土師総 -. 床面 13.4 7.7 11.0 ほlif完形 外面:ヨヨナヂーナデ? 内部.ヨコナヂーハケメ 底m::木tIlli! 14-12 $125-5 

4 土師音量 -. 床d語 日4.4) 部 内外調 :1車減のため瑚続不明 $125-7 
5 土 師縫 ・型車 床面 21.6 8.8 25.4 ほぼ?と形 外商:'、ケ メ司ヨコナデーハケメ 内蘭;ョコナヂ日ヘラナヂ『ハケメ 底部:本聾復 14-14 S125-19 

6 土鎌絡 ・箆 床面 (22.8) (30.邸 1/3 底部欠鍋 外面 ;ヨコナア『へラミガキ 内而:ヨコナヂヘラナデ 15-1 $125-18 
7 土曲面器 -.11 時f漏 20.5 8.0 24.6 ほlif完形 内外面:ヨコナヂ4 ヘラナデ腹筋:十デ 15・・ 2 $125-4 

第11図 Sl25竪穴住居跡出土土器 (1)
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。 5 lOcm 

特 徴

舛面 :ヘラミtH?司ハケメーナデ 内面・ヘラ iガ+?ーハケメ司ナヂ 底覇。ヘラケズリω ヘラ iガキ

外00:ヨコナデ『手持ちヘラケズリ 内福 :ナヂーーヘラナデ『ナデ 峰邸 :本銀Jil?I 15-3 18125-10 

第12図 SI25 竪穴住居跡出土土器 (2)

のもの(10)と回転糸切りで切り離し後に底部から体部下端が回転へラケズリされるもの (11)があ

る。高台杯には口径が10cm前後のもの(12・13)と17cm前後のもの (14)がある。切り離し後に底部

から体部下端が回転へラケズリされており、断面方形状で外に開く高台が付けられている。蓋には口

径が15cm前後のもの(16)と18cm前後のらの(15)がある。前者のつまみは扇平な宝珠形である。壷

には大型のものと小型のものがあり、大型のもの(17)は頭部が三段接合である。聾には丸底と平底

(20)があり、丸底には器高が32cmのもの (21)と67cmの大型のもの (22)がある。

堆積土からは土師器杯 ・費、須恵器杯・壷などが出土した。土師器坪には回転糸切り無調整のもの

が若干みられるが、ほとんどの土師器は非ロク口調整である。須恵器杯には回転へラ切りで切り離し

後に底部から体部下端が回転へラケズリされるもの (23)がある。須恵器壷 (24)は小型で口頭部に

突帯が巡る。



16 

。 5 lOcm 

lfIη :Iif 積 JlI位 円筒 IAI董 総'" 銭停車 符 徴 写真銅版 登録

10 績.器 ・杯 床面 14.0 8.6 3.6 ほ11完形 内外面:ロクロナヂ 峰偲:自伝糸切り叫a伝ヘラケ文明 15歯 5 5125-2 
11 須lI!~ . ~事 床面 14.0 9.8 36 ほほ~形 内外面 .ロ 7Dナデ嵯lIS:iil伝ヘラ切り 15-6 5125-22 
12 須恵B・高台呼 lUi 104 6.9 4.0 t軍需完影 内外面 :ロクロナデ III;IIS:切・L不明 16-1 51お-20
13 須恵B・高台t干 Z正面 10.8 6.4 5.1 完影 外面:ロタロナヂー・向転ヘラケズリーロ クロナデ 内面:ロクロナヂ 16-2 5125-14 
14 須恵8・jQj台呼 康面 1;.1 10.1 94 ほ11詰i露 略面: 0'0ナ T-II~ヘ予tX'噌o'otf 両面:o，otfU:干覗・極量ヘーt;(f~固 ， oti 16-3 51おー13
15 須恵8・蓋 床面 (18.81 (4.3) 3/4 舛面・ロヲロナヂー101転ヘラケズリーロクロナデ 内面:ロタロナヂ 15-9 5125-15 
16 須恵器 ・益 床面 15.1 3.1 :ie形 n画:0タロナヂ・嗣伝へラケズリーロ?ロナデ 内面:ロタロナヂ つまみ1J.:3.1 15-8 5125-16 
17 須.e:u・‘ 床面 12.4 19.6 (19.1) 体~底錦2/3 外面:ロ 9ロ少ヂ 内面:ロ 7ロナヂIiUi:ナデ 16-5 5125-12 
18 軍I窓際 ・鉢 床面i 却。4 13.8 17.3 1/2 舛画:ロタロナヂ噌嗣kヘラケズリ 内面:07ロナヂーオトデ 底部.ナヂ・・嗣転ヘラケズリ 16-7 5125-8 
19 須恵s・鉢 床面 26.6 12.6 16.6 ほほ完形 外語.ロ?ロナヂ ・l'持ちヘラケズリ 内面:ナヂ庇邸:JIf械のため不明ナヂ? 16-6 5125-9 
23 須恵ff・呼 地棟土 8.6 12.1) 際~体下娼2/5 底邸・ l司転ヘラ切り『例経へラケズリ 15-7 5125-24 
24 lti忠誠 ・画誕 11:慣土 6.6 (12目2)体偲3/5 ~I: ." ナト糾n--!l小竹創 ......f韓併対向面:"吋ト書tt.-".ナf l・J・m~UlIlI.1 16-5 5125-23 

第13図 SI25竪穴住居跡出土土器 (3)

31 



fh 
'-ー

、、-ー

20 

/予〉、

f 

21 

。 5 IOcm 

綬停車 | 特 徴

718 I維:.，.H.，偶トすれ伺いH'H舗;叫吋子叫号令子寸11・U'UIlI:tIIU6H 
7/8 日顕錫欠nt大|外耐 ;ロ ?aナデ百平行町れき 内面:ロタロナヂ『ナヂ

第14図 SI25霊穴住居跡出土土器 (4)
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特 徴

外語 ・包fロナヂF ・平行叩晶司予防ちヘラケズザ 内面:o?oナデd ナヂ .I8:1Z:ナヂ

長 :4.8閣制:10.0個 J'J: 4.7圃 量 :284g
長 :15.2圃幅 :1.2岨豚:0.6圃
長:14.8個 舗 :1.2.橿原:O.6ao 

第15図 SI25竪穴住居跡出土遺物
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床面残存・事E問

鍬方程上IJf#範開

× 

fρv 
(1) 

六
A・

E番号lま3隠滅i埼番号と-ft

~31.1踊

~T iz-二二==-ー
~司~

m 
-9 

ーヤ一一τ

温情 信 m 上 色

略拠色 !I0)'R3/4)
姥11iピマト lllJU 崎浦色(lOYR3/3)

に.1;い裁尚色(lOYR4/S)

カマド瓦MtI偽よ 褐色 (IOYR-I/-I】

前縄色 (IOYR5/6)

割28
略褐色 (IOYR2/3)

カマド慢維持f削11而 持色(JOYRI.7/1)

11マド奥墜刷路上 情書締色 (5YR3i4) 

IlIiII ;;.渇色 tlOYR5/G)

lIIiII に.1'い量配偶色 (IOYR・1.3) 

綱方m上 に.1:ぃ3l.褐色(I0YRS/4)

綱方組上 此織色(lOYR5/8】

略褐色 ιlOYR3/41

カマド (CC'， 
暗補色 (IOYR2/3)

カマド制fg1: 情亦鳩色 (5YR3/4)
カマド甥唱lZ材据え}j に4:い荷ぬ色 OOYRV3)

tE;315m 

。

上 位 特!l ' ~人物広ど
シルト 鋭化物少量 ・抽出li.焼本位企む・自然崎UII
シI~ ト 鋭化物 . ~ttt脅む ・ 人為駐車副

シルト 般化物 ・地UI槌 ・焼.i:N:告む ・自然私自'

シルト カマド IUi枯上ぽ渇色IOYR5/G)，~含む ・ 人為地禎

シルト カマド情餐給士 f貨縄色lOYR5/6lプロッ?合む ・臼然l(lfa
シルト 焼土プロヲ P・股j:侃合む ・1'1燃耽積

シ，レト 脱化物Jに騒音む ・人ぬ犠鏑

シルト 焼::l .tt)王監含む ・ 1'l~J1t駒
シルト 鋭化物少鼠 ・地11Jt2.焼 I:t.tftむ ・n然嶋崎

シルト 自然枇騒

シI~ ト 人為崎直積

シ)~ト 地!l1tプロッ P含む ・人Zも岨積

シJレト 鋭化物少鼠 ・地山ぬ ・線上位合む ・内然地償

シルト 線上プロ 'd1.tt多‘含む ・自然地情

シ，レト 燦t純大量含む .n然科『慣

シ11ト カマドf.鴨枯:i:(~町補色IOYRó/Gl 総合む ・ 人為堆積

第16図 5128竪穴住居跡
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【8128竪穴住居跡】(第16・17悶)

[重複]8125・8150竪穴住居跡と重複し、これらよりも新しL、。

[平面形 ・規模]南阿|偶を削平のため壊されている。一辺3.6mの隅丸正方形である。

[方向]西辺でみると N-310
- Eである。

[堆積土]にぷい暗褐色シルトが自然堆積している。

[壁]地山および8125竪穴住居跡の堆積土を壁とし、周溝底面からやや外側に傾斜を持って立ち上が

る。高さは最も残りのよい北壁で22cmである。

[床開]Iまぼ平坦である。掘方埋土を床面としている。

[主柱穴]検出されなかった。

[カマド]住居東辺のやや北寄りに付設されている。カマドの両側壁と煙道、煙出ピット、支脚が残

存している。残存するカマド本体は幅約1.2m、奥行き約90cmである。

左側壁には長さ40cm、高さ10cmの褐色シルトで構築された側壁の基部と芯材として用いられた長さ

16cm、幅 7~lOcmの蔚平で細司長い離が残存している。 右側壁には芯材として用いられた長さ20~26

cm、幅12cmの扇平な喋だけが残存している。礁の残存状況からみて、右側壁は長さは90cm、高さ20cm

以上であったと推定される。左側壁の延長上にあるピットは位置から判断すると、芯材として用いら

れた礁の据方の可能性がある。

燃焼部底面中央には直徳60cm、深さ 6cmでにぷい賞褐色粘土で埋め戻された梢円形の掘方があり、

その上面が長軸40cm、短軸35cmの範囲で焼けて堅く締まっている。燃焼部の中央、やや奥壁よりに、

高さ17.5cm、直径12cmの円筒形の土製支脚が検出された。土製支脚は平坦な天井部を上にして、径15

仰の円形を呈する深さ3cmのピットに据えられていた。焼面の上面には厚さ 2-4cmの炭層が堆積し、

さらにその上には褐色シルトのカマド崩落土が堆積している。

煙道はカマド奥壁より1.0m外側に延び、その先に煙出ピッ トが付設されている。煙道は地山および

8125竪穴住居跡の堆積土を幅28cm、深さ18cmの断面四角形に掘り抜いて作られ、煙出ピットに接する

付近では天井部も残存していた。煙道の底面は水平である。

煙出ピットは長軸58cm、短軸35cmの楕円形を呈し、深さは47cmで煙道の底商よりもわずかに窪み、

底面に長さ20-30cm、幅15-25仰の礁が数個認められた。煙道や煙出ピットには焼上プロックを多量

に合む暗褐色のシルト!習が堆積している。また、残存する天井部や煙出ピットの側面には焼けて赤変

した部分が認められた。

{周溝]北辺及び西辺北部、南辺東部では壁際を巡っているが、カマドのある東辺では壁際ではなく、

カマドの前面に周溝が認められる。幅は10-30cm、深さは 5-lOcmである。地山プロックを多く含む

賞褐色シルトが自然堆積している。

[その他の施設]カマド右側壁の下部に長軸1.15m、短軸0.95cm、深さ12cmで褐色シルトで埋め戻され

た不整形の掘方が認められる。

[出土遺物]床面から須恵探杯 ・費、鉄棒、踏石、カマド底面から土製支脚が出土した。須恵器杯に

はl底部外面に 「足」の盛替のあるものがある(1)。土製支脚 (2)は、内外面に輪積み痕を残し、内外
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面ともにナデの後にオサエ調整されている。鉄棒 (椀形浮)3点と磨石 (5)はカマド右脇から出土し

5128竪穴住居跡出土遺物第17図

7こ。

また床面と同じレベルの周溝堆積土上面からは砥石 (4)と鉄製鋤先 (3)が出土した。鉄製鋤先は

長さが19.6cmと大型で平面形がU字状を呈し、内側に木質の本体を挟むためのV字状の溝が認められ

る。先端部は破損しており、一部が表面と裏面の両側に折れ曲がっている。側縁は上に向かつて大き
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く聞く。

カマドの崩部土や掘方埋土から土師器聾、須恵器聾が、煙出ピットの底面からは須恵器聾が出土し

た。堆積土からは土師器杯 ・聾と須恵器杯 ・聾が出土した。土師器には非ロクロ調整のものと ロク口

調整のものがあり、後者が主体を占める。

【8134聾穴住居跡】(第18.......20図)

[平面形 ・規模]南西部は削平のため壊されている。一辺7.3mのやや歪んだ隅丸方形である。

[方向]点辺でみると N-70 -wである。

[堆積土]にぷい黄褐色シルト(1層)が全面に、暗褐色粘土(2問)が部分的に自然堆積している。

住居東部の 21ft;上商に部分的に炭化材が残存していた。炭化材には一部環状の部分も認められた。床

面からは炭化材は検出されず、床面との聞に最大厚約10cmの2聞を挟んでいることから、住居廃絶後

のものである可能性が高い。

[壁〕地山を壁とし、周溝底面からやや内側に傾きながら立ち上がる。高さは最-も残りのよい北壁で

45cmである。

[床面]ほぽ平坦であるが、標高の低い南西に向かつてわずかに傾斜している。北東壁際からカマド

前面にかけては地山を、それ以外の部分は最大厚が43cmある掘方埋土を床面としている。

[主柱穴]住居平面形の対角線上にある 4個を確認した (P1.......4)。平面形は長軸46.......60師、短軸42

.......54cmの桁円形を呈し、深さ22.......56cmである。埋土は黒褐色シルトである。P2・4には直径 9.......16cm 

の円形の柱痕跡が認められた。堆積土は黒褐色シルトである。P1には柱抜取穴が認められた。また

Pl・3の底而付近にはそれぞれ20X14cm、40X21cmの方形の腐平な礁が礎板として用いられていた。

[カマド]北辺の中央部に付設されている。カマドの両側の側控と煙辺、煙出ピット、土師器聾を転

用した支脚が残存している。残存するカマド本体はl隔1.1m、奥行き95cmである。

左側壁は長さ86cm、幅36cm、高さ11叩、右側壁は長さ96cm、幅33cm、日さ18cm残存している。側壁

と燃焼部底而は地山土を主体とする褐色粘土で構築されており、 ~IIJ壁内商および底面は熱により赤変

している。燃焼部中央は床面よりも 4cmlまど窪み、奥壁に向かつて緩やかに傾斜して、奥壁際の周溝

に接する部分で床面よりもわずかに高くなっている。

燃焼部には焼士プロックや炭化物を多く含む暗赤褐色や暗褐色のシルトが堆積している。

燃焼部奥壁際の左側には口縁部を欠失した高さ15仰の土師器聾が逆位に据えられ、支脚として用い

られていた。燃焼部中央焚き口付近には直径18c皿、深さ 6佃の円形のピ ットが確認された。また燃焼

部からは土師器聾9個体分の破片や数個の擦がまとまって出土した。

燃焼部奥壁の下には人為的に埋め戻された周溝が認められる。南側壁の壁際には周溝の上に蓋をす

るように長さ14.......20cm、幅8.......10佃の細長く肩平な礁を置き、その上にカマドを構築している。

煙道はカマド奥壁より90cm外側に延び、その先に煙出ピットが付設されている。煙道は地山を直径

14.......20cmの円形に銅り抜いて作られ、天井部も残存していた。煙道のJ底面は傾斜に沿って煙出ピット

に向かつて向くなっている。

煙出ピットはi直径45cmの円形を呈し、深さは42cmで煙道の先端部よりも一段低L、。煙出ピットの中
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38 



p 
→ P5 w 払←28.3m -， 

P7 止28・Sm ~ P8 ト立28.5m m
 

aa守no
 

a
4
 

Eト
《

udv

-
-
目、i

p‘
寸

」
戸c句

d

圃

F
、
命
習

帆当「

、"，____去￥グ 一てニコ二アー

。 2m 

帯号 遭憎 縄 頼 土 ~ 土 性 特徴 ・浪人物など

にぷい'3i1暗色 OOYR4/3) シルトtt枯土 炭化物 ・地1~tQ: ・ 地111小懐少量合む ・ 自然堆様

暗同色 (10YR3/4) !I;・止 様化物多量 ・地山小ブロ y合・焼上位含む ・自然堆積

カマド内堆積土 JI，¥尚色 (IOYR3/2) 4占土 炭化物 ・ 焼土多量合む ・ 人1.~唯積

カマドi勾t量級土 褐色(lOYR4/6) 枯土 炭化物 ・焼i土プロヲク ・焼土総合む ・人為犠畿

カマド内地椴土 司荷車:梢色 OOYR3/2) 粘土 炭化物少量 ・焼土プロッフ ・焼土鋭多量合む ・人為堆積

カマド内t輩横土 時尚色 (7.5YR3/3) 結土 炭化物少量 ・焼:t小プロック ・含む ・人為堆積

SI34 
カマドl司堆栂土 編暗縄色 (7.SYR2/3) 粘土 炭化物 .~理士プロ ? ? (赤褐色 ・暗尚色プロ ッ7)含む ・人為堆般

カマド内t世情土 暗泌色 (7.5YR3/4) 枯土 鋭化物 ・地1I1プロッ 7・t車土プロッ 7多』量青む ・人為t量償

カマド内犠慣土 赤尚色 (7.5YR1/6) 粘土 地ilJブロヲタ ・後燃している ・人為堆積

カマド内堆繍土 !IIt己(NI.5/0) 炭化物脳 様化物 ・地山低音む ・人1各地積

尚色 (10YR4/6) 枯'1'. 地山小プロッ 7・地山小懐古む ・自然機積

Pit 7 格革、拡j色 (5YR3/4) 粘土 焼土f昆・焼土プロ ヲ9多Jl.炭化物含む

lIII方底上 貨同色 (lOYR6/6l シルトu砧上 地tlll/;上小プロック ・ぬ灰色給土(lOYR4/l)混ざる ・人為地積

編Jj均士 湖灰色 (lOYR4/I) 結t 地111プロ ッ ク~肱 ・ 穣少』量含む ・ 人為唯償

カマド (CC) カマド内地積:1: 暗赤尚色 (5ミffi3/4) 枯t 炭化物 ・ 地 111小プロ プ ク ・ 地IlJ小様含む ・ 人1~J1!積

昨
住綾取穴埋!+. :，1.I1ll色 (2.5Y2/1) シル ト 炭化物事U¥.地IIJ小プロ ッ7合む ・人為堆繍

Pl 綴方段上 にぷい褐色 (7.5YR5/3J シルト 炭化物少量 ・地山プロ ァク多量合む ・人為t量償

綴方筏土 略灰fl色 C2.5YR5/2) シル ト 地IIJブロヲク事蹴含む ・人為Jt.樹

p3 制灰色(lOYR4/4) シルト 炭化物少量 ・ 地IlJ杭上プロ マク ~鼠含む ・ 人為継続

トトPS 
>Al尚色 (2.5可'R4/6) シルトn納('. 炭化物 ・地11170ッ?・妓土台む ・人為雄験

尚色 (7.5YR'1I的 シルト質的上 鋭化物 ・地山プロ ッ7・焼土台む ・人為堆積

P7 に.s<t、dJl尚色 (2.5YR4/4) シルト 訂紡土 様化物 ・地111小ブロック ・鍵土小プロック ・人為地鏑

p8 明赤尚色 (5YR3/4) 枯土 炭化物 ・地山プロ ヲク ・焼土プロ γ ク事』量 ・人為S桂樹

体
暗尚色(lOYR3/4) シルトtt枯土 地山小プロァ 7・地山小帳台む ・自然雄被

内 !AI褐色 (IOYR3/2) 粘土 炭化物 ・焼土勉少量含む ・自然喰積

暗ぬ色 (10YR3/3) 枯土 焼土プロック多量合むr'自然機関

第19図 SI34霊穴住居跡Pit断面図

心lま煙道の中軸線からやや東にずれている。煙道や煙出ピットには、地山を主体として焼土ブロック

や炭化物を含む褐色の粘土が自然縫積し、煙出ピットの底面には、焼土ブロックや炭化物を多量に含

む極暗褐色粘土が認められた。

[周溝〕西辺および南辺西側を除いた部分で確認された。幅は14-42cm、深さは 3-9 cmである。褐

色の粘土質シルトが自然堆積している。

[貯蔵穴状ピッ ト]床面の北東隅で 1カ所確認した (P5)。長軸110cm、短軸lOOcm、深さ18cmの不整

楕円形を呈し、壁は緩やかに立ち上がる。にぷい黄褐色シルトで埋め戻されている。

[床面の焼面]カマド前面で lカ所、床面中央付近で 2カ所の焼面を確認した。いずれも、長軸65-

80cm、短軸50........60cmの不整形を呈している。カマド前面の焼面は、床面中央の焼商に比べて強く火熱

を受けたためか、竪く焼け締まっている。

[その他のピット]床面の北西隅付近に 2カ所、カマド前面と右脇でそれぞれ lカ所の合計4カ所の

ピッ トを検出した (P6........P9)。いずれも暗赤褐色シルト質粘土で埋め戻されているが、 P9は他より小

さく、 66X56cm、深さ20cmの椅円形を呈する。それ以外は長軸100.......118cm、短軸76-110cm、深さ7-

18cmの不整楕円形である。

P7、P9の堆積土には、焼土、炭化物、地山プロックを多量に含み、特にP7の堆積土には焼けて脆

くなった土師器裂の破片が多く含まれていることから、壊したカマドの構築土を廃棄したピットの可

能性がある。
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書1} 器 種 鴫 位 nll 底値 器高 残存率 特 徴 写.閃版 雪量録

土師器 ・1事 床面 (12.4) 6.7 3.5 4/5 外l車両 :1Il11不明 内書面:ヘラミがキー・黒色処埋 18-3 S134-12 
2 須恵器 ・重臣 床面 19.4 4.0 ほほ発形 叫面:ロ?ロナヂー1""ヘラケズリーロ'0ナデ内面・o?oナヂ つまみ寵:3.7 18-7 5134-13 

3 土鋪稔 ・鉢 カマド (10.8) 6.5 7.2 2/5 ~!li : へラナヂ ・ヨコナヂ ・ヘラナヂ 内面白ヨコ行司へラナヂ鹿蝿.ナヂ 18-6 5134 -13(2) 
4 土師;!i・a カマド峰面 ・'f<:脚 (8.0) (16.5) 体下半~経Z事 外国:'H?ちヘラケズリ『ナヂ『指;otサエ 内面j:ナヂ 庇6s:ナヂ 18-8 5134-10 
5 t師器 ・畏 カマド 22.2 8.8 26.0 5/6 略面:ヨヨナヂ"下両ちへ号令;('1内面:3コナヂ帽ヘラナヂ・・ナヂ{工凪縄蝿} 曜.:ナヂ 18-9 5134-5.6，8 
6 土師袴 .~事 創量償土 (13.4) (6.2) 4.6 l/3 再画:O'D少子向;ti:ヘヲ;1ft-1M理車1II: ，.Q)~め不明内面.11こ rXJ ~圃' 18-4 5134-J (2) 
7 須恵i活 .t干 1111 14.3 7.8 4.8 4/5 内舛面 :0クロナヂ 底歯車.回転ヘラ切り 18-5 5134-1 
8 甑石 同 長:4.6個幅:5.9恒郎:3.5圃 重 :1∞s 18-9 5134-14 

9 鉄製品 1111 長:7.9圃幅:0.5個席:0.4岨 18-5 SI34-15 

第20図 5134霊穴住居跡出土遺物

[床面中央付近の溝]床面中央やや南よりで、北東から南西に延びる長さ1.9mの講を検出した。幅は

8-20cm、深さ2-4cmで炭化物、地山プロックを含むl暗褐色のシルト質粘土が自然堆積している。

[出土遺物]床面から土師器杯(1)・費、須恵器郎 ・蓋 (2)、床面直上からは非ロク口調整の土師器

質、須恵器郎が出土した。カマドからは土師器を主体とする多くの土器がまとま って出土した (3-
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5)。このうち土師器聾 (4)はカマド奥壁際の右側に倒立で据えられ、支脚として用いられていた。煙

出ピッ トの底面からは非ロク口調整の土師器費、須恵器饗が出土した。また貯蔵穴状ピット (P5)と

P7・P9の堆積土からは非ロク口調整の土師器聾、須恵器郎が出土した。P7からは磨石 (8)も出土し

た。P6・P8の堆積土や周溝の堆積土、住居掘方埋土から土師器費、住居堆積土から内面に fxJの刻

書のある土師器時 (6)・饗と須恵器杯 (7)・襲、棒状鉄製品 (9)などが出土した。土師器饗には非ロ

クロ調整のものがある。

【8144竪穴住居跡】(第21図)

[方向]東辺でみるとN-230 -wである。

[平面形・規模]南側と西側は後世の削平のため壊されている。南北3.4m、東西O.6mである。平面形

は隅丸方形を基調としていたと推定される。

[周溝]東辺の一部から南東隅を経て南辺の一部に至るまで fLJ字状に検出された。上幅 6-24c皿、

深さ 4-8 cmで、断面はほぼ fUJ字状を呈する。地山粒を含む褐色のシル トで埋め戻されている。

[ピット]東辺隅から西へ70cmほどの位置で検出した。住居の床面が残っておらず、検出面からの深

さは 6-10cmほどである。平面形は長軸72cm、矩軸30cmの不整形を呈している。焼土や炭化物を多く

含む褐色シルトで埋め戻されている。

[出土遺物]ピットから土師器裂の破片が少量出土した。

【8151竪穴住居跡】(第22図)

削平のため、北辺と東辺の一部が残存しているにすぎない。

[重複]1回建て直されている。古いものから順に8151A竪穴住居跡→8151B竪穴住居跡とする。

<8151A竪穴住居跡》

[平面形・規模]残存長で‘南北3.8m、東西2.8m、である。平面形は方形を基調としていたと推定され

る。

[方向]東辺でみると N-240 -Eである。

[堆積土 ・壁 ・床面]残存していなし、。

[主柱穴 ・カマド]検出されなかった。

[周溝]東辺と北辺が検出された。幅8-22cm、j架さ 2--10cmである。褐灰色シルトで埋め戻されて

L、る。

〔壁柱穴〕北辺の周溝に重複して 2個検出された。平面形は長軸32-42cm、短軸25cmの楕円形を基調

とし、深さは13-22cmである。褐灰色シル トで埋め戻されている。

[その他の施設]東辺中央部で周溝と重複して土墳を検出した。長軸70cm、短軸50cmの隅丸長方形を

呈し、深さ24cmである。地山プロックと炭化物を多く含む黒褐色シルトで埋め戻されている。

[出土遺物]周溝埋土から土師器護、堆積土から須恵器坪、高台杯の破片が少量出土した。

<8151 B竪穴住居跡》

[平面形・規模]残存長で南北3.5m、東西3.8mである。平面形は方形を基調としていたと推定される。

[方向]東辺でみると N-240
- Eである。
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[堆積土]黒褐色シル ト (1層)、暗灰黄色シルト (2層)、明褐色粘土 (3層)によって埋め戻され

ている。

[壁]地山を壁とし、崩落のためか周溝底面から緩やかに立ち上がる。高さは最も残りのよい北東壁

で50cmで・ある。

[床面]ほぼ平坦である。東隅しか残存しておらず、地山と8151B竪穴住居跡周溝埋土を床面として

いる。

[主柱穴]住居平面形の対角線上にある 4佃を確認した。平面形は長軸30-53cm、短軸28-42cmの隅

丸長方形を呈し、探さ25-52cmである。埋土は地山ブロックを多く含む褐灰色シルトである。北東柱

穴 (P4)を除いて直径10-15cmの円形の柱痕跡が認められた。柱痕跡には炭化物を含む褐灰色シルト

が自然堆積している。またP4は柱を抜き取られている。

[カマド]東辺の中央付近に付設されており、カマドの燃焼部だけが残存している。燃焼部は一辺

1.0m、深さ20cmの方形に掘り込まれ、その底面から、 長軸35cm、短軸30cmの焼面が検出された。掘り

込みの壁は東辺から南辺にかけて焼けて赤変しており、カマドの奥壁と右側壁の基部と推定される。

また、掘り込みの西半分iこは、カマド機能時に堆積した炭化物、焼土を多く含む黒褐色シルトが認め

られる。さらにその上にカマド崩落土である明褐色粘土が堆積している。

[周溝]カマド部分を除いて、残存していた壁際で確認された。幅は13-32cm、深さは 2-6 cmであ

る。暗灰黄色シルト質粘土で埋め戻されている。

[出土迫物]カマド崩落土から土師器聾と須恵器杯、 P4の抜取り穴からは土師器杯・聾が出土した。杯

は非ロク口調整で外面に段が認められる。堆積土からは土師器郎、須恵器郎・盟、小型の板状鉄製品

1点が出土した。土師器は非ロク口調整である。

【8152竪穴住居跡】(第23・24図)

[平面形 ・規模]西隅は削平のため壊されている。北東辺4.0m、南東辺4.6mの隅丸方形である。

[方向]東辺でみると N-310 -wである。

[堆積土]暗褐色シルト (1J菌)、にぷい黄褐色シル ト (2層)、褐色シルト ・シルト質粘土 (3-8 

層)が自然堆積している。 7層は灰白色火山灰をプロック状に多く含んでいる。

[壁]地山を壁とし、周溝底面から外側に聞きながら立ち上がる。高さは最も残りのよい北東壁で55

叩である。

[床面]ほぽ平坦であるが、標高の低い南西に向かつてわずかに傾斜している。北西壁際から南西壁

際にかけては掘方埋土を、それ以外の部分は地山を床面としている。

[柱穴]床面で 3個検出した (Pl-3)。いずれも長軸38-48cm、短軸29-40cmの楕円形を呈し、深

さ18-38cmである。埋土は炭化物を含むにぷい黄褐色シルトである。P1、P2には径10-20cmの円形

の柱痕跡が認められ、褐色シルトが自然堆積している。P1、P2は北東辺に平行し、住居平面形の対角

線上にほぼ位置するため、主柱穴の可能性がある。

[カマド]南東辺の南寄りに付設されている。カマドの両側壁と煙道、煙出ピットが残存している。

残存するカマド本体は幅約1.1m、奥行き約60cmである。
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番号 遺 構 積 XIi 土 色 土 性 特徴・ 混入物など

時縄色(I0YR3/4) シ2レト 地山穣脅む ・自然堆積

に.1:い貧尚色(I0YR4/3) シJレト 炭化物少盤含む ・自然堆積

褐色 (lOYR4/6) シJレト 地山プロッテ合む ・自然機横

褐色(I0YR4/6) 鈴土質シル ト 地山プロック多盤青む ・自然機積

縄色 (7.5YR4/4) シルト 鋭化物・ 焼土プロヲク少最含む ・自然堆積

縄色 (lOYR4/6) ゾルト質枯土 鋭化物・地山プロック少量含む ・自然S能債

鰻lllL.Pil 縄色 (7.5YR4/3) シルト質粘土 鋭化物 ・地IIJプロック ・焼土少量含む ・自然地積

煙出しPiも 栂色 (7.5YR2/4) シルト質枯土 鋭化物・ 焼土多量含む ・自然構積

鳩色(I0YR4/6) シルト 灰白色火山灰多量含む ・自然増債

5152 
褐色(I0YR4/6) シルト質粘土 炭化物・ 焼土プロッテ含む ・自然堆積

暗鈍色 (7.5YR3/4) シルト質給土 炭化物・ 地山プロッタ多量合む ・自然堆積

煙出しPit 褐色 (7.5YR2/4) シルト質給土 鋭化物非常に多.・地山プロッタ ・焼土台む ・自然唯慣

煙出しPit 槌色 (7.5YR2/4) シルト質粘土 地山プロック多.含む ・自然堆8・
カマF内堆積土 時縄色 (7.5YR3/4) シルト貿給土 鋭化物・鍵土プロ'Y1多量・下街に炭が層状に屯る郁分あり・自然堆積

褐色 (7.5YR4/4) シルト貿給土 地山プロッ空事.含む ・人為堆積

周溝 略尚色 (7.5YR3/4) γルト質枯土 地山プロック多皇宮む ・自然権償

周到摩 褐色 (IOYR4/6) シルト 炭化物 ・焼土段・ 3也山プロヲク少.・上部に灰白色火山灰少量含む ・自然準積

暗赤術色 (2.5YR3/6) シルト貿粘土 炭化物少慮 ・地山プロヲク多屋台む ・人為Jt積

純色 (7.5YR4/4) シルト費総土 炭化物 ・焼土プロック多量含む ・人為地積

鋸方坦土 制色 (IOYR4/6) シルト 炭化物 ・鳩山プロック含む ・人為堆積

凶調車 締色(lOYR4/6) シルト 炭化物 ・ 焼土~ ・ 亀山プロ ッヲ少.・ 上告事に灰白色火山灰少量含む ・ 自然増積
カマド情築土 縄色 (IOYR4/6) シJvト 焼土プ0 ック少.含む ・人為地.

カマド (CC) カマドIlt第二t 自民補色 (7.SYR3/2) 粘土質νルト 炭化物多量 ・焼土プロッタ含む ・人為地積

カマド嶋築土 褐色 (lOYR4/6) シルト貿4占土 炭化物少量 ・焼土ブロック含む ・人為堆積

カマド慢能面 褐色 (7.5YR4/4) シルト質給土 地山プロック多量含む ・人為椎積

トト外延清 (EE')
暗褐色 OOYR3/4) シル ト 鋭化物少. ・焼土倣含む ・自然地積

晴褐色 (lOYR3/3) ...，Jレト 地山プロ ッ7・焼土佐少量含む ・自然堆積

害
にぷい蹟縄色(lOYR4/3) 粘土質シルト 地山プロヲク ・焼土位少.・上部に地山ブロ ック大含む ・自然堆積

燈沼 (00・〉
にぷい賞純色(lOYR4/3) シJレト 灰白色火山灰多量含む ・自然堆積

地山崩落土 褐色 (lOYR4/4) シJレト 地山土が混じる・自然地積

に..1:ぃ賞褐色 (lOYR4/3) 結:I:Hシルト 炭化物・地山プロ ヲク少畳含む ・自然堆積

、宅三ノ¥寺 戸。
5 lOcm 

特 徴

外而:ロクロナヂ 内面 ・ヘラミガキー黒色処里1 fII:都 :Iiil転来切り

外面 :ロ7ロナデ 内面 :ヘラミガキ→織色処狸成偲:1幅減著しい

第24図 SI52竪穴住居跡出土土器

左側壁は長さ53cm、幅36cm、高さ35c皿、 右側壁は長さ64cm、幅38cm、高さ36cmである。両側壁には、

芯材とした板状あるいは柱状の礁が露出しており、壁際や基部付近にだけ地山土を主体とする褐色粘

土が残存している。 芯材として用いられた礁は長さ40~50cm、幅約20cmと大型で、厚さ約10cmのカマ

ド構築土の上に置かれ、一端が壁に接するように壁と直交して横たえられている。その上にさらに土

でカマド本体を構築していたと思われる。 両側壁の焚口附近には、長さ20~25cm、幅 8 ~12cmの細長

い礁が据穴に立てられている。 礁の据穴は楕円形で、 左側壁は長さ43畑、幅14cm、深さ 11~18cm、右

側壁は長軸30cm、短軸18cm、深さ24cmである。

燃焼部には、長軸1.1m、短軸O.9m、深さ10cmの楕円形を呈する掘方が認められる。掘方は地山ブ

ロックを多量に含む暗褐色シルト質粘土で埋め戻され、その上面に厚さ数mmの炭層が堆積してい

る。さらにその上にはカマド崩落土である暗褐色シルト質粘土が堆積している。

燃焼部奥壁の下には人為的に埋め戻された周溝が認められる。 その上には葦をするように長さ38~

40cm、幅18-21cmの細長く扇平な礎2個が壁に平行して置かれ、さらにその上にカマドが構築されて

いる。

煙道はカマド奥壁より1.2m外側に延び、その先に煙出ピットが付設されている。煙道は先に向かっ
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て次第に浅くなり、煙出ピットと接する部分では一段高くなっている。煙出ピットは長軸50師、短軸

40cmの楕円形を呈している。煙道との境が一段高くなっているが、煙道と煙出ピットの底面の深さは

ほぼ同じである。煙道や煙出ピットには機能中に自然堆積した炭や焼土、地山ブロックを多量に含む

褐色のシルト質粘土屈が認められる。

[周溝]西側を除く全周で確認された。幅は16-30cm、深さは 3-12叩である。カマド部分を除いて

褐色のシルトが自然堆積している。カマド前面の溝と接する部分の東側には、長さ52個、幅19叩の細

長く扇平な礁が周溝上に直交して置かれている。

[カマド前面の溝]北東壁北よりの周溝から南隅に向かつて、カマドの前面に溝が認められる。幅は

10-21cm、深さ 3-10cmで地山ブロックを多く含む暗褐色のシル ト質粘土で埋め戻されている。カマ

ド燃焼部から広がる炭化物や焼土を多量に含む褐色のシルト質粘土が上面に堆積している。

[外延溝]住居跡南隅のやや西寄りから、斜面下方にあたる南西に延びている。長さ1.7m、幅14-30

畑、深さ 5-30叩でにぷい賞褐色や褐色のシルトが自然堆積している。カマド前面の溝が周溝を横断

して延長したような位置にある。

[出土遺物]床面およびカマド内から土師器保 ・費、須恵器杯が出土した。床面直上から土師器杯 ・

聾が出土した。杯には回転糸切り無調整のもの(1)があり、捜にはロク口調整されたものがある。掘

方埋土からは土師器坪 ・高台杯 (2)・費、堆積土からは土師器杯 ・聾と須恵器坪 ・聾が出土しfこ。土

師器はロク口調整のものがほとんどである。

【8155竪穴住居跡】(第25・26図)

[重複]8I60竪穴住居跡と重複し、これよりも古L、。

[平面形 ・規模]南西隅は削平のため壊されている。東西4.9m、南北4.3mの隅丸方形である。

[方向]東辺でみると N-210 -Eである。

[堆積土]黒褐色シルト(1-5層)が自然堆積している。

[壁]地山を壁とし、周溝底面からほぼ垂直に立ち上がる。高さは最も残りのよい北壁で44cmである。

[床面]ほぼ平坦である。北壁際から東壁中央部にかけては地山を、それ以外の部分は掘方埋土を床

面としている。

[主柱穴]検出されなかった。

[カマド]東辺の南寄りに付設されている。カマドの両側の側壁と煙道、煙出ピット、支脚が残存し

ている。残存するカマド本体は幅約1.0m、奥行き約60cmである。

左側壁は長さ55側、高さ30cm、右側壁は長さ45cm、高さ20叩で、明黄褐色シルトで構築されている。

両側壁の焚口附近には、長さ18.........25c皿、幅 6-9 cmの細長い礁が、やや焚き口側に傾けて据えられて

いる。礁の据穴は直径約10仰の楕円形である。

燃焼部は床面よりもわずかにくぼみ、焼土や炭を多量に含むシルトが堆積し、直径約30佃の不整円

形の範囲が焼けて赤変していた。

燃焼部奥壁際の左側には長さ15cm、一辺6cmの角柱状の礁が直立していた。また右側には横たえら

れた長さ15畑、幅 9cmの板状礁の上に底部を上に向けた聾が置かれていた。どちら も支脚として用い
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帯号 遺 情 償 鎖

3 6 2 4 5 7 
5[60 

8 住居跡?綴方埋土

盛期務土

壁崩請書土

カマド綱滞土

カマド抽li事土
建道樹読書土

5[55 
煩i111f11滞土

焼道樹稀:.:1ニ

鍾道湖'iIi土

題出 Pil権償土

士重出 Pil機積土

煙出 Pil堆積土

周鴻纏土

カマド下.LUJ.II積土
編方境土

8[55カマド (CC') カマド側壁

2 
5155周溝

!t材焼跡

周溝編方程土

。 5 lOcm 

られていたと考えられる。

土 色 土 性 特徴・浪人物など

黒縄色 (IOYR3/1) シルト 炭化物 ・地山小磯少量合む ・自然権償

1.1¥縄色 C2.5YR3/l) シJレト 炭化物 ・地llJ小ブロ ック ・地山小膿含む・自然増債

賞灰色 (2.5YR4/1) シルト 炭化物少量 ・地lUプロック ・焼土肱少量含む ・自然機構

賞灰色 (2.5YR4/1) シJ~ ト 地山プロック含む・自然増積

黒褐色(I0YR3/1) シJレト 炭化物多量l'焼土敏含む・人為雄積

賞灰色 (2.5YR4/L) シルト 地山プロック含む・人為雄被

オリ ープ尚色(2.5YR4/3) シルト 鋭化物 ・地山砂組合む ・人ゐS量償

明覚褐色(lOYR6/6) 4占土 鋭化物 ・焼土敏少量含む ・人為喉車庫

1.1¥褐色 (2.5YR3/1) シJレト 鋭化物 ・地llt小磯含む ・自然犠積

IA¥I晶色 (lOYR3/1) シ I~ ト 炭化物 ・地山小醸少量含む・自然雄樹

瓜縄色 (2.5YR3/1) シルト 池山小プロ ック含む ・自然地積

灰賞褐色(lOYR4/2) シルト 地山土多録音む・自然堆積

明1t泌色(lOYR7/6) シルトTl結土 地山小磯少.含む・自然堆8・
赤褐色 (2.5YR4/6) シルト貿鈷土 炭化物 ・地山小.少屋台む ・自然堆積

尚灰色 (7.5YR1/l) シルト 炭化物 ・焼土台む ・自然増積

尚灰色 (5YR5/[) シルト 炭化物 ・焼土多量含む ・自然増積

思尚色(lOYR3/1) シルト 炭化物 ・峰山小聴 ・焼士舘少:R含む・自然権償

晴灰黄色 (2.5YR4/2) シルト 地山小限 ・地山プロ ヲク多.・民化物 ・倹土佐合む・自然犠検

泉純色 (lOYR3fl) シjレト 炭化物 ・地山土佐少.含む・自然堆積

潟褐色 (5YR2/1) シルト 炭化物多量 ・ 焼土松少量含む ・ 人~~量積
品l褐色 (5YR2/1) シJレト 炭化物事畠 ・焼土飽少量含む・人為雄横

賞灰色 (2.5YR4/1) シJレト 地山小プロヲク ・地山磁含む・人為堆積

1.1¥褐色 (7.5YR3/1) シルト 炭化物 ・焼土佐官む ・自然増積

明'1<褐色(lOYR6/6) 粘土質シル争 10YR3/2潟縄シルト不均質に混ざる ・人Z通機槙

明1.:‘絢色(I0YR6/6) シJレト 地山軍事少量含む

:A¥褐色(lOYR3/1) シルト 炭化物・地山士舘少量含む

H棋倒色(lOYR3/l) シIvト 地山小プロ ッ7・地山健含む・人為堆積

~è-----斗三三 日 4

第26図

特徴

外語:ヘラミガキ 内面:ヘラミガキー黒色処理底部:ヘラケズリ『ヘラミガキ?

外00:ハケメ 内面:ハケメ『ヨコナヂーハケメーナデ底部;本業lJl

外面:ヨコナヂ『手持ちへラケズリ 内面:ヨコナデーヘラナデ 礎鯵:ナヂ

外商:ロクロナデ『回転ヘラケズリ 内面 ロクロナヂつまみ径 :3.0 

外面:ロク ロナデ『問転ヘラケズリ司070ナデ 内面:ロ9ロナデ つまみ!l: 2.4 

SI55竪穴住居跡出土土器

燃焼部奥壁の下にはカマド構築時に人為的に埋め戻された周溝が認められる。 カマド側壁の両側で

は周溝の幅は20-27cmであるのに対して、 カマド奥壁では10cmと細くなっている。そしてその上に蓋



をするように長さ22-32cm、幅12cmの細長く扇平な礁 2個を壁に平行して置き、さらにその上にカマ

ドを構築している。

煙道はカマド奥壁より1.0m外側に延び、その先に煙出ピットが付設されている。カマドに接する煙

道の底面には、長さ12-18cmの角柱状の礁が煙道に直交して並べて据えられていた。煙道は先に向

かつてやや深くなり、煙出ピットと接する部分では一段高くなっている。

煙出ピットは一辺20cmの隅丸方形を呈し、深さは28cmである。煙道や煙出ピットには機能中に自然

堆積した黒褐色シルトの上に天井の崩落土と、崩落後に流入した黒褐色シル 卜が堆積している。

[周溝]西辺南半分と北辺東側、削平のため検出できなかった南辺西側を除いた部分で確認された。

周溝の外側は住居の壁よりも外側にオーバーハングするように掘られ、床面側は傾斜が緩やかであ

る。幅は12-30cm、j架さは 2-16cmで・ある。また南辺と北辺中央部を除いて、幅 5-10cm、深さ 3-

16cmの黒褐色シルトの壁材痕跡が周溝の壁際に認められた。掘方埋土は黄灰色シルトで人為堆積であ

る。

[出土遺物]床面から土師器郎(1)、聾 (3)と須恵器葉 (4・5)が出土した。いずれもカマドの左

側にあり、 護は 2点が並んで出土した。土師器坪は非ロク口調整の平底で、外面はへラミガキ調整さ

れている。須恵器叢はし、ずれも口径15cm前後でつまみは宝珠形を呈する。また、カマドからは支脚

として用いられた非ロク口調整の土師器饗 (2)が出土した。この他、煙道や周溝、掘方埋土からも非

ロク口調整の土師器裂が出土した。

【8I60竪穴住居跡】(第27図)

[重複]8I55竪穴住居跡と重複し、これよりも新し L、。

[平面形・規模]南西半分は削平のため壊されている。北西一南東3.3m、北東一南西2.0m以上の方形

を呈する。

[方向]北東辺でみるとN-380 -wである。

[堆積土]黒褐色シルト(1-6層)が自然堆積している。

[壁]8155竪穴住居跡の堆積土を壁とし、やや外側に開きながら立ち上がる。高さは巌ーも残りのよい

北東壁で'34cmで‘ある。

[床面]ほほ平坦であるが、標高の低い南西に向かつてわずかに傾斜している。8155竪穴住居跡の掘

方埋土を床面としている。

[主柱穴 ・周溝〕検出されなかった。

[カマド]住居北東辺中央部に付設されている。カマドの右側壁と燃焼部は後世の撹乱により破壊さ

れているが、 左側壁と煙道が残存している。左側壁は長さ65cm、高さは壁際で16cm、にぶい黄樫色シ

ルトで構築されている。左側壁の焚口附近には、長さ20-45cm、幅13-24cmの肩平な喋 3個が据え

られている。礁の据穴は長軸24cm、短軸12cm、深さ10cmの楕円形である。

煙道はカマド奥壁より1.0m外側に延び、その先端部に土師器饗が倒立して据えられていた。また、

カマドに接する煙道の底面には、長さ20cm、幅12cmの扇平な礁が煙道と直交して置かれていた。煙

道は先に向かつてやや浅くなり、機能中に自然堆積した赤褐色シルトの上に天井の崩落土と、崩落後
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番号 温 拘置 撞 婿 上 色 上 住 籍軍量 ・弘λ型肝'U!

|土
SI結構積上 且L縄色(I0YR3/1) シルト 鋭化拘 ・ 地~I小観少民合む ・ 自然枇鏑

煙道夫J~腕繕上 111尚色(lOYR.3/11 シルト 能化物 ・ 地~I小限少量含む ・ ね青島堆鏑
品t渇色 (1町市3/1) シルト 鋭化物 ・地Ih小母少量含む ・。鱒継錨

カマド崎NIK士 恨褐色 12.5YR3J21 yルト 師財閥 ・策上 ・地111小プロ "，'1少量企む

カマド訓話上 困層灰晶色 (2.5¥'1121 シ凡ト I.Itlt拘 ・地1111小プロヲタ ・焼』ノトプロヲタ含む

S的 カマド駒IH 電話灰11.色 (2.SH/21 シJiト 1)圃より炭化物 ・縫Lプロヲクj;鼠含む

カマド制移土 ホ尚色 (2.5YR4I6】 シルト 鋭化物・縫:i:iJ、"faヲデ ・地1M、プロ，タ合む

カマド踏1M-上 晴灰黄色 (2.5'1・ν2) シルト 4111より炭化物 ・焼ヒプロッ'Ij:瞳含む

煙追跡1繕上 且l褐色 (2.5Y2/1) シルト 炭化物 ・健土佐1'J置・峰山プロヲタ少.青む

餓褐色(I0YR3/1) シ J~ ト 般化物 ・地山小槌少鼠含む ・白錦地債

カマドfl燐官官の凹t 貧民色 (2.5YR41) シルト 地山砂縫合む

Pl 晴灰黄色 α.SY4/2l シルト 炭化物 ・Jtlh小プロヲP少量量企む ・自然堆積

2 
カマド庇堕(Bs'‘3

カマド捕獲上 にぷいut飽色 (IOYR6/ド シルト 人~地積

綱方組土 園町灰晶‘色 (2.5¥'R5/2) シルト 人為』憧償

一一十
U
寸ナ

ー戸予-ー

第27図 SI60竪穴住居跡・出土土器
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「こ二工二二ア

種 額 土 包

尚色 (10YR4/4)

略語2縄色 (5YR3/2) 

J且禍色 OOYR3/2l
暗尚色 (lOYR3/3)

渇色 (lOYR4/6)

第28図 SX32焼土遺構・ SK36・64・65土携

に流入した黒褐色シルトが堆積している。

。

[貯蔵穴]カマド左脇の床面北隅付近で 1基確認した (Pl)。・長軸80cm、短軸65cm、深さ14cmの不

整楕円形で暗灰黄色シルトが自然堆積している。

[ピット]床面中央付近やや西寄りで l倒確認した (P2)。長軸55cm、短軸45cm、深さ20cmの楕円

形で、オリープ褐色のシルトで埋め戻されている。

[出土遺物]煙道から土師器聾 (1)と須恵器郎が出土した。堆積土からは土師器聾 (2)と須恵器杯、

聾が出土した。土師器はいずれも非ロクロ調整で‘ある。

2.焼土遺構

【SX32焼土遺構】(第28図)

南辺が削平されている。長軸106cm、短軸70cmの隅丸長方形を呈している。深さは北辺で'21cmで、

壁は北壁はほぼ垂直に立ち上がり、東壁、西壁はやや外側に開いて立ち上がる。内面は壁から中央部

にかけて熱を受け赤変している。底面はほぼ水平である。埋土は2届確認された。 l層は黄褐色の地

山ブロックを多く含むややしまりのある褐色のシルト質粘土で、炭化物や焼土も含んでいる。 2層は

ややしまりのある暗褐色のシルト質粘土で炭化物を非常に多く含んでおり、焼土も含んでいる。いず

れの層とも人為堆積である。土師器聾と須恵器聾の破片が堆積土の上部から出土した。

2m 
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3.土壌

【8K22土横】(第29図)

8I24竪穴住居跡と重複し、これよりも新しし、。平面形は長軸2.9m、短軸2.6mの不整円形を呈してい

る。壁は緩やかに立ち上がり、底面はわずかに凹凸が認められる。深さは35畑である。地山礁を多量

に含むにぷい黄褐色の粘土質シルトにより埋め戻されており、最上層に灰白色火山灰がレンズ状に堆

積している。

堆積土下部から土師器郎・襲、須恵器坪・鉢 (5)・聾が出土した。土師器杯には回転糸切り後底部

から体部下半にかけて回転へラケズリ調整が施されたものがある(1)。土師器聾にはロクロ調整され

たものがある。須恵器杯には回転糸切り無調整のもの (2・3)と回転糸切り後に底部と体部下端に手

持ちへラケズリ調整するもの (4)がある。また、 4は須恵器珂くであるが、内面が丁寧にへラミガキさ

れている。

B 近世の遺構

近世の遺構には掘立柱建物跡 7棟 (8B27・29・31・37・58・67・68)(第30-35図)、井戸跡 l基

C8E37)、石垣 l条 C8X39)、土壌 1基 (8K54)(第38図)、溝跡4条 (8D38・40・42・43)(第 2・

31-33図)などがある。主なものについて以下に説明する。土壌、掘立柱建物跡、溝跡については一

覧表に示した (第 1-3表)。

1.掘立柱建物跡

【8B37掛立柱建物跡】(第33・38図)

上屋と下屋からなる大型の東西棟である。

上屋は東西 5問、南北1間で、北側柱列の東側一聞が北側に0.9m張り出している。8120A・B竪穴

住居跡、 8B27掘立柱建物跡と重複し、いずれよりも新し L、。

上屋の総ー長は南側柱列で18.2m、柱間寸法は東から4.5m、3.5m、4.6m、2.7m、2.9m、北側柱列で

総長18.1m、柱間寸法は東から4.5m、3.4m、2.3m、4.7m、3.2mで‘ある。梁行は東妻が6.4m、西妻が

5.3mで・ある。

上屋の柱列の1-l.2m外側を囲んで、下屋の柱列が認められる。

上屋の柱穴は12個検出しており、 平面形は長軸0.9-1.7m、短軸0.7-l.1mの長方形を基調とし、深

さは56-112cmである。南側柱列の西端と東から 2番目の柱穴を除く 10個の柱穴には径18-32cmの

円形の柱痕跡が認められた。

下屋の柱穴は37佃検出しており、平面形は長軸0.3-1.1m、短軸0.25-0.8mの長方形や楕円形など

様々である。深さは35-98cmである。37個検出した柱穴のうち、 22個に柱痕跡が認められた。柱痕

跡は径15-20cmのほぼ円形を呈する。

上屋の南側柱列の東から 2本自から 4本目の柱の北側には間仕切りの柱穴が認められる。この柱穴

の特徴は、下屋のものと同様である。また、南側柱列西端と西から 2本目の柱穴の北側には、 iLJ字

形に曲がる、笹20-30cmの円形を呈する、やや規模の小さな柱穴列が認められる。これも間仕切りの

可能性がある。
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内外面:ロ7ロナヂ民館 :T'I転糸切り

内外面 :c?ロナヂ 1If1Z:回転来切りー儲転ヘラケズリ

持面:0'ロナヂーtltによるロ'0ナヂ吋手持ちヘラケズリ 内面;ヘラ <11牟 It.:嗣量..帽。

外面。ロヲロナヂ 'PI-Yちへラケズリ 内面:ロクロナヂ『ナヂ 111;1$ :ナヂ

第29図 SK22土横・出土土器
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第30図 S827沼立柱建物跡

柱穴の堆積土は上屋、下屋、間仕切り、ともに掘方埋土が明黄褐色の地山プロ ックを含む明黄褐色

シルト、柱痕跡が賀補色あるいはにぶい黄褐色シルトである。柱穴埋土は上部は固く締まっている

が、下部は柱痕跡と同様に締まりがない。

遺物は上屋の柱穴 5例の掘ノ7埋土からそれぞれ l点ずつの寛永通宝が出土した(2-5)。柱穴を埋め

戻すときに意図的に入れられたと考えられ、底面の 5-50cm上位から出土した。また、上屋の柱痕跡

からは磁器の底部破片 1点 (図版22-16)が出土した。下屋の柱痕跡からは石製紡錘車 1点 (6)と磁

器の破片が少量出土した。この他、上屋と下屋の掘方埋土から土師器杯、聾と須恵器杯、聾の破片も

少量出土した。

2.井戸跡

【8E57井戸跡】(第36図)

石組み井戸跡である。8858掘立柱建物跡と重複し、それよりも新しL、。掘方の平面形は確認面で

長軸3.4m、短軸2_5m、底面で長軸1.95m、短軸1.55mの梢円形を呈し、断面は漏斗状を呈する。深さ

は3.45mで、底面は基撤岩!討に達している。内側に板状・角柱状に割った人頭大の礁を30段ほど積み上

げ、掘方埋土の壁とに聞に地山プロックを多く含むにぷい賞褐色シル トの裏込め土を入れている。石

組みの内径は70-80cmである。上層は黒褐色を基調とするシルトで、下層は準大~人頭大の礁を多

量に含むにぷい黄褐色~黒褐色の粘土~シルトで埋め戻されている。底面には砂が堆積し、その上に

朱分解の有機質を含む黒褐色粘土が堆積している。遺物は堆積土の上部から土師器聾と須恵器杯、聾

の破片が少量出土した。
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3.石垣

【SX39石垣】(第37図)

人頭大の加工 されていない川原石を積み上げた野面積みで、裏込めなどはなされていない。長さ

3.0m、高さ92cmである。遺物は近世陶磁器が出土した。(図版22-17-28)
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IV m区で発見された遺構と造物

皿区で発見された遺構は、掘立柱建物跡3棟、竪穴住居跡 1軒、柱列 2条、土壌2基などである。

皿区は調査区北東側の斜面下部で比較的平坦な部分に遺構が散布している。しかし、各遺構の斜面

下部側が削平されており残存状況は良くない。遺物は少な く、竪穴住居跡から出土した土師器 ・須恵

器などを中心に整理周平箱で 2箱ほどである。

A 古代の泣梢

古代の主な遺構は、掘立柱建物跡 1棟 (8B104)、竪穴住居跡 1軒 (81105)、柱列 1条 (8A107)な

どである。主なものについて以下に説明する。
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第40図 凹区遺術配置図 (1/300)

1 .掘立柱建物跡

【8BI04掘立柱建物跡】(第41図)

南北2問、束丙 l間以上の建物跡である。東側にさらに延びる可能性があるが、削平されており延

長は不明である。桁行は西側柱列で総長3.8m、柱聞は北から2.0m・1.8mである。梁行は北妻、南妻

ともに2.0mである。建物の方向は西側柱列でみると N-lQO -wである。柱穴は 5個検出しており、

平而形は径20-40cmの円形または長方形を呈し、深さは13-48cmである。柱穴埋土は褐色を基調とす

るシルトが堆積している。検出したすべての柱穴に柱痕跡が認められた。桂痕跡は径12-18cmの円形
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で、にぶい黄褐色シルトが自然堆積している。遺物は出土していない。

三、Dへ
SIEl 

1 :柱綴跡
2 :綱方綾土

2m 

当建物の斜面上部にあたる西、南側で、外周溝が検出された。新旧 2時期からなり、古い溝は新し

い溝に壊されており詳細は不明であるが、建物を囲むように湾曲しており検出長は4.0m、幅10-23

cm、深さ5cmで断面形は皿状を呈する。黄褐色シルトで埋め戻されている。新しい溝は南隅を撹乱で

壊されている。平面形は 「コ」の字状を呈し、標高の高い部分にある西辺は検出長は7.5m、北辺、南

辺はともに検出長は1.0mである。幅12-33cm、深さ4-12cmで断面形は皿状を呈する。炭化物を含む

褐色シルトが自然堆積している。新しい溝の堆積土からは土師器の坪、塑が出土した。土師器の杯に

は回転へラ切り無調整のものがある。

2.竪穴住居跡

【81105竪穴住居跡】(第42・43図)

[平面形・規模]東半分は削平のため壊されている。南北3.8m、東西は南辺で3.1m以上の隅丸方形を

呈する。

[方向]北東辺でみるとN-50 -wである。

[堆積土]壁際には地山ブロ ックを含むにぶい黄褐色シルトが、 全面には地山礁や炭化物を含む暗褐

色シルトがそれぞれ自然堆積している。

[壁]地山を壁とし、ほぼ垂直に立ち上がる。高さは最も残りのよい西壁で32cmである。

[床面]ぼぼ平坦である。地山プロックを含むにぷい黄褐色の掘方埋土を床面と している。

[主柱穴]検出されなかった。

[周溝]残存する壁際で確認された。カマドのある西辺南寄りの部分で85cm途切れる。幅17-36cm、

深さ 3-15cmで、炭化物や地山ブロックを多く含む暗褐色シルトで埋め戻されている。

[カマド]住居西辺で検出した。 1回作り替えられており、古いカマドをAカマド、新しいカマドを



Bカマドとする。

<Aカマド〉住居西辺の中央部に煙道と煙出ピットのみが残存している。煙道はカマド奥壁より95cm

外側に延び、その先に煙出ピットが付設されている。煙道は幅26-32cm、深さ 7-l1cmで断面は iUJ

字形を呈し、地山の傾斜に沿って先端部が高くなっている。

煙出ピットは長軸30cm、短軸24cmの楕円形を皇し、探さは30叩で煙道よりも深くなっている。煙出

ピットには機能時に堆積した、炭化物を多量に含む黒色シルトが認められ、その後煙道とともに地山

プロックを多く含む褐色シルトで埋め戻されている。

<8カマド〉住居西辺の北部に両側壁と煙道、煙出ピットが残存している。残存するカマド本体は幅

約90cm、奥行き約40cmで、 左側壁は長さ40cm、高さは10cm、右側壁は長さ35cm、高さ 8cm、地山プロッ

クを多く含む褐色シルト質粘土で構築されている。

燃焼部は床面よりもわずかにくぼみ、底面と両側壁の内側と奥壁が焼けて赤変している。焼面と一

部重なるように、カマドの前面に長軸85畑、短軸60仰の範囲に厚さ 2c皿ほどの炭化物や焼土の層が広

がっている。その上に焼士プロ ックや炭を多量に含むにぶい黄褐色のシルトが土佐積している。カマド

前面からは側壁の芯材に用いられていたと推定される、長さ15-28cm、幅 9-18cmの礁が出土した。

煙道はカマド奥壁より80cm外側に延び、その先に煙出ピットが付設されている。煙道は幅22-25

cm、深さ7-10cmで断商は iUJ字形を呈し、地山の傾斜に沿って先端部が高くなっている。

煙出ピットは長軸30cm、短軸25cmの楕円形を呈し、深さは23cmで煙道よりも探くなっている。煙道

や煙出ピットには機能中に自然堆積した炭や地山プロックを多量に含む黒褐色シルトが認められ、煙

道にはその上に崩落した天井部と考えられる黄褐色シルトが認められる。

[外周溝]住居の約2.5m南で確認した。 2時期あり、どちらも平面形は 「ノ」字形、断面形は皿状を

吾妻している。古い溝は長さ5.3m、幅20-45cm、深さllcmでにぶい黄褐色シルトで埋め戻されている。

新しい溝は長さ8.2m、幅35-100cm、深さ18cmで暗褐色シルトが自然堆積している。

[床面の焼面]北辺中央壁際付近で長軸40cm、短軸30cmの焼面が認められた。

[8カマド下の周溝]8カマド奥壁下で検出された。幅 6-10cm、深さ 4cmでにぷい黄褐色シルトで

埋め戻されており、その上に住居掘方埋土が堆積している。

{その他の施設]西辺のAカマド推定位置の東側でピットを 1個確認した(Pl)。長軸90畑、短軸80個、

深さ20cmの楕円形を呈し、にぷい黄褐色シルトで埋め戻されている。

[出土造物] Bカマドの燃焼部と右脇の床面から、同一個体の非ロク口調整の土師器簡が出土した

(1)。この他、床面の南西隅からも非ロクロ調整の土師器聾の破片が出土した。堆積土からは土師器

盟、須恵器杯 (2)が出土した。須恵器坪は底部が回転へラ切り後ナデ調整されている。外周溝の堆積

土からは非ロクロ調整の土師器聾 (4)、須恵器杯・高台杯 (3)、表面に磨面や敵打痕の認められる大

型の台石 (5)が出土した。

B 近世の遺構 (第 1・44図)

近世の主な遺構は、抑i立柱建物跡 2棟 CSB101・102)、柱列 1条 CSAI08)、上横 2基 CSKI03・

109)などである。内容については第4・5表に示した。
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帯 ワ jl!t草

SI2骨吸穴住腐跡より

SB27銅'$J.住建物跡 新'SB37倒立住建物

跡より古

SB29AI!物跡

S829B建物跡

SB29C砲物跡

SB3IAIl物跡

SB31Bi量物跡

SB31C建物跡

SB58鍋立住I!物跡 SE58井戸鯵より古

S867編立符w!物跡

SB飽婦立住I!物語事

番 号 時代 買色司量

S003溝鯵 古代 S041i骨量事より続

S0411降格 古代
S821樹立住I!物跡 ・

S033鴻鈴より古

SD46滑跡 古代

5047111跡 占代 SI20電穴住居跡より古

5048iIJ跡 古代 5120電穴住底鯵より古

SD38~事務 近世

S040iIJ跡 近枇 SX39石嶺遺情よ り古

5042i1t跡 近t世

S043溝跡 泣世

番号

機 償 土 | 出土遺物

自然 1m!邸器係

時干縄色4占土質ゾルト ・自然 E 

知¥1Il色絵土!j1;"Jレト ・自然

尚色枯土'1.1¥色土 ・赤尚色紡土 ・人為

第1表 E区土機一覧表

製領
術行 祭行

住IIll(m)
住 穴

出土遺物(m) (m) 平面形 長嶋{叩) 短軸(圃} P軍事(岨) 地積土

InUxllUJ 3.2 1.8 情円形 55-70 45-50 10-23 明貨4暗色枯ニt質シルト

3nux Ir.O 6.<1 3.7 2.0・2.4・2.0 妨事・事uω-120 ω-90 22-62 暗褐色シルト

羽田x1no 5.6 3.7 1.9・1.8・1.9 長古E・n~ ω-130 40-110 22-59 思縄色ゾルト

3nUxI閃 5.6 4.4 2.0・2.0・1.6 冊目E・<-u40-100 32-80 28-64 暗縄色シルト

4nUxllUJ以上 7.0 2.8 111'1.8'1.3・1.8 量方E・本u90-95 ω 44-53 1=.5:い褐色~暗蝿色シル争

3間xl間以上 6.2 3.0 2.1・2.0・2.1 不1M" 46-72 36-58 22-66 n褐色、に却、蝿色~k~

4間Xll回以よ 6.5 2.8 1..1'1."1.8' 1.1 !1iJi'平u70-106 52-65 27-50 臣賞補色~暗摘色・墨田色シルト 土轟器量・書草書耳・1i1円量
MOxJnU 7.0 2.7 4.5・2.5 円形 初、60 18-24 26-86 暗冊色~凪冊色シルト 土師』省婦

21聞xlllll 4.0 4.0 2.0・2.0 方形 55-ω 45-ω 21-55 庇費時色~蝿色シルト冒枯士

2間xll田 3.6 3.4 1.8・1.8 情r'J~ 58-78 52-74 9-44 E世蝿色ー間色シルト暫枯主

第 2~度 目区近世鋸立柱建物跡一覧表

方向

N-3O・-¥1[

E・・23" 幅 S

南北?、;-35・ w 

lI!~N-2ア ーE

N-22・-E

N-15・ E

長さ 申画 深喜 断面形

2.2m 20、32個 7、10幅 U字状

8.6m 4'1-72団 3-15<・ U字状

南北2.6m'
制-76叩 9-31咽 m状

東西0.6m

3.0m 12-42個 8-12個 m状

2.6m 16-32個 4-8個 血状

404m 24-96叩 8-30個 凪状

8.0m 32-60，. 1-18個 1Ill~ 

16.lm 12-34曲 5-10個 U字状

市北3.2m'
12-36四 4-8個 U字状

iI!併2m

第 3表 E区溝跡一覧表

平抽sJI>
円形 ・不毅形

地積;t

官官尚色シルト1t給上 ・自然

術尚色シルト ・臼然

暗縄色γルト ・自然

にぷい賞術色YJレト ・自然

にぷい1<縄色シルト ・自黙

*リープ縄色ゾルト・自然

111褐色シルト ・自然

明賞褐色シル ト・自然

明1<褐色シル ト・自然

第4表 E区近世掘立柱建物跡一覧表

第5表 E区土機一覧表

/ll土ift物 備考

近世陶器

近世If，j盤器

5B37繊立伎I!物跡の雨

落ち溝

SB29錫立錐遺物勝。外

周溝

m土遺物

出土遺物
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V 考 察

1 .遺物について

出土遺物には、土師器、須恵器のほかわずかに赤焼土器や縄文土器、石器、近世陶磁器などが認め

られる。

a.土器

古代の土器には、土師器、須恵器、赤焼土器がある。これらの多くは竪穴住居跡の床面や堆積土中

などから出土しているが、図示できた点数は少ない。

比較的多くの土器が出土した遺構には、 8I25竪穴住居跡と8K22土壊がある。8I25竪穴住居跡出土

土器は、焼失住居跡の床面から一括して出土した色のである。また、 8K22土壌出土土器は、灰白色火

山灰が最上届に堆積し、その下層の人為堆積土の底面から まとま って出土したものである。 8125竪穴

住居跡出土土器の土師器は、製作にロクロを使用せず(以下 「非ロク口調整」と記載〉、 8K22土横出

土土器の土師器は、製作にロクロを使用する(以下 「ロクロ調整」と記載)という特徴が認められる。

前者を I群土器、後者をE群土器として、以下、それぞれの特徴を述べる。また、それらと共通す

る特徴を持つ土器について、遺構単位に記述する。

〈特徴〉

(1) 1群 8I25竪穴住居跡床面出土土器

O土師器

土師器には杯 ・鉢 ・聾がある。

坪は平底で、 外面はへラケズリ後へラミガキ、内面はへラミガキ後黒色処理されている。

鉢は体部上半から口縁部までほぼ真っ直ぐ立ち上がる器形で、口顕部に段を持つものである。口径

13.7佃、器高11.0cmである。磨滅が著しく調整は不明な点が多いが、口縁部はヨコナデ、体部内面はハ

ケメで調監されている。

聾には、長胴で口縁部に最大筏があるものと球胴で胴部中央から上部に最大径があるものがあり、

長胴聾には器高が約12cmの小型のものと、20cm以上の大型のものがある。いずれも、調整は口縁部の

内外面がヨコナデ、外面の体部上半がハケメまたはヨ コナデ・ナデ、体部下半が縦方向のへラケズリ

で、内面は体部がへラナデ ・ナデで調整されている。

0須恵器

須恵器には、坪 ・高台杯 ・蓋 ・鉢 ・壷 ・聾がある。

杯は口径に対する底径の比が大きく (0.55-0.7)、体部下端と底部外周が丸みをもち、体下部から

口縁部が直線的に外傾するものである。底部の切り離しは回転へラ切りと回転糸切りがある。また、

回転へラケズリで再調整されるものもある。

高台杯は杯部が深く 、底部から体部下端が回転へラケズリされ、断面方形状で外に聞く高台が付け

られている。底部の切り離しは不明である。口径が10-12佃で器商/口径比が0.43-0.49のものと口



径が約17cmと大きく、器商/口径比が0.55のものがある。

蓋はつまみ部が属平な宝珠形を呈し、口縁部が短く折れ曲がるものである。口径は約15cmである。

鉢は体上部から口縁部が緩やかな rSJ字状あるいは「くJ字状に外反する。外商の体下部が手持

ちへラケズリされるものと底部から体部下端にかけて回転へラケズりされているものがある。内面は

ロクロナデ後にナデで再調整されている。

壷は大型で体部が丸みを帯びるものである。顕部内面に接合痕が明瞭に残っており 3段接合であ

る。外面はロクロナデされている。

費には底部が平底のものと丸底のものがある。前者は器高約29cmで、外面は平行叩き後ナデ調整さ

れている。底部はナデ、体部下端は手持ちへラケズリ調整である。後者には、器商は約32cmで、外面

には平行叩き目痕が残るものと、器高約67cmと大型で、外商に平行叩き目痕が残り、底部は手持ちへ

ラケズリされているものがある。

以上、8I25竪穴住居跡床面出土資料について特徴を列記した。

SI34・8I55・8I105竪穴住居跡および8B21掘立柱建物跡出土土器は上記のSI25竪穴住居跡出土土器

と共通する特徴を持つが、口縁部の形態や口径、調整などに一部違いが認められるので、以下に記述

する。

SI34竪穴住居跡出土の土師器鉢は、体部がやや外反しながら立ち上がり、口頭部に段を持ち、口縁

部がやや外反する。口径10.8cm、器高7.2cmである。口縁部は内外面ともヨコナデで、体部は内外面と

もへラナデされている。底部はナデ調整である。須恵器蓋はつまみ部が扇平な宝珠形を呈し、口縁部

が短く折れ曲がるもので口径が約19cmの大型のものである。

8I55竪穴住居跡出土の須恵器蓋は、つまみ部がやや高い宝珠形を呈し、口縁部がわずかに折れ曲が

る。口径は約15cmである。

SI105竪穴住居跡出土の須恵器高台杯は口径が約15cmで杯部が浅く、器高/口径比が0.35である。

また、図示はできなかったが、 SB21掘立柱建物跡の柱穴埋土、 8I50・8I51B竪穴住居跡周溝堆積土

から I群土器と同様の特徴を持つ土師器坪 ・塑が出土した。

(2) n群 8K22土壌出土土器

0土師器

土師器にはま不がある。

杯は、体部がやや膨らみながら立ち上がり、口縁部がそのまま外傾する。底部の切り離しは不明で、

回転へラケズリで再調整されている。器高が高く、器高/口径比が0.44である。

0須恵器

須恵器には坪 ・鉢がある。

亦は口径に対する底径の比が小さく (0.36-0.46)、体部下端から口縁部が直線的に外傾するもので、

底部の切り離しは回転糸切りで、再調整されていないものが主体である。また、器高が6叩を超え、

底部が回転糸切り後手持ちへラケズリで再調整され、内面はへラミガキされているものもある。

鉢は体上部から口縁部が強く 「く」字状に外反する。外面はロク ロナデ後に体部下半が手持ちへラ
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ケズリされ、内面はロクロナデ後にナデで再調整されている。

8123・8128・8152竪穴住居跡出土土器は上記の8K22土墳出土土器とロク口調整という点では共通す

る特徴を持つが、異なる点なども認められる。

8123竪穴住居跡出土の土師器聾は、器高が約12cmと小型で、胴上部が直立し、口顕部が 「く」字状

に外反する。底部の切り離しは回転糸切りで、再調整されていなL、。赤焼土器郎は、体部がやや丸み

をもって立ち上がり、ロ縁部は体部から直線的に外傾する。底部は回転糸切り後一部ナデ調整されて

いる。

8152竪穴住居跡出土の土師器郎は、体部が膨らみながら立ち上がり、口縁部がわずかに外反する。

底部の切り離しは回転糸切りで、再調整されていなL、。器商/口径比が0.36、底径/口径比が0.37で

ある。土師器高台杯は、体部が車線的に立ち上がり、口縁部がわずかに外反する。

また、図示はできなかったが、 8120B竪穴住居跡床面直上土から E群土器と同様の特徴を持つ土師

器郎 ・聾が出土した。

〈年代と位置づけ> 1群土器は、一昨年度調査が行われた新田東遺跡出土の I群土おに類例が認めら

れる。新田東遺跡 I群土器の特徴として、非ロク口調整の土師器杯を主体とする点や、須恵器杯では、

体部下端が屈曲してから体部と口縁部が直線的に外傾するという器形を呈し、底部の切り離しが分か

るものではへラ切り で、体部下端から底部が回転へラケズリで再調整されているものが多い点、など

が挙げられている。これらの特徴は本遺跡の土師器杯、須恵器町、と共通している。新聞東遺跡 I群土

器は 8世紀第 3四半期頃に位置づけられており、本遺跡のI群土器もその頃のものと思われる。

E群土器はロク口調整という点では共通する特徴が認められる。しかし、点数が少ない現時点では、

本遺跡E群土器の年代は、 9世紀頃から灰白色火山灰降灰以前に位置づけるにとどめておきたい。

b.土製品

8128竪穴住居跡のカマドから出土した土製支脚は、高さ17.0cm、天井部径13.0cm、下端部径11.1cmで

ある。器壁厚はj享いところで2.2cmと厚いが、 天井部の厚さは0.7佃とかなり簿くなっている。下端部

径が天井部径よりもやや小さく、下端部から天井部にかけてほぼ直線的に立ち上がる。体部の孔や下

端部の切り込みなどは認められない。径2-3cmの粘土紐を、天井部から巻き上げて製作している。

内外面に巻き上げ痕を残し、内外面ともにナデの後にオサエ調整されている。

このような特徴をもった土製品は、県内では類例がなく、秋田県にわずかに類例が認められる。秋

田県の土製支脚を集成 ・分類した柴田陽一郎の分類による円筒形土製支脚AII類c1種は、本遺跡出

土資料と類似しており、秋田城跡や払田柵跡からの出土で9世紀中頃から10世紀前半に位置づけられ

ている (柴田1993)。

2.遺構について

古代の遺構は、 E区では竪穴住居跡12軒、繍立柱建物跡 1棟、土壌4基、溝跡 5条、焼土遺構 1基

など、 皿区では竪穴住居跡 1軒、掘立柱建物跡 1棟、柱列 1条、溝跡l条などである。近世の遺構は、

E区では掘立柱建物跡 7棟、井戸跡 1基、石垣 l条、 土墳 l基、溝跡4条など、 E区では掘立柱建物



跡2棟、柱列 1条、土横 2基などである。以下では、 E区と皿区をまとめて、古代と近世の遺構につ

いて若干の考察を加える。

a.古代の遺構

(1)遺構群の設定と年代

古代の遺構では以下のものに重複関係が認められる。

8120A→8120B 

8124→8K22 

8150→8125→8128 

8151A→8151B 

8155→8160 

堆積土中に灰白色火山灰が認められた遺構は、 8123・25・28・50・52竪穴住居跡、 8K22土壌であ

る。

出土土器から時期が推定できる遺構には以下のものがある。

I群 [8世紀後半]…8125・8134・8155・S160・81105竪穴住居跡

E群 [9世紀頃~灰白色火山灰降灰以前]…8123・8128・8152竪穴住居跡、 8K22土横

8150・8151B竪穴住居跡、および8120B竪穴住居跡は出土遺物が少なく、年代を決定する資料に乏

しいが、少量の土器から判断すると、前者はI群に、後者はE群に位置づけられる可能性がある。

8120A .8124・S144・8151A竪穴住居跡は出土遺物がほとんどなく、遺物からの時期決定はできな

し、。

また、8B21掘立柱建物跡の柱穴や平坦面の直上、堆積土などからは I群土器しか出土していなし、。

これらの北側に位置する斜面の上部には、 E群土器の出土した8120B竪穴住居跡や近世の遺構も分布

している。しかし、 I群土器よりも新しい時期の遺物は一切含まれていないことから、 8B21掘立柱建

物跡は I群の時期に含まれると考えられる。

以上をまとめると次のようになる

8世紀後半 (A期) 9世紀頃~灰白色火山灰降灰以前 (B期)

8124→8K22 

8150→8125一一一一→8128

8155→8160 

8B21 

8134 

81105 

(8151A→8151B) 

8123 

8152 

(8120A→S120B) 

切り合いから時期が推定されるものとして、 8150竪穴住居跡(1群以前)、 8124竪穴住居跡 (11群以

前)がある。
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以上より、古代の遺構はA期 (8世紀後半)、B期 (9世紀頃~灰白色火山灰降灰以前)の2時期に

分けられる。

(2)竪穴住居跡の特徴

時期ごとの竪穴住居跡の特徴を第 6表に示した。

A期の竪穴住居跡は一辺が 3-4mのものが主体を占め、一辺 7mを超える大型のものが I軒

(SI34)のみ認められる。カマドの方向は、北、北東、南東、西など一定ではない。カマドが残存し

ている 4軒中 3軒 (SI34・55・60)で側壁の芯材に礁を用いている。またカマド奥壁下の溝に葦をす

るように礁が置かれたり (SI34・55)、煙道のカマド寄りの底面に礁が敷かれる例 (S155・60)もそれ

ぞれ 2軒に認められる。周溝は l軒(SI60)を除いたすべてのものに認められ、壁材痕跡も 2軒(S125・

55)に認められた。

B期の竪穴住居跡は一辺 2-4mのものがほとんどで、 B期と推定されるS120B竪穴住居跡のみが

一辺 6mを超えるが、 A期に比べて小さい傾向がある。カマドは南東辺もしくは南辺に設けられるこ

とが多く、カマドが残存している 3軒 (SI23・28・52)はすべての側壁の芯材に礁が用いられている。

煙道に礁が蓋をするように用いられているものが 1軒 (SI23)に認められ、地山を制り抜いた煙道で

はなかったことが分かる。周溝はすべてに認められるが、壁材痕跡は検出されなかった。また、周溝

が壁際を巡らず、カマドの前面を通るものが 2軒 (S123・28)に、周溝以外にカマド前面を通る溝も

l軒 (SI52)に認められる。カマド前面の溝には、カマド付近にのみ蓋をするように礁が置かれてい

る。外延溝は 3軒 (S120B・23・52)で確認され、南もしくは南西隅から延び、溝の壁を護るように

礁が据えられているものも 1軒 (SI20B)に認められた。

A、B期共通している特徴として、カマド及びそれに付属する施設に礁を多用している点が挙げら

れよう。新田東遺跡の竪穴住居跡では、B期 (8世紀第 3四半期頃)はカマドが残存するもの 7軒中

5軒、C期(9世紀後楽-101世紀中葉)はカマドが残存するもの 3軒すべてで喋を使用している。本

遺跡の南西約 4kmに位世する河南町須江丘陵上に立地する遺跡群においてもカマドに礁を使用する例

が認められる。しかし、礁を用いる例は、 8世紀中葉~後葉の関ノ入遺跡では、カマドが残存するも

の10軒中 3軒であり本遺跡程の高い比率ではなも、。礁の使用率の高い遺跡は、現時点では本遺跡や新

田東遺跡の位置する河北町から桃生町にかけての地域に多くみられるようである。

u:腐Nn E事 {東西占拠x慎i判Jt) セ〈本tE)穴 カマド 燦沼 綱 明島 外延
有無 方向 側壁碍使!II 奥司H 滑 碩Ifl 有無 篠宮E ilt匝 干I無 壁材IIS. カマド前鴻 .'竃有傭 司島健開

SI25 5.6 x 6.8 4 × 3え x X X x × x 。。 x × ? 。
SI34 1.3 X 7.3 4 。 Jt 。 。 X 。× ヨι 。x )( × ? ? 
SI55 4.9 x 4.3 。 。南東 。 。。。? 。。。 x × ? ? 
SI60 3.3 x(2.0) 。 。北東 。 1降 ? 。? 。× x x × ? ? 
SII05 (3.l)x 3.8 。 。理主 x 3降 x 。今 x 。x で訓 x 。 ? 
SI50 く I 3.2 x 4.2 。 。 ? ? ? ? ? ? ? 。x ? ? ? ? 
SI51A < 1 12.8) x (3.8) 。 ? ? 。 ? ? 。 。 ? 。x ? ? 。 。
SI518 < 1 3.8 X(3.51 4 。南東 ? 3曜 x ? 。 。 。X x 、え ? ? 
SI208 E 6.1 x 6.0 4 ? 。 句 ? 。 、 。 。 。x 、え x 。。
SI23 日 3.2 X 3.0 。荷車 。 x x 。。x 。x 。。。× 

SI28 E 3.6 X 3.6 。 。南東 。 3時 X 。x x 。x 。。? ? 
5152 E 4.0xH 2 ? 。倒厳 。 。。。? X 。x 。。。A 
SI20A 〈日 (3.7)x 6.4 ? 焼面のみ 西 ? ? ? o 。 ? 。x ? 。 。? 
SI24 。 2.2 x 2.2 。 。南 。 1瞬 。。? ? 。× × X 。。
5144 ? (0.6) X (3.4) 。 ? ? ? ? 。 ? 。 ? 。x 。 ? 。 。

第6表 霊穴住居跡属性表



(3) 8B21掘立柱建物跡について

E区で検出された8B21掘立柱建物跡は、東西 3問、南北が西妻 2問、東妻 3聞の東西棟である。大

きさは東西6.5m、南北5.3mで、柱穴の掘方が長軸60-80cm、短軸50-70cm、深さが84-94cm、柱痕跡

は直径14-25cmである。東饗中央 2本の柱穴は、長軸1.15-1.35m、短軸65-70cmの隅丸長方形や長楕

円形を呈し、外側が浅く、建物の中心側が深くなるように段掘りされている。

柱間に認められた溝は柱硯跡と重複し、柱穴の掘方埋土よりも新しく、柱痕跡よりも古L、。溝は柱

を立てた後に掘られている。このような溝は柱筋溝状遺構と呼ばれ、壁材の据え付け痕跡あるいは抜

き取り痕跡と捉えられている (奈文研2003)。当掘立柱建物跡では、幅20-34cm、深さ16-20cmの掘方

に、幅13-20cmの壁材を埋めて据えていたと考えられる。

柱痕跡や柱閣の溝の壁材痕跡から多量の焼土塊や炭化物が検出されたことから、 当建物は火災に

あったと思われる。

8B21掘立柱建物跡は、 平面形が東西12.7m、南北3.7m以上の台形を呈する平坦面に建てられてい

る。平坦面の壁は緩やかに立ち上がり、壁際には浅い周溝が巡っている。同様な例は、河南町関ノ入

遺跡、須江糠塚遺跡などで認められる。いずれも傾斜地に立地しており、幅 5-12m前後、高さ数10

cmの緩やかな壁を持つ竪穴部分に、壁に沿って柱痕跡のある柱穴がー列に並んでいる。おおむね古代

に位置づけられており、年代が特定できるものでは、 8世紀後葉から 9世紀初頭に位置づけられてい

るものもある。関ノ入遺跡5号竪穴遺構は幅9.28mで壁は緩やかに立ち上がり、東壁際に深さ 2--9

畑、幅20-24cmの周溝が巡るが、南北の壁際では周溝は80cm前後離れて壁と平行している。そして東

壁に沿って 4本からなる長さ5.7mの柱列が認められる。このように、規模、構造、年代ともに本遺跡

と類似している。

(4) 8125竪穴住居跡について

〔土茸き屋根について)A期の8125竪穴住居跡は焼失住居跡である。床面上には、炭化材、焼土塊を

大品に含む暗赤褐色シルトが、床面中央部で 4-6 cm、壁際で 9-13師、平均 9cmの厚さで堆積して

いた。同時期の新田東遺跡の焼失住居跡である818・340竪穴住居跡では、床面の上に焼土塊・焼土・

炭片 ・小礎片を多量に含む屈が、壁際で20-25畑、中央部で 3-12佃の厚さで堆積し、この層は屋根

に茸かれていた茸土と推定されている。これらと当竪穴住居跡の暗赤褐色シルト聞は特徴が類似して

いる。したがって、当竪穴住居跡の暗赤褐色シルト届は茸かれていた葺土が火災とともに崩れ落ちた

ものと推定される。

〔床面の土器〕床面からは焼失時の状態を保ったままで土師器 9点、須恵器13点の合計22点の土器が

出土した。土師器は北東辺の中央部に、須恵器は東附に集中し、それぞれ集中域が明確に異なってい

る。集中域の接点に位置する土師器聾内の口縁部付近から須恵器坪と重なって出土した l点の坪を除

いて、土師器はすべて鉢 ・蝿である。須恵器は高台坪 ・蓋 ・鉢 ・費が 2-3点ずっそれぞれまとまっ

ており、やや離れたところに杯と聾が l点ずつ分布する。

土師器 ・須恵器を食膳具(土師器杯、須恵器杯 ・高台郎 ・蓋)、煮沸具(土師器型)、貯蔵具(土師

器鉢、須恵器鉢 ・壷 ・郵)に分けると、それぞれ 8点 (36%)、 7点 (32%)、7点 (32%)となる。床
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A期の遺矯 8期の遺術

第46国各期の遺構

而が良好に残存していない本住居跡では、厳密な検dはできないが、貯蔵品のIfG~ 、比 1容は指摘できる

であろう。

'大型据え用ヒ ット] 床面東隅には、器商約69畑、松大徒約59cmの須恵器大掛か、器体の約1/3を埋

めるように円形のビ ットに据えられていた。床面の附にヒットなどの施設を設けて大型を揖えた例と

して伊治城跡第 1次調脊81倒壊穴住居跡、第 2次調査8112・13竪穴住居跡が挙げられる。当該竪穴住

民跡では、カマドの対辺のl荷隅 C8I04)、あるも、はカマドヂiJ協の床面北京隅 (8112・13)に、周聞を土

手状の粘上で盛り上:げた凶径60cmの大型据え穴が検出されている。同様なピットは市川市名生館宮街

遺跡などにも類例が認められる。いずれも時期は 8欧紀後半頃に位置づけられており、伊治城跡で

は、やや大型の竪穴住居跡に伴う傾向性があるという。本遺跡竪穴住居跡と年代的に一致した特徴が

認められる。本遺跡竪穴住}足跡では、大型のすぐ脇からは須恵器高台杯などが出上していることか

ら、周囲に大型を据えるための上を盛ってはいなかったと推定され、上記例とはす?干の相違点も認め

られる。

以上のように、 8125墜穴住居跡は焼失住居であり、 t.aき屋根であったことが分かった。また、床



面出土土器では、貯蔵具の比率が高い点や、床面の隅に大聾を据えるためのピ ットが設けられている

点など、注意すべき部分が指摘できた。

{集落の構成〕各時期ごとの分布図を第46図に示した。

A期の遺構はE区と皿区にB期の遺構は I区、 E区に分布している。

A期と B期の間に位置づけられる遺構 ・遺物は認められず、古代の中でも一時期、空白の時期があ

る。

A期のS125竪穴住居跡には、他の竪穴住居跡とは様相の異なった構造や遺物出土状況が認められ

る。また、 SB21掘立柱建物跡には壁が構築されていたことも確認できた。どちらも火災に遭ってい

ることも注意すべき点であり、当該期における集落内の、一般的なものとはやや様相の異なる建物の

一端が明らかとなった。

A、B期ともにE区に多くの遺構が集中しているが、分布密度は決して高いものではなb、。しかし、

16軒検出された竪穴住居跡の中で 9軒が重複している。当遺跡は傾斜地に立地しており、平坦地と比

較して竪穴住居を構築する際の労働量はかなり大きいらのと推定される。重複する遺構は、従前の竪

穴住居跡の掘り込みを有効利用するという、傾斜地特有のあり方を示していると思われる。

b.近世の遺構

近世の掘立柱建物跡は 9棟検出されているが、その中でもSB29・SB31・SB37掘立柱建物跡はいず

れも柱穴の掘方が 1m前後と大型である。

特にSB37掘立柱建物跡は桁行の長さは18.1mで、本遺跡の遺構の中でも、も っとも高い場所に位置

し、規模も大きL、。SB37掘立柱建物跡は、上屋柱と、その周りを囲む下屋柱からなる。上屋柱は掘方

や柱痕跡が深く大きいのに対して、下屋柱は規模が小さい。また、上屋柱の北側柱列がー列に並ばず、

東側 2本の柱が外側に張り出して下屋柱と並んでいる。上屋柱の内側には間仕切りの柱穴が認められ

る。上屋の柱穴掘方埋土からは、 宗教的な意味で意図的に入れられたと思われる寛永通宝が 5枚出土

した。この中にはいわゆる古寛永と新寛永があることから、本遺構の年代は17世紀後半以降である。

平面形態や規模は、近世仙台藩領であった岩手県平泉町泉屋遺跡、定、羅山遺跡の近世掘立柱民家を

分析した羽柴直人による C類に類似している(羽柴1997)0c類は掘立柱民家の中でも柱配置が複雑に

なり、間取りが定形化してくるもので、礎石民家へと移行する時期の直前に現れるという。その時期

は17世紀末噴で、礎石民家が現れるのが18世紀後半から19世紀前半とされる。これは17世紀後半以降

と推定される本掘立柱建物跡の年代と整合的である。

平面形態や規模、位置などから推定すると、このSB37掘立柱建物跡が母屋であり、 SB29掘立柱建物

跡やSB31掘立柱建物跡などは納屋などの建物であったと思われる。これらに、 石垣や井戸跡などが

伴うかは、遺物などからは判断できなかった。しかし、遺構の配置から判断すると、同ーの屋敷内に

存在したものの可能性が考えられよう。
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VI まとめ

沢田山西遺跡からは、これまでの 3カ年にわたる調査によって、竪穴住居跡16軒、掘立柱建物跡14

棟、井戸跡 1基、 土壌11基、溝跡13条、石垣 1条、焼土遺構1基などが検出された。遺物は古代を中

心に縄文時代と近世のものが認められた。古代の遺構は大きく A期 ・B期の 2時期に分けられる。

A期 (8世紀後半)は竪穴住居跡8軒、掘立柱建物跡1棟、 B期(9世紀頃~灰白色火山灰降灰以前)

は竪穴住居跡7軒、柱列 1条、土壌 1基などである。

A期と B期には間隙があるが、どちらの時期の竪穴住居跡にも、カマドなどには礁を多用するとい

う共通する特徴が認められた。

A期には8125竪穴住居跡や8B21掘立柱建物跡のように、特徴的な遺構が存在し、 当該期における本

遺跡の性格を考える上で重要な点と考えられる。

B期の竪穴住居跡にはすべてに外延溝が認められるなど、傾斜面における竪穴住居跡の画一的なあ

り方が把握できた。

古代の遺構が立地するのは緩斜面あるいは傾斜面で、特に E区にあたる南斜面に集中する傾向性が

認められる。傾斜の比較的緩やかな 1• m区にも遺構は分布するが、それらよりも傾斜のある E区に

集中するということは、傾斜の角度よりも南向きという条件を優先して選地していたことが伺われ

る。そのため、同じ場所で竪穴住居を建て替えたり、以前の竪穴住居の窪みを利用して後世に竪穴住

居を新たに建てることなどが繰り返されたことが、重複する竪穴住居跡の様子からも見て取れる。ま

た閉じ場所には、丘陵の一部を切り崩すなどの大規模な土木工事を伴って近世の遺構や現代の住居が

存在する。

今回の調査は、居住に適した平坦面の少ない北上川下流域における、古代から現代に至る土地の利

用方法の一面を示したものといえよう。
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調 査 要 項

遺跡名:崎山B遺跡(さきやま B)(宮城県遺跡地名表記載番号66077、遺跡記号80)

所在地:宮城県桃生郡河北町小船越字崎山

調査担当:相原淳一 ・須田良平 ・奥山芳明

調査期間:平成14年 (2002年) 6月3日-7月23日

調査対象面積:20，000rrf 

調査面積:6，00001 



I 遺跡の位置

崎山B遺跡は桃生郡河北町小船越字崎山に所在し、|日北上川を望む標高59mを頂部とする丘陵の比

較的傾斜が強い南斜面および東斜面に立地する。遺跡は沢田山西遺跡の南側に隣接し、沢田山西遺跡

の遺跡範囲の延長を確認する段階で新たに発見された。遺跡西側の丘陵先端部には崎山遺跡が存在し

たため、これを崎山A遺跡と改称し、本遺跡を崎山B遺跡として登録した。

E 調査の方法と経過

本遺跡は平成14年 4月に行われた沢田山西遺跡における現地協議の際に、標高59mの丘陵北斜面に

おいて須恵器聾の破片が採集されたことで発掘調査を行った。

当初は町道を挟んで北側を沢田山西遺跡、南側を崎山B遺跡としていたが、調査によって町道南側

の丘陵北から北東斜面で検出された遺構は沢田山西遺跡と一連であると認められた。したがって地形

をもとに、南~南東斜面を崎山 B遺跡、北~北東斜面を沢田山西遺跡とした。

調査は平成14年 6月 3日-7月23日に、沢田山西遺跡の調査と並行して行った。

調査の対象となった道路路線敷は遺跡東部の、丘陵頂部から東側に設定されており、丘陵を大きく

切り崩す計画となっている。範囲内は傾斜の急な南~東斜面で、杉が植林されていた。傾斜のある地

形のため堆積層が発達せず、ほとんどの範囲で厚さ20-30cmのしまりのない褐色砂質シルトの表土下

に、地山の基盤岩庖や崩落した基盤岩の角礁を含む明黄褐色シルト層が認められ、これらが遺構の検

出面である。

遺構は非常にまばらに検出されたため、遺構ごとに1/20平面図 ・断面図を作成し、平板測量による

1/100平面図により全体の遺構配置図を作成した。同時に35mmと6x 7のモノクロ ・カラーリバーサ

ル、デジタルカメラによる写真記録も行った。

血 発見された遺構と遺物

今回の調査で発見した遺構は、南斜面の墓壌7基と土壌 l基、東斜面の土壌 l基、焼土遺構2基で

ある。遺物は非常に少なく、ごく少量の土師器、須恵器と墓壌から出土した銭貨や磁器などのわずか

な副葬品のみである。

1.墓墳群 (第 2図、第 l表)

近世の墓横7基 (SX05-11)を検出した。平面形は楕円形~隅丸長方形を基調として、長軸44-78

cm、短軸39-60叩、深さ20-84cmで、地山礁や地山ブロックを含むにぷい黄褐色~黒褐色のシルトで

埋め戻されている。また、 SX08墓墳のみ壁際に礁を巡らしている。副葬品には六道銭や銅製容器、鉄

製品、漆器、磁器、土製紡錘車などがある。副葬品はいずれも墓域底面あるいは底面直上から出土し

た。六道銭は寛永通宝が主体であるが永楽通宝や元豊通宝もある。銅製容器は径約3cmの碗状のもの

で仏具と思われ、木質部に乗るように出土した。木質部は極小さな板状の破片であるが、詳細は不明

である。漆器は赤漆や黒漆の皮膜のみである。
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平面影 長嶋 {圃} 量値 (圃】 深さ {圃} 出土 遺物

SX05 情円形 67 57 2晶 ホ四匹通:l1t(.寛永通宝5伎・ 小聾2傭

SX06 情円形 67 ω 47 釧包容総{下に本質tJI)・小農6・
SX07 1'1N> 57 57 29 議総 (iJ膜のみ]・飯茶碗・元食通宝 I伎・寛ホ過:亙 It(

SX08 柵1'1彫 51 45 52 右掴lみあり ・上製紡償却t・漆務 {漆肢のみ〉・リング状鉄I!品

SXω 隅Jl..!Vi形 61 50 8<1 なし

SX10 鋼九段ヲ1m 44 39 20 なし

SXl1 附円形 78 49 31 指し

第 1表基墳属性表

2.土壌(第 3図)

【SK04土壊】平面形は長軸3.3m、短軸1.4mの楕円形で、深さ20畑、断面形は皿状を呈する。最上層

に灰白色火山灰が堆積している。堆積土からは土師器坪と須恵器査の破片が少量出土した。土師器坪

には回転糸切り無調整で内面が黒色処理されているものがある。

【SK18土壌】平面形は径1.0mの円形で、深さ35cm、断面形は皿状を呈する。遺物は出土していなL、。

3.焼土遺構(第3図)

【SX01焼土遺構】平面形は長辺120個、短辺65cmの長方形で、深さ32cm、断面形は rUJ字状を呈す

る。内部のほぼ全面が火熱を受けて赤変している。底面積上には部分的に厚さ2cmの炭化物層が認め

られる。遺物は出土していない。

【SX12焼土遺構】削平などにより壊されているため詳細は不明であるが、残存部で長軸85cm、短軸46

cmの楕円形を呈し、深さ20cm、断面形は rLJ字状を呈する。北壁が火熱を受けて赤変している。底

面直上に厚さ1-2cmの炭化物j習が全面に認められる。遺物は出土していない。

4.遺構の年代

発見された遺構の中で時期がわかるものとして以下の遺構があげられる。

SK04土壌の堆積土上部には灰白色火山灰が認められる。 堆積土から出土した土器はいずれも破片

であるが、回転糸切り無調整の土師器坪の底部や小型の須恵器壷などがあり、いずれも 9世紀後半頃

から10世紀前葉頃のものである。

基墳からは副葬された様々なものが出土した。これらの中で時代が推定できるものとして銭貨があ

る。SX05墓壌からは永楽通宝と寛永通宝が、またSX07基壌からは元豊通宝と寛永通宝が出土した。

寛永通宝には「古寛永」と f新寛永jの両者が認められることから、この墓墳群は近世初頭以降のも

のとして捉えられよう。

焼土遺構からは遺物の出土はなく時期は不明である。

W まとめ

崎山 B遺跡で発見された遺構は少なく、墓壌7基、焼土遺構2基、土墳2基である。今回の調査区

は傾斜の比較的急な斜面部であり、遺構の分布は非常に散漫であった。時期の分かるものは、 9世紀

後半頃から10世紀前葉頃の土壌 l基と近世の墓墳群のみである。

調査区には石巻平野や北上川を望む、標高54.5mの丘陵頂部も含まれていたが、そこには遺構は全

く認められなかった。調査区外側の遺跡西部には平坦面や傾斜の緩やかな南斜面があり、この部分が

当遺跡の中心部と考えられる。
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第3図 その他の遺構



遺跡途.

(南から)

遺跡遺最

(南から)

墓横書草

(南から)

墓繍群

(上が北)
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SX05墓横(南から) SX06墓域(南から)

SX01焼土遺構(南から)

SK04土嬢 (東から)

20， 6 7 

9 12 

1 : 2 -1 (掬図著書号ー挿図内著書号) 2:2-2 3:2-3 4:銅製品(小製容器) 5:2-7 6:永楽遜宝 7:2-4 8:2-6 

9 : 2 -5 10-12:寛永遜3'.:(縮尺 1-3 : 1/3 4 -12 : 1/2) 

図版 2
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調 査 要 項

遺遺跡名:万歳山C遺跡(まんざいやま C)(宮城県遺跡地名表記載番号70036、遺跡記号SF) 

所在地:宮城県桃生郡桃生町字万歳山

調査担当:相原淳一 ・須田良平 ・岩見和泰

調査期間:平成15年 (2003年)4月7日-5月16日

調査対象面積:1，000rrl 

調査面積:700rrl 



I 遺跡の位置

万歳山C遺跡は桃生郡桃生町万歳山に所在する。桃生町役場の南東約4.3kmに位置し、北上山地の

南西端部で、東側を南流する北上川により分断された東西約3.5畑、南北約4kmの独立丘陵上に立地す

る。この丘陵は様々な方向から沢が入る複雑な地形を呈しており、平坦面も少なL、。遺跡は桃生城跡

と同じ丘陵上に立地し、桃生城跡の外郭北東隅の北側約250mに位置する。遺跡は南から入る沢の西

側に面した、標高53m付近の痩せ尾根鞍部と西側斜面に立地する。

日 調査の方法と経過

本遺跡は平成14年12月に行なった三陸自動車道工事予定地内の桃生城跡の確認調査の際に発見され

たものであり、平成15年 2月に追加の確認調査を行った。

本調査は平成15年 4月7日-5月16日に、桃生城跡の調査と一部並行しながら行った。その結果、

遺構は桃生城跡外郭北東隅から北に延びる尾根の鞍部、標高53m付近で検出された。

範囲内は人家や畑により一部削平されており、遺構の残存状況は良くない。遺構は、尾根部分と東

斜面部では削平後に盛られた厚さ約20-100叩の表土下で、西側斜面部では厚さ20-30cmの褐色砂質

シルトの表土下で確認された。検出面はいずれも基盤の礁を多く含む暗褐色シルトである。

検出した遺構は、真北方向を示す基準点 (A① ・B②)を結んだ線を基準とした3mx3mのグリッ

ドをもとに、1/20平面図 ・断面図を作成した。同時に35mmと6X 7のモノクロ ・カラーリバーサル

およびデジタルカメラによる写真記録も行った。

基準線の呼称はB②杭を基準として、東がE-3、E-6、・・ ・、西がW-3、W-6・・・、北

がN-3、N-6・・ ・、南がS-3、S-6・・・ とした。

基準点の国家座標は A①…... x = -162，500.0000 Y =39，050.0000 

B②……X = -162，467.0750 Y =39，050.0000 (日本測地系)である。

E 発見された遺構と遺物

今回の調査で発見した遺構は、掘立柱建物跡2棟、土壊9基、ピットなどである。遺構は調査区北

側の尾根状部分に集中し、両側の西側斜面と東側斜面にも僅かにピットが分布する。また、多数の倒

木痕も確認された。

遺物は非常に少なく、土械、ピットから出土した縄文土器などを中心に整理用平箱で 1箱ほどであ

る。

1ω 
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1.掘立柱建物跡

【SB03掘立柱建物跡】〈第3図)2間X2聞の総柱建物跡である。平面形は正方形を呈し、南北の柱

列がL、ずれも3.0mで柱問が1.5mであるのに対して、東西柱列は北側で3.2m、柱聞が東から1.7m、1.5

m、南側で2.8m、柱聞が東から1.3m、1.5mである。柱の掘方は長軸32-50師、短軸25-38cmの楕円

形もしくは円形で、深さ14-22cmである。 9個検出した柱穴のうち、 6個から径13-18佃の円形の柱

痕跡が確認できた。堆積土は掘方埋土が地山礁を多く含む黒褐色砂噴シルト、柱痕跡が地山礁や炭化

物を多く含む黒褐色砂質シルトである。北側柱列中央の柱穴の掘方埋土から、縄文土器片が 2点出土

した。垂下する隆帯に楕円形の刺突のある体部破片と無文の口縁部である。

【SB13掘立柱建物跡】(第 3図) 1問x1聞の建物跡である。柱聞は東、西側柱列で1.8m、北、南側

柱列で1.6mである。柱の掘方は長軸43......47畑、短軸37-39cmの楕円形もしくは円形で、深さ17-30c皿

である。 4個検出した柱穴のうち、 3個から径15-18cmの円形の柱痕跡が確認できた。この建物が検

出された範囲は尾棋状の部分で表土が薄く、遺構もかなり削平されていた。このような遺構の残存状

況や柱穴の配置などから、この建物は竪穴住居跡の主柱穴の可能性もある。堆積土は掘方埋土が地山

礁を多く含む暗褐色シルト、柱痕跡が地山礁を含む黒褐色シルトである。南西隅の柱穴の掘方埋土か

ら、斜縄文の施された縄文土器の体部破片が 1点出土した。

2.土壌(第4図)

【SKOl土壌】平面形は長軸95cm、短軸83cmの楕円形で、深さ34畑、断面形は碗状を呈する。堆積土か

ら隆線や斜縄文の施された縄文土器の体部破片や黒曜石製の石鍍が出土した。

【SK02土壌】平面形は長軸90側、短軸80仰の楕円形で、深さ23畑、断面形は碗状を呈する。堆積土か

ら斜縄文の施された純文土器の口縁部破片や珪質頁岩製の鋸歯縁石器が出土した。

【SK04土壌】平面形は・長辺115cm、短辺72cmの長方形で、深さ30cm、壁はほぼ垂直に立ち上がる。遺

物は出土していない。

【SK05土壌】平面形は長軸79畑、短軸53cmの楕円形で、深さ32個、断面形は碗状を呈する。堆積土中

から斜縄文の施された縄文土器の体部破片が出土した。また、堆積土中に長さ20-40佃の扇平な角礁

が3点認められた。

【SK07土墳】平面形は長軸49cm、短軸39cmの楕円形で、深さは40叩である。壁は急角度に立ち上がり、

北壁は一部オーバーハングしている。堆積土中に長さ5-30cmの扇平な角礁が10点認められた。

【SKll土墳】平面形は径55cmの円形で、深さ10側、断面形は皿状を呈する。遺物は出土していない。

【SK12土壌】平面形は長軸54畑、短軸43叩の楕円形で、深さ24個、壁は比較的急角度に立ち上がる。

堆積土中に長さ30佃の大型で扇平な角礎1個と長さ10cm前後の小型の角離が3点認められた。

【SK14土壌】北側を撹乱により壊されているが、残存長で長辺68側、短辺53佃の長方形で、深さ 9cm、

断面形は皿状を呈する。遺物は出土していない。

【SK15土墳】平面形は長軸76cm、短軸48cmの楕円形で、深さ28cm、断面形は碗状を呈する。堆積土中

に長さ20cmほどの蔚平な角離が 2点認められた。
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第3図 SB03・SB13繍立柱建物跡
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W まとめ

今回の調査で検出された遺物、遺構は非常に少ない。以下では土器と掘立柱建物跡、土壌について

簡単に触れることにする。

1.土器について

今回の調査で出土した遺物のほとんどは縄文土器で、その他には少量の剥片石器、礎石器と土師器、

須恵器が認められるのみである(第 5図)。

縄文土器には、 a 隆線あるいは隆帯が施されるもの(1---5)、b:沈線が施されるもの (6---14)、

c 縄文のみが施されたもの(19---21)、d:無文のもの(15---18)、が認められる。

aには隆帯に刺突が施されるものがある(3---5)0bには沈線により地文部と無文部が分かれている

ものがあり (9---13)、円形竹管文が施されているものも認められる(12)022---24は底部破片である。

これらの特徴を持つ土器は縄文中期末~後期初頭の土器群に類例がみられ、当該期に位置づけられ

ょう。

また、古代の土器も僅かに認められる。土師器はロクロ調整された坪の破片で、内面がへラミガキ

後に黒色処理されている。須恵器は坪の口縁部破片である。いずれも小破片で時期などの詳細は不明

である。

2.遺構について

今回の調査で発見した遺構は、掘立柱建物跡2棟、土横9基、ピットなどである。掘立柱建物跡に

ついては先にも述べたように、 SB13掘立柱建物跡は遺構の残存状況が悪く、詳細は不明である。

SB03掘立柱建物跡についても、柱穴の埋土から縄文土器が出土しているが、付近からは土師器や須恵

器が出土していることから、縄文時代以降のものと捉えるに留めておきたし、。

土壌は 9基検出した。堆積土はいずれも人為的なものである。これらのうち、 SK01.02土墳は出土

遺物からみて縄文時代のものである可能性がある。他の 7基については時期不明であるが、 SK03・14

は他の土壌とは堆積土の特徴が異なり、より新しい時代の可能性がある。



銅査区全集

(南から)

調査区全集

(北西から)

鯛査区全策

(北から)
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SB03繍立柱建物跡 (西から) SB03擁立柱建物跡SIWl柱穴断面 (北から)

SKOl・SK02.SKll土繍 (西から) SKOl土繍断面 (函から)

SK02土横断面(酋から) SK04土繍断面 (東から)

図版2
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SK05土横断函(北東から) SK05土機完掘状況 (北東から)

SK07土横断面 (東から) SK07土機完掘状況 (東から)

SK12土域断面 (~I:から) SK12土域内の磯検出状況 (北から)

図版 3
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出土遺物

図版4
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調 査 要 項

遺跡名:八幡(はちまん)遺跡(宮城県遺跡地名表登載番号 70035、遺跡記号 51)

所在地:宮城県桃生郡桃生町永井字八幡 ・貴金鋪

調査担当:相原淳一・佐久間光平・須田良平・岩見和泰 ・吉野武 ・奥山芳明 ・西村力 ・田中政幸

調査期間 :平成14年10月4日-11日(確認調査〉

平成15年 7月17日-8月7日・9月1日-10月8日(事前調査)

調査対象面積:5，400nf 

調査面積:2.540nf 



I はじめに

1.遺跡の位置と地理的環境

八幡遺跡は桃生郡桃生町永井字八幡・字貴金舗に所在し、桃生町役場の東約2.1切に位置する。東西

に延びる独立丘陵(字八幡地区)上及びそれを取り巻く沖積地(字黄竜測地区)内に遺跡は立地して

いる。この丘陵は桃生丘陵から西に延びる丘陵のひとつで、北上川によって北上水系から分断された

独立丘陵(陣ヶ峰丘陵 ・樫崎山)となっている。丘陵北側に広がる沖積地では、現在の昆布沼排水路
か?たい

と永井排水路が合体橋付近で合流して古川(排水路)となり、さらに桃生城の南側を流下して追波川

と合流する。沖積地の標高は遺跡の付近で 2.......3mと極めて低平である。

2.歴史的環境

桃生町の中でも北東に位置する永井地区(旧藩時代一永井村)の遺跡として、永井館跡 ・黄竜沸j館

跡の中世城館跡が古くから知られている。永井館跡は『封内風土記~ (1772)では、館主を葛西家臣畑

崎内膳と伝えている。また、南北朝~文安年間に関しては、菅原氏を館主とする記録(桃生町史編纂

委員会:1996)が残されている。黄竜測館跡 織り が所在する陣が峰丘陵(樫崎山)には、このほか壇

ノ森館跡 ・陣ヶ峰館跡 ・樫崎内館跡の 3館跡(樫崎館跡群)があり、樫崎内館については 「城主男沢

内膳」と『葛西御家臣衆座列Jは伝えている。樫崎山中にはこれらの山城の郭が見られ、土師器の散

布も認められることから、研究者の一部からはかつて桃生城跡に擬定されたこともあった。遺跡の所

在する八幡地区には、八幡宮がかつて鎮座 cr封内風土記~)しており、「八幡太郎義家勧請J (文政11

年 『桃生南北本吉南方風土

記J)、「夷征伐乃節御勧請」

〔嘉永 3年 『風土記御用書ザ

出J)の諸伝が残されている。E

神社は昭和20年代に倉埠の八

雲神社に合杷され、現在は地

名のみとなっている。

以上のように、この永井地

区は古代末以降のさまざまな ・

記録や伝承が残されてはし、る

ものの、考古学的な発掘調査

は行われたことがなく、歴史

的に未解明の部分が多かっ

た。今回、 三陸自動車道建設

に先立つ遺跡の分布調査や確

認調査、事前調査などを通し

て、ようやく古代以前の様相

追 跡名

水井館跡

八幡遺跡

22 境 1'4館跡

21 貨電側館跡

縮尺 1:25.000 
時 代 11番号 |遺跡名| 時 代

中世 11 ぬ |鱒今崎館跡 |中世

古代 11 19 1穫崎内館跡 |中世

古代 ・中世 11 4 1痩崎良縁 |縄文{早 ・中期)

中世 11 14 1 十所員嫁 (t事~J町) I縄文 {皐 ・中期)・古代

第 1図遺跡の位置と周辺の遺跡
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や文献史料の残る近世期についてもより具体的な姿が明らかになってきたところである。

(註 1)r賞篭測」の地名は、 「切り測Jからの転調t(桃生町史編纂委員会:1990)とされ、現在遺跡地の字黄竜沸IJ (閉

名)のほかに、賞竜測を屋号とする屋敷が字名とは雄れた場所に 2軒あり、賞竜1自j館跡は貧竜t自j屋敷の所在する場所

が遺跡地となっている。

3.調査の方法と経過

本調査は三陸自動車道桃生登米道路建設に伴うものである。平成14年10月3日の分布調査で土師器

破片が採集され、遺跡の存在が明らかとなった。当初遺構が存在するのは、丘陵部だけと見られた。

確認調査:平成14年10月4日-11日に遺跡の範囲を確定するための確認調査を行った。調査の結果、

遺跡は丘陵部からさらに沖積地に広がっていることが明らかとなった。

丘陵部の確認調査では、遺構の種類と仕事量を把握するために表土をすべて撤去した。調査終了

後、確認面を多数の土嚢などで保護し、翌年の本調査に備えた。沖積地では 8本のトレンチを設けて

確認調査を行った。このうち、灰白色火山灰に覆われた明瞭な畦畔状遺構が発見されたのは、第 lト

レンチと第 2トレンチであった。遺構の確認面まで約 1-2mほどあり、湧水とトレンチ壁の崩落が

著しく、写真のみを撮影して、すべて埋め戻した。

事前調査:事前調査は丘陵部(I区)の調査と沖積地 (U-N区)の調査とに分けて行った。

I区:丘陵部の調査は平成15年7月17日から 8月7日にかけて実施した。前年度に確認していた掘立

柱建物跡と竪穴住居跡の精査を行った。遺構確認面は基盤岩の風化した暗褐色シルト層もしくは基盤

岩層である。特に I区の北側では後世の削平のために、厚さ約10cmの表土下には地山の基盤岩層が認

められた。

U-町区:沖積地の調査は平成15年 9月1日-10月8日にかけて行った。遺構を覆う表土が 1m以上

あり、精査終了後、調査区の壁崩落が著しく危険を伴うため、地区ごとにただちに埋め戻した。

沖積地のU-N区では、厚さ20-90cmほどの現耕作土を含めた新旧耕作土・床土あるいは盛土の下

に、丘陵東斜面のu.m区を中心に最大厚120叩の土砂崩れに起因すると見られるにぷい黄褐色の砂礁

層が確認された。砂礁層は斜面の上の方ほど厚く堆積し、斜面の裾部では薄くなっていた。これらの

層の下に、厚さ25-50cmほどの沖積層群が検出された。この沖積層群の下に、厚さ o-10cmほどの旧

表土起源と見られる黒褐色粘土質シルト層があり、さらにその下に灰白色火山灰層 (To-a)が認めら

れ、この層が直接水田跡を覆っていた。灰白色火山灰層の水田跡への堆積の仕方や耕作土のあり方は

様々であり、詳細は後述する。

調査の方法:検出した遺構は、 I区(丘陵部)は工事用の基準点 (No.2、No.3)を結んだ線を基準

とした 3mX3mのグ‘リッドをもとに、 1/20平面図・断面図を作成した。基準点の国家座標はNo.2が

X = -158，766.904・Y=38，627.287、No.3がX= -158，790.120・Y=38，627.013である。グリッドの

南北軸は座標北から約 10 東に振れている。基準線の呼称、はNO.3杭の北 3mに位置するNO.1杭を

基準として、西がW-3、W-6…、東がE-3、E-6…、北がN-3、N-6…、南がS-3、

S-6…とした。 U-町区(沖積地)は平板測量による1/100平面図と1/20断面図を作成した。平面

図にはあらかじめ国家座標が明らかとなっている工事用基準杭を記入した。調査区ごとの基準杭と国
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第3図 I区遺徳配置図(1/200)

家座標は以下の通りである。

E区...・H ・H ・H ・..R24杭...・H ・..x=ー158，760.667 Y = 38.638.216 

R27杭...・H ・..X = -158，740.196 Y =38.638.216 

E区...・ H ・..……R27杭...・H ・"X=ー158，740.196 Y =38，638.216 

R31-1杭…X=-158，717.821 Y=38.640.960 

W区(南部)…L19杭....・H ・'X=ー158，817.404 Y =38，585.298 

L22杭...・H ・..X = -158，787.845 Y = 38.584.400 

W区 (北部)…L23杭....・H ・.X = -158，767.809 Y = 38.583.955 

L24杭………X=-158.747.751 Y=38.583.549 (日本測地系)

写真横影は35mmと6x 7のモノクロ・カラーリバーサルおよびデジタルカメラを用いた。
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E 発見された遺構と遺物

今回の調査で発見した遺構は、丘陵部の I区では、竪穴住居跡 2軒、土壌 5基、掘立柱建物跡3棟

以上など、沖積地のII-IV区では、水田跡、溝跡である。遺物は土師器 ・赤焼土探 ・須恵器などが整

理用平箱で 4箱出土した。

以下、丘陵部の I区と沖積地のII-IV区に分けて記述する。

1. 1区 I区は陣ヶ崎丘陵から北に延びる標高約 6mの丘陵部に位置する。竪穴住居跡は西側の緩

斜面で発見した。調査区中央部では掘立柱建物跡3棟以上を検出した。なお、掘立柱建物跡として構

造を把握できたのは 3棟のみであるが、このほかにも明らかに柱痕跡を持つ柱穴が若手数ある。

A.古代の遺構

① 竪穴住居跡

【8101竪穴住居跡】

[重複]8K06・07土壌、 8B05掘立柱建物跡、 8D08溝跡と重複し、これらよりも古L、。

[平面形 ・規模]住居跡の西側は土壌の流出のために残っていない。残存長で南北5.8m、東西3.4m

である。平面形は隅丸方形を基調としていたと推定される。

[堆積土]東側半分に残存しており、地山礁を含む黒色~暗褐色の粘土が自然堆積している。

[壁]南北辺の東側と東辺が残存し、地山を壁としている。周溝底面からほぼ垂直に立ち上がり、高

さは最も残りのよい北東隅で29叩である。

[床面]残存している東側半分では黒褐色の掘方埋土を床面としている。ほぼ平坦であるが、西側に

やや傾斜している。

[主柱穴]確認できなかった。

[カマド〕住居南辺東よりに付設されており、カマド.の両側壁が残存している。残存するカマド本体

は幅約110畑、奥行約65cmで、左側壁は長さ55cm、高さは13cm、右側壁は長さ65cm、高さ7cmで、オリー

プ褐色の粘土で構築されている。燃焼部底面は 5佃ほど掘り窪められた後に、地山プロックや焼土プ

ロックを含む土で埋め戻されている。奥壁、両側壁の内側とともに底面の長軸85畑、短軸45佃の範囲

が焼けて竪く締まっており、機能面として使用されていた。燃焼部中央の焼面上から直軸10-30畑、

短軸 5-20側、厚さ 4cmの角礁が十数個まとまって出土し、これをカマド内堆積土が覆っていた。

[周溝]残存する東辺および北辺東側で確認できた。幅は 6-13畑、深さは 8-10cmである。東側で

は、壁材痕が確認された。

[貯蔵穴状ピット]床面の北東隅で l個検出したCP.1)。 長軸57cm、短軸45cmの楕円形を呈しており、

深さは22叩である。堆積土は自然堆積の褐色~暗褐色の粘土質シルトで地山礁を合んでいる。

[その他のピット]床面北側で 5個検出したCP.2 -7)。いずれも平面形は円形で、直径15-34畑、深

さ10-38cm、堆積土は暗褐色の粘土である。柱痕跡は認められない。

[床面の溝]床面の南側を東西に延びる溝を検出した。幅は15-24cm、深さ 3-6 cmで断面形は皿状

を呈し黒褐色の粘土が自然堆積している。この溝と直交し、カマドの前面の焼面に延びる北西方向の
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溝を検出した。幅7cm、深さ 3--5 cm、長さ85cmで断面形は iUJ字状を呈する。堆積土は黒褐色の

粘土で地山礎、炭化物を含んでいる。

[床面の焼面]床面中央部で直径16cmの円形の焼面を確認した。

[出土遺物]床面から土師器杯2点が出土した。土師器坪は底部がともに回転糸切り無調整、内面に

麓らなミガキが施され、黒色処理されている。P.lから土師器杯 ・赤焼土器杯、 P.3から土師器高台

坪が出土した。土師器杯は底部が手持ちへラケズリによって調整されている。内面は疎らなへラミガ

キの後、黒色処理されている。赤焼土器土器坪は内面の摩滅が著しし、。高台坪は二次加熱により赤変

している。カマド内堆積土からは土師器聾 l点 ・坪 l点、赤焼土器坪 1点が出土した。土師器聾は

℃三肇覇~
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3 土師器 ・杯 5101・1緬

4 土踊~ ・ lf 5101・床磁・ CI-2J1

5 土師穏 ・呼 5101・抑ド内

6 赤焼土H・係 5101・れド内

7 土師器 .. SIOl・肘ド内・SK(Ij(恥自

8 土師穏・停 5101・床面(Po.1)

9 土師器・ t亭 5101・床面(Po.2)

10 土師潔・郎 SIOI・Pit.l

11 赤燦土器・係 S101' Pit.l・床面Z

12 土師鵠・高台呼 5101' Pit.3 

縄文土~・涼鉢 5101・堆積層

ミ二ゴ三イ

¥、---!語家

ミヰイ

特徴

外預;ロ 7ロナデ底鵠;回転糸切り 内前.コテナヂ

外商 :ロデロナデ 内濁:へラミガキ {口繍$ミガキ妓し)

自民色処理里 底郷:不明叫手持ちへラケズリ

外而i:0 クロナヂ 内面:ヘラミガキ {口繍偲ミガキ娩し)

黒色処理/火ハジケ

外面 :ロ 9ロ十デ 内面;疎らなヘラミガキ『拠色処環/二次

加熱による赤軍E 底締:悶転糸切り

外面:o?ロナデ 内面 : ヘラミガキ ( ミガキ蹟~~い) -車色蝿理/ニ止掴酷

6こよる書置底部.鼠転晶切り- 軍手持ちヘラケズ'1/置拭に・"揮由化揖H:着

内外而:ロクロナヂ/二次加勲による赤変 i底部;回転糸切り

外商・ロクロナデ'→手持ちヘラケズリ 内面・ロ空ロナデーナ

デ-工具によるナデ 底君事 ・ケズリ /二次加再MiA
外jtij:ロタロナデ. 内而:コテナデ司疎らなヘラミガキー-1M色

処理底偲:回転糸切り

外面:ロクロナヂ 内面。 峨岳なヘラミガキ→鵜色処理腹部・

回転糸切り

外面:ロクロナヂ 内面. 疎ら f~ヘラ ミガキー黒色処理庇線 .

不明→手持ちヘラケズリ

外面;ロクロナデ内面 :厳減底郎:回転糸切り

外面 ;ロ 9ロナデ 内務.疎らなへラミガキ『黒色処理/ニ次

加院による赤e.: 庇郷 :1副転糸切り

外語:縄文 (LR) 縫厚 5.

口径

(13.2) 

(14.8) 

(12.2) 

(13.0) 

()I.O) 

(20.0) 

13.8 

(13.0) 

(9.8) 

第 5図 SI01竪穴住居跡・ SK06土繍出土遺物
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底筏 穂高 残存率 写真図版 Jl録

6.0 (2.7) 底~体偲下半都 7 -1 10 

6.5 3.6 2/3 7-2 9 

(4.8) ロ~体録一部 7-3 5 

5.5 4.2 1/2 7-4 7 

5.0 4.2 2/5 7-5 8 

(5.2) 2.8 1/3 7-6 6 

(10.2) (27.9) 1/4 7-7 2・4

5.4 4.7 ほ1I完形 7-8 

(5.4) 1/2 7-9 2(2) 

(6.4) 3.6 2/5 7 -10 1(2) 

4.9 3.4 2/3 7-11 11 

(8.3) (2.3) 緩~荷台釘1/3 7 -12 3 

刷館片 7 -13 11 

10cm 
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8K06土壊底面から出上した破片と接合した。土師器材:・，ffi焼上一器坪ともに二次加熱による赤変が見ら

れる。堆積土及び床面lIi上からは、土師器杯 2点が山上している。土師器町、はともに、 二次加熱の痕

跡がある。

【8102竪穴住居跡】

[平面形・規模]東辺と南辺の一部を除いて後位の削干のため壊されている。残存長で南北4.3m、東

西1.9mである。平面形は隅丸方形を基調としていたと推定される。

〔堆積土]南東側に残存しており、炭化物を少量含む黒褐色のシルトが白然堆積している。

[壁]東辺と南辺の一部が残存し、地山を壁としている。床面から外側に聞きながら立ち上がり、高

さは段も残りのよい南京|明で34cmである。

[床面]残存している1判東側では地山を床面としている。ほぽ平坦である。

[主柱穴]確認できなかった。

[カマド]住居東辺南よりに付設されており、カマドの両側の側壁と煙出ピ ットか残存している。残
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l 土師S.t事 崎直積層
外而 :07ロナデ 内面白疎らなヘラミガキ 〈ロ鏑舗を除()-胤色

(14.0) (7.0) 4.3 1/4 8-1 14 
処理/二次加納による赤変底部 :1回転糸切り

2 土師穏・原 地積層
外商:ロタロナヂ『手持ちヘラケズリ 内面:疎らなヘラミガキ-!!.¥

(12.8) (6.8) 5.2 1/2 8-2 3 
色処J'l 11:郷 .不明ー手持ちへラケズ リ 外体...r上万」

3 土.11・係 埴.. 略語:ロタロナヂ内面 ;へラミガキー思色処理外体舗蝿書fロL.H万J 8-3 15 

4 土.8.小型. 地倒閣'
舛画:ロタロナデ由T持 ちへラ7;('1/顕績に炭仕魯櫨鼠 内面:ロ70ナテ/摩

(8.0) (5.4) 7.4 1/2 8-4 2 li<に炭化笥付着・虫，、')7 車1$ : 自証車切~-手持ちへラケズ唱/ニlli:~U

5 上鱒11'. 蟻債帽 外面 .ヘラケズリ司ナデ 内画面 :ナデ ..:ナヂ/三次卸..，. (9.8) (1&9) 量113-体冨下字申毎 8-5 s 
6 1...骨量土醤・1事 犠積層 叫画:ロ'ロナデ 内面:，チナ子/内面に聾仕魯甘昔ω究員1) 量.:同配車町。 5.5 .-体下暢 8-6 13 
7 赤鍵土竃・時 訓量償. 叫画:07ロナヂ内面:，子ナ子/内面に鹿住骨付着世1先見1) .1:・:磁量晶明。 (5.8) 底~体下書事 8-7 12 

8 上鋪穏 .q; 増慣周
外面 :ロ?ロナデ/下車車に炭化物後E車 内緬 :，僚らなへラミガ""(口

(1‘.5) <6.0) 4.9 1/4 8-8 10 
鋪舗を除()-11:1色処理屋UII:閉経糸切り

9 土師11・高台It権.. 内同轟:圃ら町ヘラ "1~トー墨色且車産車 : ロタロ歩デ→嘩らなヘラミ11+司畠色.8 6.1 .1毎-.台 8-9 11 

10 土師D・呼 C・1・2踊
舛蘭:ロクロナデ/炭化魯ヨゴレ 内面:ヘラミガキ 〈口錨毎を除()

(14.2) (6.6) 5.5 1/4 8 -10 9 
『鳳色処理/::.~加燃による家変底鱒 : 回転糸切り

11 土"D・1干 カマ ドIlUIt
外面 :ロクロナデ/炭化物ヨゴレ 内面 :様らなヘラミ ガキ (ロ絹郵

(13.2) (5.8) 4.7 1/3 8-11 8 
を除0-黒色処理/鋭化物付!l1底簿:回転糸切り

12 土師G・荷台呼 カマド繊11上
外面 :ロクロナデ/炭化物ヨゴレ 内面 :疎§なヘラミ ガキ・・鳳色処

(8.8) 庇郁~高台 8 -12 7 
理/火ハジケ 底部.'不明ーロクロナデ

13 土師務 .. カマドKl!I竃:1:
外而:ロクロナ子『手持ちへラケズリ 〈下部)/下徳二次加偽徳 内回:

(16.4) (11.0) 
口線116-体上半

8 -13 4 
工具によるロクロナデ ー郎

14 土師穏 ・隻 のマド刷峨i: 舛爾ロfロナデ司手持ちヘラケズリ“ナヂ/下甑二次郎IMII 内面，ロタロナヂ (16.4) (12.2) 口2/5-体部鰯 8 -14 

15 郷灘甥・広円轟 成耐 (Po.l)
外耐 :ロクロナデ『手持ちへラケズリ 内面:ロ 9ロナデ『ハケメ『

8.4 (15.5) 体~庇徳2/3 8 -15 8 ナヂ l底部:ナデ般大銭(16.7)

須思H・' 機横風 外00:格子タタキ 内面:アテー・ハケメ 4 ナデ HJI1: :5岨 副館3片 8-16'11・18 lト掴

鋪l(鶴・. C-I・2細 外面 :ケズリ 内面:ナヂ穏厚・ 7. 銅線片 8 -19 17 
須:t!H'磁 峨樹脂 内外面 :ロクロナヂ 劇部片 8-20 21 
鉄棒 地樹脂 8 -21 22 
縄文土踏 ・探鉢 C-I・2膚 外国 :非納束慣修羽状縄文 (LR、RL) 滋": 6圃 刷徳片 8 -22 16 

第 7図 5102竪穴住居跡出土遺物
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存するカマド本体は幅約80cm、奥行約70叩で、左側壁は長さ60畑、高さは15畑、右側壁は長さ55畑、高

さ18叩である。焚口部の両側には、長さ20-32cm、厚さ 4-12佃の板状あるいは柱状の礁がほぼ直立

して残存している。柱状の礁は左側壁で長軸25cm、短軸20cm、深さ10cmの梢円形のピットに、右側壁

で長軸56cm、短軸48cm、深さ 8cmの楕円形のピットに据えられている。これらの礁を芯棺として、賞

褐色シルトによってカマドは構築されている。燃焼部底面は床面よりも 4佃ほど低く、長軸18cm、短

軸14叩の楕円形の範囲が焼けて竪く締まっている。

カマド奥壁から75cmのところで、煙出ピットが検出された。煙出ピットは長軸24cm、短軸18佃の楕

円形を呈し、深さは 4cmで地山礁と炭化物を含む黒褐色のシルトが自然堆積している。

[周溝]検出されなかった。

[貯蔵穴状ピット]カマドの右側で 1個検出した (P1 )。長軸48cm、短軸42cmの不整楕円形を呈し

ており、深さは 7叩である。堆積土は自然堆積の黄灰色のシルトで地山礎、炭化物を含んでいる。

[出土遺物]床面から須恵器広口壷 1点が出土した。口顕部は欠失している。カマド崩壊土中からは、

土師器聾2点 ・杯1点 ・高台郎 l点が出土した。土師器費2点は同一口径のものである。カマド出土

の土師器坪 ・高台坪ともに炭化物の付着や火ハジケの痕跡がある。堆積土からは比較的まとまって遺

物が出土した。土師器杯 5点、高台坪(両黒) 1点、大型 ・小型聾2点、赤焼土探杯2点、須恵器聾

3個体5片、鉄棒 1塊である。うち土師器杯2点には 「上万」、「口上ヵ万」と愚{!fされていた。赤焼土

器坪は 2点とも内面に炭化物が付着 (図版8-6b・7b)しており、灯火具と考えられる。土師器小型聾

は器高がわずかに7.4cmしかないが、顕部には炭化物の被膜 (図版8-4)があり、底部には二次加熱の

痕跡が残されている。土師器郎5点は底部が回転糸切り無調整のものと手持ちへラケズリを加えたも

のとがある。内面のへラミガキは疎らでミガキ残しが際立っているものが多L、。特に口端部はロクロ

ナデのまま残され、ほとんど謄かれていない。二次加熱により赤変しているものや炭化物の付着する

ものが目立つ。両黒土師器高台杯は疎らなへラミガキの後、黒色処理が施されている。須恵器では費

の破片が 3個体5片出土している。

② 土壌 (第4図)

【8K06土壌】8I01竪穴住居跡と重複し、これよりも新しL、。 残存長で長軸1.8m、短軸1.1m、深さ28

佃で平面形は不整梢円形を呈する。堆積土は暗褐色から黒褐色の粘土が自然堆積している。底面直

上は焼土粒を含むオリープ黒色土が堆積している。

遺物は土墳底面から土師器杯 1点、が出土した。堆積土からは赤焼土器杯 l点が出土している。

【8K07土壌】8101竪穴住居跡と重複し、これよりも新しい。長軸110cm、短軸85cmで平面形は不整楕

円形、断面形は深さ 8cmの皿状を呈する。底面は若干の凹凸があり、中央部の窪んだ部分に厚さ 3咽

の純粋な砂層が堆積し、その上に地山礎、炭化物を少量含む黒褐色の粘土が堆積している。遺物は出

土していなL、。

B.近世以降の遺構

.掘立柱建物跡

3棟以上の掘立柱建物跡建物跡(第 8図)を検出した。このうち、 8B05掘立柱建物跡建物跡は北
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縁 ・南縁を伴う建物で、閉じ場所で l回以上建て替えられている。この建物跡の柱穴掘方埋土から近

世陶器碗 1片ほかが出土している。

2. II-IV区

II-IV区の灰白色火山灰層 (Vb層)下からは古代の水田跡 (SF09)、旧谷地 (SX11)の灰白色火

山灰層降下後のVa厨から土師器・赤焼土器 ・須恵器、第E厨下で溝跡 (SD08・10)が検出された。

A.古代の遺構

① 水田跡

【SF09水田跡】

[確認面]II区で地表下1.9-2.2m、E区で地表下0.8-1.1m、W区で地表下0.7-0.9mの灰白色火山

灰 1次堆積層 (Vb眉)で、水田跡の畦畔状遺構を確認した。

[堆積土]II区では、水田耕作土をラミナ状の灰白色火山灰 l次堆積層 (Vb届)が約20佃直接覆っ

ている。この l次堆積層は畦畔状遺構の高まりを越えるものはなL、。 その上には汚れた灰白色火山灰

2-3次堆積層 (Va1-a2間)が覆い、さらにその上を旧表土起源の黒褐色シjレト層 (IV層)が約10

cmほど覆っていた。同様の堆積は皿区丘陵寄りの回面⑤ ・⑥ ・⑦及びW区丘駿寄り谷地頭の田面⑫で

見られた。丘陵から離れたE区田面⑧ ・⑨ ・⑩ ・⑪及びW区回面⑬・⑭・ ⑮では、灰白色火山灰は次

第に団塊状の散漫な堆積に変化していく。

[重複]SD08・10溝跡と重複する。SD08・10溝跡が新しい。

[田面標高]畦畔で区画された図面が15枚確認された。個々の標高は第 l表の通りである。このうち、

田面② ・⑥、田面③ ・⑦はほぼ同一水準であり、同一回面と考えられる。

[耕作土]耕作土は黒褐色シルトで、個々の層厚は第 1表の通りである。耕作土には撹枠状の痕跡は

残されておらず、よくこなれた耕土である。

[耕作土底面]II区丘陵寄りの田面③の耕作土底面は、丘陵部の地山~旧表土の漸移層部分に相当す

るにぷい賞褐色シルト賠 (咽b屑)である。田面②の耕作土底面はにぷい黄褐色シルト層 (咽b層)-

黒褐色シルト層 (Vllal百)である。谷側の黒褐色シルト中には、識断面のある径10佃ほどの材が含ま

れていた。このことから谷側への盛土の一部と考えられる。田面①の耕作土底面は黒褐色シルト (Vll

a屑)-暗褐色粘土質シルト (VITb層)の盛土と旧表土(Vla層)である。皿区田面⑤~⑦の底面は旧

表土の黒褐色シルト質粘土である。一部、載断面ある材などが含まれ、盛土整地に由来すると見られ

る土壌もあったが、明確に旧表土から識別することはできなかった。図面⑧~⑪の底面は概ね、ラミ

ナ状をなす水成堆積のいわゆるスクモ層 (Vla1届)となっていた。耕作土がこれらの底面のスクモ土

壇を切る形で形成されていた。W区田面⑫~⑮の底面は旧表土の黒褐色シルト質粘土である。一部、

韓断面ある材などが含まれ、盛土整地に由来すると見られる土壌もあったが、明確に旧表土から識別

第 1;表氷図属性表



することはできなかった。

[畦畔状遺構]II区畦畔は上幅30-70畑、基底部で60-120佃である。回面①と田面②との聞の畦畔内

からは炭化した径 1cm稜の篠竹(? )がまとまって検出された。E区畦畦は上幅70-120cm、基底部で

90-140cmである。田面⑨の西側大畦畔には土留のためにいれたと見られる材(図版5・4)が見つかっ

h 

，~。

W区畦畔は上幅70-120cm、基底部で90-140佃である。SXll谷地跡と谷地頭の図面⑫との間の畦

畔状遺構の残存状況が特に良好である。

[出土遺物]なし。

② 旧谷地

【SXll旧谷地】

丘陵の西側縁辺を取り巻くように、幅9-12mの旧谷地が検出された。確認面の灰白色火山灰層は

上部と下部に分けられ、 上部は汚れた灰白色火山灰層 (Va層)、下部はラミナ状の純堆積 (Vb層)で

あった。灰白色火山灰層以下はラミナ状水成堆積の黒褐色シルト層で、層中には多量の未分解植物質

が含まれていた。この層の底面には直角に蔵断された材 (図版6・4・5)や、斜めに枝打ちされた木(図

版6-6)が見つかった。これらは水田を開く際に伐採された木材の一部が投棄されたものと考えられ

た。土器や木製品の類は発見されなかった。

[出土遺物]SXll谷地跡の遺構確認の際、比較的上部のよごれた灰白色火山灰層 (Va層)中から、

土師器坪約20-30個体分を中心に、若干の赤焼土器杯 ・鉢、土師器費、須恵器聾 ・壷が出土した。こ

のう ち、土師器杯は略完形品を含め最も多く、面的に押し潰された状態で発見されたもの (第14図1、

2 )があり、人為的に投棄されたものも含まれている。下部のラミナ状をなす水成堆積の灰白色火山

灰府中から、遺物は出土していない。

Va層から出土した土師器坪で、底部に二次加熱の痕跡の見られるものや内面に火ハジケの痕跡が

認められるもの、外面に炭化物が薄い被膜として付着しているものなどがある。赤焼土器鉢では、灯

火具として用いられた痕跡 (図版 9-8b)のあるものも出土している。これらの中には、墨書の施さ

れたものが4点あり、 1は 「口万川、2は f大J、9の文字は 「緊」か 「衆jの残画、 10は 「口廿t>Jで

ある。

B.時期不明の遺構

.溝跡

【SD08A・B溝跡】E区南東部で一部が確認された。溝は調査区外へと延びている。皿届より新しく、

E届より古L、。新!日ふたつの溝跡が重なっており、 SD08A溝跡は埋め戻され、 SD08B溝跡が作られ

ている。新しい溝跡SD08Bの上幅は1.8m以上、ラミナ状をなす水成堆積である。出土遺物はない。

【SD10溝跡】W区北覗IJで確認された。溝は調査区外へと延びている。第illb層を掘込面とし、 SF09水

田跡より新し L、。溝跡は調査区北東部からほぼ酋に進み、北西方向に進路を変えて、北西部で 2つに

分岐する。上幅は1.6m、下幅0.2m、深さ0.6mで、断面形はほぼV字状をなす。下部はラミナ状をな

す水成堆積である。出土遺物はなL、。
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A 
"" 

Vb 

C. 

E 
'"' 

K 

眉名

E 

m 
W 

V.I 

V.2 

Vb 

Vla 

Vlb 

Vle 
、，1.

¥lb 
、，1.

咽b

膚告

E 

国

W 

V. 

Vb 

vl 

咽81

、1.2
咽a3

、冒b

V 

日

①E区東壁断面図

.p..Om 

2 1)鼎純色(lOYR2/3)

S008縫積土

備考

S以J8B唯積土.下部はラミ

サ・4止の水成雄積

51)(渇A峨憤土。 坦め戻し.

-5回申1貨縄色擦を少し含む

②E区北壁断面図

土 色 土性

氏賞縄色 (IOYR4/2) 妙IIIシルト

にぷい賞褐色(lOYR4/3) 砂観

オリープ黒色 (5Y3/J) 結土質シルト

1.11尚色(lOYR3/J) 枯土質シルト

灰色 (7.5YS/1) 砂質シルト

賞灰色 (2.5Y5/1) iTtIIシルト

灰白色 (SY7/1) (火山灰刷}

褐灰色 (IOYR4/l) 結土質シルト

111色 (2.5Y2/1) (炭化翁膚}

思褐色 (lOYR3/2) シルト

集褐色(lOYR2/2) シルト

暗褐色 (lOYR3/3) 結土質シルト

111褐色 (2.5Y3/2J シルト"鰍上

にぷい賞褐色(lOYR4/3) シルト

らf2.5m

① 

〉 中2.5m

土 色 土佐

9(賞褐色 (lOYR4/2) 砂貧シルト

にぷい貧縄色 (lOYR4/3) 砂.

オリ ープ緑色 (5Y3/l) 給土質シルト

黒縄色 (lOYR3/I) 結土質シルト

灰色 (7.5Y5/1) 砂貿シルト

灰白色 (5Y7/1) {火山灰刷}

』融情色(lOYR3/2) シIvト

略褐色(lOYR3/3) シルト貿給土

思縄色 (IOYR3/2) シルト貿給士

属褐色 (2.5YR3/2) シルト債総土

にぷい貨褐色 OOYR4/3) 総土質シルト

備 考

現勝作土.ややしまる.申。給性あり

m飽段構積物. <<4れやすい. 申l貨褐色プロッ Pを合む0 -5.の貧褐色鳴を~ < ftむ.下仰は本分がJó'1み似ている

沖積層。-20圃のグライ化した慢を合む.水分を書く含む

旧耳H.-50圃 のグライ化した鳴を合む.オリープ緑色プロックを含む.水分を多く含む

灰白色火山灰プロ ッテ告書〈含む.-40聞 のグライ化した磁をまばらに含む.水分告書 〈含む

灰白色火山灰プロ ヲクを非常に事 〈含む.ホ分を事〈含む.

灰白色火山灰l次犠積.11.灰白色火山灰がラミナuに水~JI慣している
5F09水回.震時綱策土.-20ーのグ号イ化した鍵を含む.値物侵司M'..入り込んだ灰白色火山灰槌を若干含む
議1ca Ii申笹竹状炭化舗の薄層

51'(潟水田嘗務作土.-晶圃ほどの・をわずかに含む.値鵠彼等から入り込んだ灰白色火山灰f立を少し含む.水分を含む

5F09水田飾遺成符母盛土..'断面白ある材が含まれる.値物侵等から入り込んだ灰白色火山灰給量少し含む.水分を含む

5F09水腕造成崎町盛土.値物繊等か品入り込んだ灰白色火山灰勉を少し含む.本分を含む

5F09水1Il~成時の18;議土. し ま O がある
地山瀬移属.しまりがある

第10図 E区断面図

G 
"" 

⑤ 

<<1書作土.ややしまる.やや砧佳品。
• 

J:l2.5m L 

Vb 

⑥ 。

考

11.1主堆贋物.111れやすい.明貧縄色プロ ヲ?を含む'.-5・司賞褐色穫を~ < 含む
沖積層.-00..のグライ化した磁を含む.しまりあ。

悶海上.ややしまりあり

灰白色火山灰プロ ヲデを多〈含む.-4伽・のグライ化した磁をまばらに含む

③ 

灰白色火山灰1次喰積層.灰白色火山灰がラミ サ・状に水成地慣しているVb.ll(断面iiE-f')と開演状に堆積しているVb'
刷 (断蘭G-H、 J-J、 K - l，)とに刷相l~ lII:化ずる
Sf'ω水田跡事時作土。 -5醐ほどの療をわずかにftむ.

ラミナ扶を立す水成地積情。鍋物遣rf体に官官む.水分に富む。いわゆるスヲモ順。低所 (断面J-J、K-L)にのみ分市

悶表土。しまりがある

旧表土.し まりがある

地山瀬移層圏.しまりがある
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踊名

I a 

1 b 
日

回a

皿b

mc 
W 

Va 

Vb 

VI 

咽a2
lla3 

¥lb 

VI区北壁断面図

土 色 土 性

灰首配偶色(I0YR4/2) シルト

純灰色 (10YR4/1) YJレト

にぷい賞褐色(lOYR4/3) 砂膿

;tリープ自民色 (5Y3/2) 柏土質シルト

オリープ黒色 (5Y3/1) 粘土質シルト

オリープ自民色 (7.5Y3/1) 粘土質シルト

1.1¥側色 (10YR3/l) 結土質シルト

灰色 (7.5Y5/ll 砂質シルト

灰白色 (5Y7/1) (火山灰脳〉

黒褐色 (10YR3/2) シルト

黒褐色(lOYR2/2) シJレト

高音締色 OOYR3/3) 枯土質シルト

賞縄色 (lOYR5/6) ~Jレト

VI区 間谷地断面図
0 3 m  

土色

1 |晴側色 (I0YR3/め

備 考

農務作土。ややしまる。やや納性あ り

製床土。グライ化した.(-5圃)を企む。ややしまる。やや紡性あり

出能性堆積物.刷れやすい。明黄褐色プロックを含む.-5・の昔配偶色艇を多〈含む。 東史北側にのみ分市

仲田E緬。-5皿のグラ イ化した.を合む.しまりあり

仲積層。-30固めグライ化した僚を多〈合む.しまりあり

沖積層。ー70固めグライ化した鍵を多 〈含む.しまりあり

!日後土。 -50輔のグラ イ化した礁を多〈含む.オリ ープ県色プロ ックを含む

灰白色火山灰プロヲクを多〈合む。-40圃白グライ化した礁をまばらに含む。水分を多く合む

灰白色火IlJfXI次権樹綱.灰白色火山灰がラミナ状に水成機償している

SF09ホ倒跡締作土.-5圃 ほどの礁をわずかに含む.植物繊等から入り込んだ灰白色火山灰従を少し含む。水分を含む

SF09車問量成時の1日~土。 しま Oがある. iftBl下にI~.断面ある材が認められ、 盛土 (11/11)と見6れるが、肉眼では区別でき屯か勺た
礁はほとんど含まない。しま Oがある。水の膨曹を強〈受ける

地山漸修崩.しまりがある..阜のIi・を強〈受ける

W区堆積土

，f 2.5m 

踊名 土 色 土佐

精オリープ褐色 (2.SY3/3) シルト

2 灰白色 (SY7/l) {火山灰層〉

3 1.1¥縄色 (2.5Y3/2) シルト

4 黒褐色 (I0YR2/2) シJレト

5 品l褐色 (2.5Y3/2) シ，~ト

6 黒色(l9YR2/l) シ，1-ト

7 期締色 (JOYR2/2) シJレト

8 オリープ灰色(lOY4/2) シJレト

8X11後積土

第13図IV区断面図

8010堆積土

備考

下都は水成犠横

ρ'2.5m 

備 考

Il乱
上郷2次地積.下都11:)(堆積

グライ化した小穣を含む

ラミナ状に未分解植物質が地積

グライ化した小穫を含む

上面に加工痕ある木材

炭化の巡んだ木質を含む

地山



ミ議塑V
英語ヨV
、ζ長喜望V 思

ず雪 ~9

。
5 lOcm 

No. 務積 出土遺情・順位 符 11: 口径 底径 郡高 残存期 写真図版 11録

l 土師音量 ・呼 v.胤 外Ifii:ロ?oナデ 内面 :ロクロナデ同様告屯ヘラミガ~ (口線偲を
(15.0) (7.0) 4.1 1/2 9 -1 

除o司J品0.処理 外体節.嘗 「ロJi.J 陸両:(副転糸切り

21 t師s.j;f> Va鳳
外面 .ロ?oナヂ四疎らなヘラミガキー-111色処理 内面 :ロ7ロナデー線舎な

15.8 5.4 4.9 4/5 9-2 3 
ヘラミガ....司干m手持ちヘラケズリ 11体...r大J 底面・副伝品切り

3 土師髭・界 V，""， 
外面 :ロタ ロナデ 内面 :ロデロナデ『厳ら屯へラミガ...(口縁郷を

(15.6) (6.0) 5.4 1/4 9-3 4 
総0-鳳色処穫量E面 :J車歯車/=次加般によるi61l:

4 土師信・係 Va婿
外16i:ロ ?o+・ヂ/炭化物ヨゴレ 内画面:ロ?ロナヂーヘラミガキ〈ロ

日4.5) 6.0 4.5 1/4 宮-4 7 
鋪.量検0-鳳色処tI .面:Iii]伝来切り

5 土師e.~干 v.眉 ~爾:ロタロナデ 内面:ロヲロナヂ司ヘラミガや-11色処理/火ハジ
6.1 1/3 9-5 6 ケ底面:向転糸切り/三次加般による$変

6 土師器 ・t干 V'"'" 外商 :ロタロナヂ 内面:へラミガキ『男色処壇 (15.5) 1/5 9-6 5 

7 土師a・高台呼 v.嫡 外面目:ロ ?oナデ-A合害事にナデ 内面:ヘラ ミガキー織色処理底
8.4 1/4 9-7 2 面:回転糸切りー付け高台{ロクロナヂ)

8 ホ焼土It.鉢 V.踊 外面:ロクロナデ 内面:コテナヂ/火ハジケ ・炭化物件絹{灯火呉} ローUllli 9 -8 a 
9 1 ~ド焼土穏 d干 V.. 外面 :ロ ?oナデ 内面 ..コテナデ外体側..rロ」 体側，;. 9-9 10 

101 t師お・係 V.膚
外泊n:ロ?oナデ 内面 .ロクロナデー雌らなミガ争 外体部屋.

ロ縁郁~体郁片 9 -10 9 
「口thJ

11 須I!髭.. v.層 外画面 :ロク ロナヂ 内直面 :ロクロナヂ{口総書事}ケズリ鳳のナデ(顕
(22.0) 他に創部片品り 9-11 11 館}ヘラナヂ(絹鼠}

12 須.11.董 V'"'" 
外面 :ヘラケズリ『ナヂによる付げ高台 ・ナヂ/儀.伏に鋭化鈎付翁

(10，0) 他に創傷片品。 9 -12 12 底面 :ナデ/..~に鋭化物付翁内面 :ナデ/炭化物付'

第14図 SX11旧谷地出土遺物

E 考察

1 .遺物について

遺物の多くは竪穴住居跡 2軒 (8101・02)と旧谷地 (8XU)Va層から出土しており、土師器を中

心に赤焼土器、須恵器、鉄棒等が認められる。ここでは、出土遺物のほとんどを占める土師器 ・赤焼

土器 ・須恵器などを中心に、若干の考察を行う。

A 土器の製作と年代

土師器はすべてロク口調整によるもので、坪 ・高台坪(両黒を含む)・聾などがある。赤焼土器は

杯 ・鉢、須恵器は壷 ・聾がある。以下に、その特徴を述べる。

①土器組成では、8I01は土師器杯(内面黒色処理、うち l点台付)が大半を占め、若干の赤焼土器と

土師器聾 1点が伴う。8102も土師器杯(内面黒色処理一うち 1点両黒、台付含む)が大半を占め、若
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干の土師器聾及び赤焼土器、須恵器広口壷、聾を伴う。8Xll旧谷地Va層では、土師器郎(内面黒色

処理、うち 1点台付)が大半を占め、若干の土師器聾、赤焼土器坪 ・鉢、須恵器聾 ・壷がある。土器

組成はL、ずれもほぼ共通し、須恵器杯は全く出土していない。

②土師器杯の器高と口径の関係 (第 2表)を見ると、 8XllVa層のものがやや大ぶりな傾向性がある

ものの、概ね口径14.8cm・器高4.8cmを中心に分布し、大きな差異は認められなL、。土師器杯の製作で

は、 8101・02、8XllVa層すべてに共通し、ロクロナデ整形の後に疎らなミガキ調整を施したものが

多く、特に口端部付近はロクロナデのま 土師器綜(内面黒色処理) 赤焼土器探

ま全く磨かれずに黒色処理が施されてい

るものが多かった。底面は回転糸切り無

調整のものと、手持ちへラケズリを加え

たものの両方が認められた。

曽高 器置

6 -1 SI02 

4~ 

SIOl 

6刷

SIOl 
. .~ -

1・ ¥

3t ¥. • ) 
③赤焼土器では、8101竪穴住居跡のカマ

ド・貯蔵穴 (P.l)から、杯の小型品が

出土している。破片資料も含め、小型品

と見られるものが多L、。

日 13 14 15 時 日 日 程
(cm) 

10 11 12 ロ橿
〈開 )

第2表土師器杯と赤燐土器杯の口径・銭高

以上、 8101・02竪穴住居跡出土土器及び、 8Xll旧谷地Va層出土土器の聞に顕著な様相の違いは認

められなし、。

類似の土器は河北町新田東遺跡(宮城県教育委員会:2003)では、平安時代のE群土器中に類例を

求めることができる。 E群土器はさらに、 IIA群土器と llB群土器に分けられ、 IIA群土器は土師器

が主体を占め、次いで須恵器が多く、灰軸陶器をわずかに伴い、赤焼土器(須恵系土器)は伴わない

とされている。 IIB群土器は土師器が主体を占め、次いで赤焼土器が多く、若干の須恵器と製塩土器

を伴っている。八幡遺跡の土器組成には、赤焼土器が含まれており、土器組成上は llB群土器に含ま

れる。このうち、 IIB群土器の杯類にはごく少数の須恵器杯が含まれている点に違いが認められるも

のの、遺構別に見る限り、土師器杯と赤焼土器坪のみで杯の組成が成り立つものが大半を占めており、

雌甑はない。須恵器杯の激減期にあたっており、須恵器杯が恒常的に土器組成の一部をなすものでは

ないと考えられる。他器種の形態上の特徴や製作技法においても、八幡遺跡の土器は新田東遺跡llB

群土器の範鴫で捉えることに概ね矛盾はないものと考えられる。

新田東遺跡IIB群土器は、新聞東遺跡C-2期の竪穴住居跡等から出土している。 C-2期竪穴住

居跡は8I19、8137A・B、8140A-Dがあり、このうち8I19は切り合い関係で灰白色火山灰層より古

く、 8137と8140の堆積土には灰白色火山灰は合まれない。実年代としては、灰白色火山灰の降下前後

の10世紀前葉ころ~中葉ころとされている。また、海道地方最大の須恵器生産地である須江関ノ入遺

跡では、灰白色火山灰降下後の8EK4窯段階(河南町教育委員会:1993)以降は全く須恵器杯は焼成

されておらず、八幡遺跡の土器組成中に須恵器杯を全く含まない点を積極的に評価するのであれば、

10世紀前半の中でも灰白色火山灰降下後の土器の様相に類似していると言えよう。

八幡遺跡では、 8101・02竪穴住居跡の堆積土はともに自然流入の黒色土層(図版2-1、3-2)で、堆
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積土中に灰白色火山灰を全く含んでおらず、少なくとも住居の廃絶時期が灰白色火山灰降下直前 ・直

後とは考えられない。灰白色火山灰降下後しばらくして、地表の灰白色火山灰流出後に、住居が廃絶

し、住居内に黒色土問が形成されたと考えられよう。8Xll1日谷地のVal曹の形成時期も、灰白色火山

灰の降下以後であり、整合性をもって捉えられる。

灰白色火山灰降下の実年代については、陸奥国分寺の七重塔焼失に伴う焼土届が灰白色火山灰層を

直接覆っていることから、陸奥国分寺七重塔焼失年〈承平4(934)年〉を下限とする10世紀前半とす

る見解(白鳥:1980)が有力である。近年では、 f扶桑略記』にある記録から延喜15(915)年に灰白

色火山灰 (To・a:十和田 a火山灰)が降下したとする説が現在最も有力(町田 ・新井:2003、小口:

2003)となっている。こうした点から、八幡遺跡の聾穴住居の廃絶時期は、灰白色火山灰降下以後の

10世紀前半の中でも後半ごろと考えることができょう。

また、このほか、県内のいくつかの遺跡で灰白色火山灰の降下後の様相が明らかにされている。多

賀城市多賀域跡鴻の池地区第 8-6層 (宮城県多賀城跡調査研究所:1992)、仙台市藤田新田遺跡

8D302C河川跡第3B届 (宮城県教育委員会:1994)、多賀城市山王遺跡多賀前地区8D2000河川跡第4

府(宮城県教育委員会:1996 a. b)、多賀城市市川橋遺跡8X5222河岸跡第 6-3屑 (宮城県教育委員

会:2001)などがある。単純な比較はできないものの、須恵器坪の欠落ないしは激減、土師器杯の内

面ミガキの簡略化、 赤焼土器の小型化などは、 八幡遺跡の土器にも通じる共通した傾向性を示してい

る。

B.土器の使用

8101・02竪穴住居跡ともにカマドから土師器聾といっしょに坪類が出土し、概して二次加熱による

赤変、火ハジケ、炭化物の付着するものが多く見られた。このことは、土器組成の中で主体を占める

坪類が、食膳具の域を越え、煮沸にも供されたものが存在することを示すものと考えられる。土師器

聾は住居跡では、カマドを中心に 1-2点出土しているに過ぎない。赤焼土器では杯 ・鉢ともに灯火

具としての使用痕跡のあるものが含まれている。

C.墨書

墨書の施された土器は8102竪穴住居跡の堆積土と8Xll旧谷地Va層から出土した。判読できた墨書

は、 「上万Jr口上ヵ万Jr口万ヵJr大Jr口廿ヵJr口Jcr東Jか 「衆」の残画)の 6つがあり、土師器杯

体部に 5点、赤焼土器鉢に 1点、正位で書かれていた。合わせ文字 1字で 「上万」と暫く例は宮城県

内では、多賀城市山王遺跡多賀前地区81579竪穴住居跡(宮城県教育委員会1996a • b)中にあり、 10

世紀前葉のものである。「万Jの文字は吉祥の意があり、このほか「十万Jr千万Jr中万」などの合わ

せ文字が用いられ、東日本各地の集落遺跡に散見(平川2000)される。「大」の文字も吉祥句と言わ

れ、多賀城跡周辺をはじめ比較的多くの遺跡で出土例がある。

2.遺構について

今回の調査では I区から掘立柱建物跡 3棟以上、竪穴住居跡 2軒、土壌5基、溝跡 1条など、 II-IV

区からは溝跡 1条、水田跡などが検出された。

A.古代



灰白色火山灰降下以前の遺構とし

て、 IT-IV区で発見された水田跡があ

る。検出された畦畔から推定される水

田跡の田面は、第15図のA-Kに整理

される。このうち、田面D-D'聞及

び田面E-E'間には、その規模と形

状から畦畔が存在する可能性があるも

のの、現道下のために不明で‘ある。

灰白色火山灰層の堆積の仕方は、概

ね丘陵寄りの回面A-Dと丘陵から離

れた田面E-Kとでは、異なる様相を

呈していた。降下火山灰の豊富な供給

を受ける丘陵寄りでは、畦畔の高さま

でラ ミナ状の水成堆積の灰白色火山灰

庖が埋め尽 くしていた。このことは、

少なくとも田面A-Dは水が充満した

状態で放棄され、畦畔高まで灰白色火

山灰がラミナ状に水成堆積したものと

考えられる。丘陵から離れた田面E--

Kでは、次第に散漫な団塊状の堆積に

変化する。特に田面H-Kでは、明ら

かに耕作層は認められるものの、発見

された遺構は大畦畔以外は明瞭ではな

く、降灰時すでに耕作は放棄され、荒

蕪地化していた可能性も考えられよ

つ。

第15図 古代の遺構(複式図) 水田は丘陵側では、切土 ・盛土を伴

う棚田として造られ、丘陵から離れた

水田ではスクモ層上部を直接切り込むような形で、耕作層が形成されていた。畦畔の一部では、沈下

防止のための篠竹(? )や土留めのための材が発見された。

W区で検出された幅 9-11mの8XllI日谷地の灰白色火山灰層下では、ラミナ状水成堆積が認めら

れ、若干の水流を伴っていたものと考えられたが、旧河道と考えるには明確な河床を検出することが

できず、谷地の跡と考えられた。水成堆積土中からは加工痕のある材が検出されている。

灰白色火山灰降下後の10世紀前半の後半ごろに、丘陵部の I区に8101・02竪穴住居などが廃絶した

と考えられた。8101と02ではカマドの設置場所が全 く異なっており、さらに細かい時期差に起因する
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可能性がある。

SI02竪穴住居跡堆積土の一部や灰白色火山灰層降下後に形成されたSXlll日谷地Va層からは、土師

器や赤焼土器、須恵器が出土し、これらの中には、吉祥句の墨書された土器や灯火具などが含まれて

おり、小規模ながら何らかの祭杷が行われていたものと考えられる。

また、今回発見された棚田を伴う水田跡は、比較的規模の大きい集落による経営が考えられるが、

調査区内で確実に同時期に営まれた集落を発見することはできなかった。

B.近世以降

I区の掘立柱建物跡のうち、 SB05掘立柱建物跡は掘方埋土から近世陶器碗片や角釘状の鉄製品が

出土しており、近世以降のものである。遺物の出土していないSB03・04掘立柱建物跡についても、掘

方埋土がSB05掘立柱建物跡と類似しており、ほぼ同時期と推定される。

元禄11(1698)年の伊達村和知行所絵図に描かれる「かったい橋」東側の白石源左ヱ門の除屋敷や

かつて「二郎屋敷Jがこの遺跡地にあったという地元口碑についても、積極的に関連性を裏付けるよ

うな遺物は出土しなかった。

IV.まとめ

八幡遺跡は、 三陸自動車道建設に先立つ分布調査で新規に発見された遺跡で、竪穴住居跡 2軒、土

壌5基、掘立柱建物跡3棟以上、水田跡、溝跡などを検出した。

遺物は10世紀前半の土師器、赤焼土器、須恵器のほかに、縄文土器、鉄棒、近世陶器、角釘状鉄製

品が出土した。

古代の遺構は灰白色火山灰 (To-a)が直接覆う棚田を含む水田跡、灰白色火山灰降下以後に廃絶し

たと考えられる竪穴住居跡 2軒ほかが発見された。このほか、近世以降の掘立柱建物跡建物跡、時期

不明の溝跡などが発見された。
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1.遺跡全景 (北から)

2. I区全景(南から)

3. SB03・SB04(南から)

図版 1
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1. SB05 (西から)

(省下黒色部が8101)

3.柱穴断面

図版2
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1. SI01カマド完掘状況 2. SI02確認状況 (南から)

(左下がSXlll日谷地の上部)

4. SK06 (北から)

6.畦畔断面

(町豊田半l底面に篠竹(?)状炭化物)

5. n区全景(西から)

図版3
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3.試錫 1卜レンチ(函から)

5. m区図面@・⑦(北から)

E 望書置

7.田区断面 (E-F) 8. m区断面 (G-H)
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2. I式怨 1トレンチ(南から)

4.試掘 1トレンチ (南から)

6. 田区図面@ ・@ ・⑪ ・⑪(南西から)

9. 田区断面(I -J) 10. 田区断面 (Kーし)

図版4



1. m区畦降水口断面 (M-N) 2. m区鮭畔断面 (Q-P)

3. m区縫畔断面 (Q-R) 4. 皿区鮭畔土留施設

7. N区東壁断面

8. rv区陛畔

図版5
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2. rv区 SX11旧谷地 (西から)
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3. N区 SX11旧谷地断面

(北から)

4.伐採痕のある材

6.裁断面のある材

図版 6
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8 

10 

1 -2 8K061:峨 l ・8 ・12 '1))';却を二1::111・杯
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書 抄

一陸縦貫自動車道建設関連遺跡調査報告書皿

宮減県文化財調査報告書
第196集
須田良平 ・相原淳一

宮減県教育委員会

録

'T980-8423 宮城県仙台市青葉区本町3-8・1TEL022-211・3682
西暦 2004年 3月318

ふりがな ふりがな コ ー ド
北緯 東経 調査期間

調査面積
調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 i遺跡番号 (rrl) 

主沢的田だや山'"に尚し み宮や減e吋県abllんJ町R桃もうの小こ生うふ船ぐ郡なん越Zι 38度 141度 20020603- 三陸縦貫自

a河字h電北 045616 66075 29分 17分 20021022 
2，220 

動車道建設
遺 t跡UI 

書沢h聞疋 ・崎苫@や山ま 58秒 25秒
20030518- に伴う事前

20030718 調査

2崎Ee 。11a1R 8 
寄品事1品訴i'話前'時器ld主、話総益 犯度 141JJt 三陸縦貫自

20020603- 動車道建設

遺跡
045616 . 66077 29分 17分

20020723 6.000 
に伴う事前

: 52秒 20秒
調査

万IlんZ成ぃ。山，EC 
み宮や城S吋県、町ん..桃もう司字あ吉生令万，.ぜ郡九古ん歳い 38度 141度

三陸縦貫自
20030407- 動車道建設

遺 跡
桃"帽生う や山ま 045659 70036 32分 16分

20030516 
700 

に伴う事前
07秒 53秒

調査

み宮や城eり県ちHんょ町桃もう即UJK生がうよいぐ郡|ニんa字1'" 20021004-
1八:G幡$(ん 遺い跡114 桃、j¥.也伎、町 38度 141皮

20021011 三|聾縦貫自

/ 僻iI!ん ・賞e屯1)ぷ制ら 045659 70035 . 34分 16分
20030717-

2，540 
動車道建設

20030807 に伴う事前
09秒 36秒 20030901- 調査

使用 inlj地系 20031008 
日本測地系(改正前)

所収遺跡名 報別 主な時代 主な遺構 主な泣物 特記事項
古代:掘立;住建物跡 l
棟、竪穴住居跡14軒、柱

上師器、須忠路、上製支
奈良時代 (8世紀後

列1;条、海跡5条、土壌 半)、平安時代 (9
沢田山西 縄文 ・古 3基など

脚、鉄製品(鋤先、釘な
世紀頃~灰白色火集落跡 ど)、砥石、焼石、陶磁

遺 跡 代 ・近世 近世:掘立柱建物跡8
器、古銭、紡錘41、縄文

山灰降灰以前)の集
棟、柱列 l条、井戸跡 l

t器、石~6
落跡・江戸時代の建

基、石垣1:条、溝跡 4 物跡
条、土域3基など
古代:土撲 l基

土師誠、須恵掠、占銭、
崎 111 B 

基跡 ・土墳
古 代 ・近 近世 :墓域7基

銅製谷雄、鉄製品、漆器、
遺跡 世 時期不明:焼土遺織2基

磁~6、土製紡縄市
など

万成 山 C
集落跡

縄文・古 掘立柱建物跡 2棟、土 制文土結、イ7持、 土師糖、
遺跡 代 壊 2基など 須]ぷ総

集落跡 ・ 古代 ・近
竪穴住居跡 2軒、掘立

土師器、組j，l!t器、純文よ 灰白色火山灰の覆八幡遺跡
水出跡 世

柱建物跡、溝跡、水田跡
器、 |陶磁総 う水悶跡

など
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